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社会福祉法人山口市社会福祉協議会 令和４年度事業報告 
（令和４年４月１日～令和５年３月３１日） 

 

 本会は、令和４年４月に平成３１年４月１５日から３年余り本会の代表として会務を総理して

きた岩城精二会長が退任を表明し、４月１２日付け第１回理事会において德永雅典氏が会長に選

定され、新会長に就任した。 

新型コロナウイルスが国内で初めて感染が確認されてから３年が経過し、感染者が減少傾向に

ある中で、感染対策を図りながら、実施できる活動は徐々に再開した１年であった。 

地域での交流やつながりに関しては、コロナ禍前に比べ希薄になっており、特に、少子・高齢

化の進行が進む現状において、家庭や地域での支え合い機能の弱まりなどを背景として、ひとり

暮らし高齢者等の孤独（孤立）死やゴミ屋敷化、貧困や虐待、ひきこもり、自殺などさまざまな

問題がさらに顕在化してきている。 

本会としては、そうした課題に対応するために、日常の生活課題に対しては、生活支援コーディネータ

ー（第１層及び第２層）を中心に、生活課題を拾い上げ、関係機関・団体と連携し、活動につなげる取り組

みを進めるとともに、感染症拡大防止のために休止をしていたマイクロバス運行事業を令和４年９月から

再開し、高齢者の生きがい対策や外出支援に取り組んだ。また、要援護者への日常の見守り訪問活動に

ついては、コロナ禍で取り入れた「新しい生活様式」の実践例を参考にしながらも徐々に通常の形に戻す

取組を行った。 

失業や休業等を背景に急増した生活困窮世帯に対しては、山口県社会福祉協議会やパーソナル・サ

ポートセンターやまぐちと連携しながら、生活福祉資金（特例緊急小口資金、特例総合支援資金）の貸付

を令和４年９月３０日まで行い、１１１件、３３，８５０千円（令和４年度実績）の貸付による生活支援を行っ

た。令和４年１０月以降特例貸付の受付は終了となったが、新型コロナウイルスの影響による生活困窮の

実態は続いていたため、通常の生活福祉資金貸付業務の中で対応した。 

介護保険法関連事業及び障害者総合支援法に基づくサービスについては、昨年度同様に感染症対策

の徹底や利用者と接触する際に工夫を凝らすなど、十分な注意を払いながら、概ね通常とおりの支援を

行った。 

また、障害者虐待防止法の改正に基づき、虐待の防止及び身体拘束の適正な対応を行うため、「虐待

防止及び身体拘束適正化検討委員会」を設置し、関連事業の規程を整備した。 

さらに、山口市が重層的支援体制整備事業の一環として推進している“やまぐち「まちの福祉相談室」

＜通称：ふくまる相談室＞”を令和５年４月から本格始動するため、３月から受託し、山口市川西地域包

括支援センター及び山口市川西第２地域包括支援センターにそれぞれ職員を配置し準備を進めた。なお、

令和５年４月からは、本所・北部支所（地域福祉課内）において相談窓口を設置し、相談に対応する。 

法人全体の活動及び方針としては、地域共生社会の実現に向けて、「第３次山口市地域福祉計画・山

口市地域福祉活動計画」の重点事業を中心に活動を行いつつ、併せて、令和５年度から令和９年度まで

の「山口市地域福祉計画・山口市地域福祉活動計画」の策定に山口市と協働で取り組んだ。 

なお、昨年度から策定に取り掛かっていた第３次山口市社会福祉協議会活動基盤強化計画は、山口

市地域福祉活動計画の実効性を高めるため計画として位置づけ、「組織強化と効率的な組織運営」「人

材の確保・育成」「安定的な財政運営」の３つ部門を柱とし完成した。 

これにより、令和５年度からは、「山口市地域福祉計画・山口市地域福祉活動計画」及び「第３次山口

市社会福祉協議会活動基盤強化計画」を基とし、本会の活動基盤の強化を図りつつ、地域共生社会の

実現に向けた地域福祉活動を展開する。 
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重点事業Ⅰ 
１「第３次山口市地域福祉活動計画」の推進と「第４次山口市地域福祉活動計画」の策定 

主要事業 

（１）地区社会福祉協議会活動の支援と協働 

（２）地域福祉を推進する人材の育成と専門職等のネットワークの構築 

（３）見守り訪問活動及び地域支え合い活動の推進 

（４）地域子育て支援機能の充実 

（５）社会福祉法人の地域公益活動の支援と協働 

（６）地域福祉権利擁護事業及び法人後見事業の充実・強化 

（７）法律相談や貸付相談等の生活支援事業の推進 

（８）介護保険法関連事業及び障害者総合支援法に基づくサービス事業の推進 

 

重点事業Ⅱ 
２「第２次山口市社会福祉協議会活動基盤強化計画」の推進及び「第３次山口市社会福祉

協議会活動基盤強化計画」の策定 

主要事業 

（１）自律した法人運営と「働き方改革」の推進 

（２）財源の新規開拓と効果的な法人及び事業運営による経営基盤の強化 

（３）社協の経営理念（※注）に基づいた計画的な人材の育成・確保の仕組みづくり 

（※注）市町社協の経営理念（「全社協・生活支援活動強化方針」より抜粋） 

<令和２年７月第２次改定> 

 １ 地域住民を主体とした「ともに生きる豊かな地域社会」の実現 

 ２ 誰もが人格と個性が尊重され、その人らしい生活を送ることができる福祉サービス

の実現 

 ３ 地域住民及び福祉組織・関係者の協働による包括的な支援体制の構築 

 ４ 地域生活課題に基づく先駆的・開拓的なサービス・活動の創出 

 ５ 持続可能で責任ある自律した組織経営 
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重点事業Ⅰ 

「第３次山口市地域福祉活動計画」の推進（平成３０年度～令和４年度） 

１ 「山口市地域福祉計画・山口市地域福祉活動計画」の実行 

○事業内容： 平成２９年度に策定した「第３次山口市地域福祉計画・山口市地域福祉活動計画」実行の最終年次

にあたり本年度も、「みんなでともに支え合い、誰もがその人らしく、住みなれた地域で安心して暮らせる福祉のま

ちづくり」を理念に、「地域福祉を推進するひとづくり」「安全に安心して生活できる地域の輪づくり」「利用しやすい

福祉サービスの仕組みづくり」を基本目標に計画に基づく活動を推進した。 

 

【山口市地域福祉活動計画の実行（５年次の主な取り組み）】 

基本目標 1 地域福祉を推進するひとづくり 
  

活動目標１ 地域福祉活動団体等の活動の推進と人材の育成 
 

活動名 市社協の取り組み 該当ページ 

担い手の確保と育成

の支援 

・山口市ボランティア連絡協議会交流会の開催 

・災害ボランティア研修会の開催 

・山口市有償在宅福祉サービス担い手養成講座の開催 

・意志疎通支援事業の実施（音訳及び手話、点訳、要約筆記の講座と子どもボラ

ンティア講座の実施、音訳及び点訳ボランティアグループ会議の実施） 

・P81,82 

・P25 

・P17,18 

・P22～24 

団体間の交流促進と

効果的な情報発信 

・広報紙「こちら社協です」の発行 

・広報紙「ボランティアやまぐち」の発行 

・本会ホームページに山口市ボランティア連絡協議会加入グループの一覧表を

掲載 

・山口市ボランティア連絡協議会交流会の開催 

・P80 

・P22 

・P80,81 

 

・P81,82 

新たな財源の確保 ・社協会員会費や共同募金について新たな事業所に協力を依頼 ・P70,71 

   75,76 

 

活動目標２ 福祉教育の推進とユニバーサルデザインの啓発 

活動名 市社協の取り組み 該当ページ 

福祉体験学習の推進 

・各地区福祉員協議会等で福祉体験学習を実施（実施地区：宮野、嘉川、秋穂） 

・市内各小・中学校を対象に、福祉体験学習の相談や福祉体験学習器材貸出の

依頼に対応 

・福祉教育推進協力校の指定と福祉教育の推進 

・P26 

・P26 

 

・P26 

関係機関・団体の連携

強化 

・福祉教育推進協力校を対象とした情報交換会の開催 ・P28 

思いやりの心を育むた

めのふれあいの場づく

り 

・コロナ禍のため今年度は各学校の活動はなし   

ユニバーサルデザイン

やバリアフリーの普

及・啓発 

・山口市内の学校に、ユニバーサルデザイングッズを紹介し、啓発を図った。 

・福祉教育の啓発用 DVD を作成し、活用を図った。 

・P26 
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活動目標３ 企業の社会貢献活動や福祉施設の地域貢献活動の推進 

活動名 市社協の取り組み 該当ページ 

社会・地域貢献活動の

周知・啓発、情報交換

の場づくり 

・中国電力株式会社山口支社及び山口営業所による施設での電気設備の点検･

清掃活動（照明器具（交換含む）、空調、換気扇等の清掃活動等）の実施。 

・山口ヤクルト販売株式会社による地区福祉員協議会定例会（宮野地区）やサロ

ンでの健康講座の実施 

・仁成堂薬局による熱中症予防、経口補水液の作り方についての講座を福祉員

定例会（小鯖）で実施 

・企業ボランティア活動促進モデル事業所の推薦 

・企業の社会貢献活動の情報交換会（山口県社会福祉協議会と共催）の開催 

 

 

 

 

・P28 

 

 

社会福祉法人地域公

益活動の推進 

・山口市社会福祉法人地域公益活動推進協議会の一員として、市内の社会福祉

法人の連携・協働による地域公益活動に取り組み、制度の狭間の福祉課題の

解決に向けた協議と仕組みづくりを推進 

・P43,44 

 

基本目標２ 安全に安心して生活できる地域の輪づくり 
 

活動目標１ 地域の生活課題の発見・把握と解決の仕組みづくり 

活動名 市社協の取り組み 該当ページ 

地域の生活課題や住民の個

別課題を発見・把握する仕組

みの充実 

・小地域福祉活動計画の対象となる地域の地区社協において、策定委員

会開催にあわせて、生活課題の把握を行うため会議等を行った。 

・P8,9 

地域の生活課題や住民の個

別課題を解決する活動の充実 

・第３次計画策定の支援：（対象地区：島地） 

・第４次計画策定の支援：（対象地区：吉敷・陶） 

・第５次計画策定の支援：（対象地区：小鯖） 

・地区福祉員定例会や地区民生委員児童委員協議会定例会に出席し、

住民の生活（福祉）課題の情報収集及び情報提供を行った。 

 

・各地区について、地域の要援護者の把握と見守り方法の確認。特に、

見守り訪問グループ員研修会で民生委員・児童委員や福祉員、地域包

括支援センター職員、地区社協職員、本会職員などが一緒になり、コロ

ナ禍での見守り方法や効果的にすすめる方法、また、個人情報の取り

扱いについてなどを議題に研修会を行った。        

・P8,9 

 

・P16 

   82・83 

・P29～31 

 

 

 
 

活動目標２ 地域交流の場づくり 

活動名 市社協の取り組み 該当ページ 

高齢者の交流の推進 ・サロン開設に関する相談支援 

・新規サロンの開設支援（０件） 

・本会登録サロンの活動支援（２５１件） 

・ふれあい・いきいきサロンの運営費支援（２５件） 

・サロン情報紙の発行（年６回） 

・器材の貸出（２１１件） 

・ふれあい・いきいきサロン交流会の開催 

・P11,12 

障がい者の交流の推進 ・山口市ふれあいレク大会への協力 ・P81 

地域住民の交流の推進 ・福祉の種まきリーディング事業の実施（１１件） ・P12,13 
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・広報紙「こちら社協です」や地区民生委員児童委員協議会、地区福祉員

協議会定例会等でサロン活動について周知を図った。 

・地域住民グループ支援事業の実施 

・P16,80 

   82・83 

・P11 

 

活動目標３ 地域の支え合い活動の推進 

活動名 市社協の取り組み 該当ページ 

一人暮らし高齢者等の見守り

訪問活動の推進 

・小地区見守り訪問グループ員研修会（主催：地区社協）の開催支援 

・「高齢者保健福祉総合調査票」による見守り対象者の把握、取りまとめ 

(見守り訪問対象者 総数：４，１６２件、総グループ数：８１２グループ) 

・１８８見守りネットワーク連携会議（主催：山口県）に出席 

・「ふれあい型給食サービス事業」の推進 

・食品衛生(食中毒対策)研修会の実施 

・P29～31 

・P29 

 

  

・P32,33 

・P33 

 

認知症高齢者等の見守り活動

の推進 

・他地域で実施された認知症高齢者等に対する取組みについての情報収

集 

・鋳銭司地区社協が認知症模擬訓練の実施 

・P53,56 

 

 

地域の支え合い活動の仕組

みづくり 

・生活支援コーディネーターの設置  

・介護予防・生活支援サポーター養成講座 １回開催（徳地地区） 

 ※徳地地域の地区社会福祉協議会と協力し開催 

・地区社協の会議及び小地域福祉活動計画策定委員会等を通じて、地区

社協の運営・活動支援 

・大内地区内２自治会、阿東地福地区、小郡地区で支え合いの仕組みづ

くりの立ち上げ支援 

 

・P18,19 

・P19 

 

・P8,9 

 

活動目標４ 災害時の要配慮者支援活動の推進 
 

活動名 市社協の取り組み 該当ページ 

地域の共助による避難支援体

制づくりの推進  

・小地域福祉活動計画へ災害支援に関る計画を盛り込むよう助言 

・災害時等地域支え合いマップの作成支援及び避難行動要支援者名簿

のマイプラン作成の周知を市と連携して情報提供した。 

・P8,9 

・P30,31 

災害ボランティア活動の推進 ・災害ボランティア研修会の開催 

・災害ボランティアセンター模擬訓練の開催（小郡・阿東） 

・P25 

 

 

活動目標５ 安全に暮らせる交通安全・防犯活動の推進 
 

活動名 市社協の取り組み 該当ページ 

児童、生徒等の安全の確保 ・小地域福祉活動計画に地区の課題として挙げておられる地区では、策

定委員会や実行委員会において、対応策を検討・実施 

・P8,9 

地域の防犯体制の充実・強化 ・小地域福祉活動計画に地区の課題として挙げておられる地区では、策

定委員会や実行委員会において、対応策を検討・実施 

 

・P8,9 

詐欺、悪質商法等からの被害

防 止 の 推 進  

・山口県警察署、山口警察署、山口南警察署が発行する『メルマガニュー

ス』を地区福祉員協議会定例会において配布し、地域のひとり暮らし高

齢者等へ注意喚起 

・山口市消費者生活センターや山口県防犯連合会と協力し、見守り関係

者へ周知 

・P16 

 

 

・P29～31 
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活動目標６ 民生委員・児童委員及び福祉員活動の推進 

活動名 市社協の取り組み 該当ページ 

民生委員・児童委員の活動強

化と住民への周知・啓発  

・山口市民生委員児童委員協議会の３部会で研修会を開催 

・地区毎に対象者の割当を行い、各地区で見守り方法や、相談体制の在

り方など全国民生委員児童委員連合会が作成した、「訪問活動、相談活

動の基本」で、研修会を実施 

・地域の見守り活動について「小地区見守り訪問活動とは」の DVD 研修

を実施 

・P82・83 

・P82・83 

 

 

・P29～31 

福祉員活動の強化と住民への

周知・啓発 

・新任福祉員研修会の開催 

 開催日：５月３０日（月） 

 会 場：山口県総合保健会館 

・福祉の輪づくり運動関係者研修会の開催 

開催日：１１月１７日（木） 

 会 場：山口県総合保健会館 

・第１回地域福祉推進セミナーの開催（主催：山口県社協） 

開催日：６月２７日（月） 

 会 場：山口県総合保健会館 

・第２回地域福祉推進セミナーの開催（主催：山口県社協） 

開催日：令和５年３月１６日（木）      ※オンライン研修 

・P16 

 

 

・P10 

 

 

民生委員・児童委員と福祉員

の連携の推進 

・地区において民生委員児童委員協議会と福祉員協議会が合同で見守

り等の研修会を開催するよう支援するとともに、会議や研修会に出席

し、見守り方法の注意点などを助言 

・共通認識を図るため、福祉サービス等の情報提供等 

・P29～31 

 

 

 

 

基本目標３ 利用しやすい福祉サービスの仕組みづくり 
活動目標１ 新たな包括的支援体制づくり  

活動名 市社協の取り組み 該当ページ 

相談支援体制の充実 ・民生委員・児童委員ブロック別研修会にて、初期相談に関する窓口等

を周知（延２回） 

・民生委員・児童委員の部会にて、相談機関の窓口についての研修会を

実施 

・各地区民生委員児童委員協議会へ、「訪問活動、相談活動の基本」の

DVDを貸し出し、研修会を実施 

・民生委員・児童委員の定例会にて、地域包括支援センター職員が出席

し、高齢者の初期相談に速やかに対応 

・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）研修会等にて、相談支援のポ

イントの説明 

・相談関係機関相談員研修会（主催：山口県社協）に参加 

・P82・83 

 

・P82・83 

 

・P29～31 

 

・P82,83 

 

・P29～31 

 

 

福祉課題等の解決に向けた

取組みと福祉関係機関・団体

との連携強化 

・地区福祉員協議会に出席し、地域の福祉ニーズの把握に努めた。 

・地域福祉権利擁護事業に関する相談が関係機関各所から寄せらせ

た。必要時には成年後見に関する関係機関と連携を図った 

・法人成年後見事業受任件数 ４件 

・福祉の輪づくり運動推進者に対して研修会を実施 

・山口市介護サービス提供事業者連絡協議会が開催された研修会の周 

知を関係機関に行った 

・福祉施設や事業者が行う専門的研修会について、関係機関へ周知 

・ホームページにて当事者団体の把握と紹介 

・P16 

 

・P44,45 

・P10 

 

 

・P80 
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・市社協広報紙にて、苦情解決制度及び第三者委員会制度の周知 

・市が設置した「ふくまる相談室」の周知を福祉員協議会に情報提供 

・P76,77,80 

・P16 

制度横断的な福祉サービス提

供の仕組みづくり 

・制度の狭間の問題に対応できる取組の周知 

・ひきこもり等への理解を深める一般公開講座の開催支援 
・P43,44 

・P44 

新たな包括的支援体制の構

築 

・見守り訪問グループ等の充実を図り、問題の早期発見に努めた。 

・生活困窮者に対し、相談支援、各種資金の貸付や食糧支援を行うとと

もにパーソナル・サポートセンターやまぐち等と連携し、自立に向けて調

整 

・生活支援コーディネーターを、本所に２名体制で配置し、各地域包括に

配置された第２層の生活支援コーディネーターと連携をとりながら、高

齢者等のニーズ把握及び支援体制づくりに向けた協議 

・P29～31 

・P47,47 

 

・P18,19 

 

 

２ 山口市地域福祉推進協議会の開催 

 

 〇山口市地域福祉推進協議会は、学識経験者や福祉サービス提供事業者、地区社会福祉協議会などの福祉 

関係団体等で構成され、山口市地域福祉計画・山口市地域福祉活動計画について、活動目標ごとに取組み

の進行管理を行うとともに、計画策定に係る意見及び提言、取組みに関する評価及び検証を行う場である。 

  今年度は、次期計画（令和５年度～令和９年度）策定の年度にあたり、市と協働し、下記のとおり会議を開催し

た。 

 

〇開催回数 ４回 
 

開催日 会 場  内 容 

５月２７日（金） 
かめ福ＯＮＰＬＡＣＥ 令和３年度の実施状況及び令和４年度実施予定、現行計画の

振り返り、市民参画（関係機関等へのヒアリング）について 

８月３０日（火） 
かめ福ＯＮＰＬＡＣＥ 地域福祉アンケート調査結果、市民参画（関係機関等へのヒア

リング）調査結果、骨子案について 

１１月８日（火） ＫＫＲ山口あさくら 計画素案について 

令和５年 

１月１３日（金） 

ＫＫＲ山口あさくら 計画最終案について 

 

《成果と課題》 

  地域福祉推進協議会委員からは、現行計画の実績について、ある程度の評価をいただいいた。次期計画につい

ては、コロナ禍後を見据え、現状にあった内容にするべきという意見のもと策定した。 

本計画は、行政と社協が一緒に策定する計画であり、今後もこの在り方は存続しつつ、様々な団体や企業などを

多く巻き込み、地域の福祉課題に協働しながら進めていくことが最重要と考える。 
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主要事業 

１ 小地域福祉活動計画に基づく地区社会福祉協議会活動の支援 

（１） 小地域福祉活動計画策定及び実行委員会の開催  ＊受託事業 

事 業 名 地区社協名 会議回数 

第１次小地域福祉活動計画の策定                      全地区実施済み ― 

第２次小地域福祉活動計画の策定                                                                                                                                                   全地区実施済み ― 

第３次小地域福祉活動計画の策定                                                                               

（令和５年度～令和９年度） 

※ 座談会等を開催し、第３次計画を策定する 

島地 ７ 

第４次小地域福祉活動計画の策定                                                                               

（令和５年度～令和９年度） 

※ 座談会等を開催し、第４次計画を策定する                                                                          

吉敷 ５ 

陶 ６ 

第５次小地域福祉活動計画の策定                                                                               

（令和５年度～令和９年度） 

※ 座談会等を開催し、第５次計画を策定する 

 

小鯖  

 

５ 

 

第２次小地域福祉活動計画実行委員会の開催 

（令和元年度～令和５年度）                                                                                                                                                  
柚野 ２ 

第２次小地域福祉活動計画実行委員会の開催 

（令和２年度～令和６年度）         

小郡 ３ 

阿知須 ２ 

第２次小地域福祉活動計画実行委員会の開催 

（令和３年度～令和７年度）   

秋穂 ２ 

阿東 ３ 

第３次小地域福祉活動計画実行委員会の開催                                                                               

（平成３０年度～令和５年度）                                                                        
名田島 ２ 

第３次小地域福祉活動計画実行委員会の開催 

（令和元年度～令和５年度）                                                                                                                                                  
大歳 ３ 

第３次小地域福祉活動計画実行委員会の開催 

（令和２年度～令和６年度）                                                                                                                                                  

湯田 ３ 

平川 ４ 

第３次小地域福祉活動計画実行委員会の開催 

（令和３年度～令和７年度）      

大内 ３ 

串 ２ 

第３次小地域福祉活動計画実行委員会の開催 

（令和４年度～令和８年度）                                                                                                                                                  

出雲 ３ 

八坂 ２ 

第４次小地域福祉活動計画実行委員会の開催                                                                               

（令和元年度～令和５年度）                                                                         

白石 ３ 

宮野 ３ 

秋穂二島 ３ 
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事 業 名 地区社協名 会議回数 

第４次小地域福祉活動計画実行委員会の開催 

（令和２年度～令和６年度）                                                                                                                                                  
嘉川 ３ 

第４次小地域福祉活動計画実行委員会の開催 

（令和３年度～令和７年度）      

大殿 ３ 

鋳銭司 １ 

第４次小地域福祉活動計画実行委員会の開催 

（令和４年度～令和８年度）    

仁保 １ 

佐山 １ 

《成果と課題》 

「小地域福祉活動計画」の策定に着手した地区は、現行計画の中で取り組んできた５年間の各事業を総点検する

機会となった。その他の地区で実施された「小地域福祉活動計画実行委員会」は、現行小地域福祉活動計画の進

行管理（進捗状況の確認）の場や地域づくり計画等との調整を行う場となっているが、コロナ禍であったため、委員

会を延期される地区もあった。 

  また、今年度策定した山口市地域福祉計画において、小地域福祉活動計画を紹介する機会を得た。 

  なお、地域の福祉課題としてコロナ禍ならではの課題、見守り活動の方法、高齢者の孤立および買い物等の移動

手段の確保などがでており、それに対応できるように地域、行政及び関係機関と課題に向けて対応することが必要

になっている。 

 

 

（２） 山口市地区社会福祉協議会連絡会の運営支援 

１．会議・研修テーマ（目標） 

 各地区社協の代表者が集い、相互の情報交換と研修を行うことで、各地区の取り組みや課題を共有し、そ

れぞれの小地域福祉活動につなげるとともに、山口市の地域福祉活動の発展に資する。 

 

２．会議・研修報告 

会議・ 

研修名 

開催時期 

 

内  容 

 

対象者 会 場 

 

当番地区 

 

連絡会 

６月６日（月） 

午前９時３０分～ 

１．役員選任 

２．令和３年度事業報告 

３．令和４年度事業計画 

４．市社協各担当課からの 

事業説明（マイクロバス等

運行事業など） 

５．地区敬老行事対象者名簿 

の配付 

 

地区社協会長 

 

県総合保健会

館 

 

 

 

  － 

 

 

研修会 

８月２９日（月） 

午後１時３０分～ 

 

１．事務連絡（共同募金関

連・福祉員改選関連・マイ

クロバス等運行事業） 

２．事業説明「災害ボランテ

ィアセンターについて」 

 

 

地区社協会長 

事務局長・事務

局員 

 

 

維新みらいふ

スタジアム会

議室 

 

（北部） 
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会議・ 

研修名 

開催時期 

 

内  容 

 

対象者 会 場 

 

当番地区 

 ①設置までの流れや役割に

ついて 

説明者：本会地域福祉課職

員 

②コロナ禍における災害ボラ

ンティアセンターの設置と

平常時の備えについて 

 講師:山口県社会福祉協議会 

大河原部長 

３．情報交換会「災害に備え

確認しておきたいこと」 

４．マイクロバス運行事業に

ついて等 

 

連絡会 

令和５年 

３月２２日（水） 

午後１時３０分～ 

１．令和５年度地区社協連絡

協議会事業計画（案） 

２．令和５年度市社協事業計

画（案） 

 

地区社協会長 

 

県総合保健会

館 

 

― 

 

役員会実施日 第１回     ５月１７日（火）しらさぎ会館  

第２回     ７月２２日（金）本所会議室 

第３回    １２月１３日（火）本所会議室 

第４回 令和５年３月 ９日（木）本所会議室 

 

《成果と課題》  

市内２５地区社会福祉協議会会長をもって組織する「山口市地区社会福祉協議会連絡会」が平成２８年１２月

１４日に発足され７年目となる。昨年同様新型コロナウイルス感染拡大予防のため会議の人数を減らし、時間を

短縮して会議や研修会を行った。今年度は災害時の備えとして、災害ボランティアセンターについての共通理解

を図る研修会を行ったが、地区によって理解に差があり、各地区での模擬訓練の実施が必要と感じた。 

 

２ 地域福祉を推進する人材の育成と専門職等ネットワークの構築 

 （１） 福祉の輪づくり運動関係者及び福祉員研修会の開催 
開催日 １１月１７日（木） 

会 場 山口県総合保健会館 

参加者数 １１１名 

内 容 やまぐち「まちの福祉相談室」（ふくまる相談室）について 

～事業説明及び事例発表～ 

講師：山口市地域福祉課やまぐち「まちの福祉相談室」（ふくまる相談室） 

    ふくまる相談員 受田 美智子氏 

               松永 俊夫 氏 
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《成果と課題》 

  今回は、やまぐち「まちの福祉相談室」（通称ふくまる相談室）の事業説明及び事例発表を行った。複合的な課題

を抱える方の相談を丸ごと受け付ける機関として、新たな相談窓口を知る機会になったと考えられる。今年度は、

福祉員、民生委員、地区社会福祉協議会関係者、地域包括支援センター関係者のみに周知したが、次年度から、

可能な範囲で一般の方への周知も検討していく。 

 

（２） 山口市地域住民グループ支援事業の推進  ＊受託事業 

○事業内容：地域において高齢者の生きがいと社会参加を促すとともに、社会的孤立感の解消、自立生活の助

長及び要介護状態になることの予防を目的とするふれあい・いきいきサロン等の自主活動グループ

や山口市高齢者生きがいセンターの管理運営団体に対して支援を行った。 

○ 補助金交付内容 

【地域住民グループ】  全２３箇所 

グループ 
運営費支援 

会場費支援 
新規 ２年目 

ふれあい・いきいきサロン ０箇所 ３箇所 １３箇所 

サロン以外のグループ ０箇所 １箇所  ６箇所 

合 計 ０箇所 ４箇所 １９箇所 

 

【高齢者生きがいセンター】  全４箇所 

№ 地 区 センター名 

1 大 内 大内の館 

2 宮 野 宮野やすらぎの里 

3 鋳 銭 司 鋳銭司生きがいセンター 

4 名 田 島 いきいきやかた 

《成果と課題》 

地域住民グループは、新しく活動を開始されるグループはなかったが、引き続き継続されるグループに会場費、

運営費の補助等を行った。新型コロナウイルス感染症の影響もあり、活動を休止するサロンもあり、補助を受けられ

なかったサロンもあった。今後も活動についての広報紙への掲載や、民生委員・児童委員及び福祉員、地区社協等

の会合にて説明、ＰＲをする場を設けていきたい。 

 

（３） ふれあい・いきいきサロンの推進 

○事業内容：ひとり暮らし高齢者をはじめ、地域に住んでいる方々が生活に寂しさを感じたり、地域の中で孤立し

たり、家に閉じこもることがないよう地域の中で楽しく過ごせる場をつくる活動を推進する。 

○登録サロン数：２５１箇所  

○新規登録サロン：０箇所 

○ふれあい・いきいきサロンレクリエーション講習会 実施状況  

・実施回数：全１６回実施 

・延参加者：１５６名 

・講習会の内容：１組のソックスでねこちゃんに変身、サロンでできる小物づくり、サロンでできる自分に合った運
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動づくり、苔玉作り、おなかの菌学、クラフトハンドの小物入れづくり、笑いヨガとコリス音楽体

操、銭太鼓（２回）、植物のクラフトづくり、折り紙、軸体操で体を整えよう、日本のハーブ“緑茶”、

いきいき元気！転倒予防体操ケアビクス、セルフ整体とセルフリンパで健康づくり、季節の折り

紙 

○ふれあい・いきいきサロン講師派遣事業（サロンお助け隊） 実施状況  

・登録講師：５９（個人・団体）    ・派遣実績：１０２回 

○ふれあい・いきいきサロン器材貸出 実施状況    ・貸出実績 ２１１回 

  ○子育てサロン担い手交流会の開催 

 ①開催日：１１月７日(月)   

  ②会 場：山口県総合保健会館 

 ③内 容：講演「年齢に応じた親子でできる体操の紹介及び実践」 講師 安田ありさ氏、   情報交換会 

  ④参加者：１１名 

○ふれあい・いきいきサロン交流会の開催 

 ①開催日：１１月７日(月)   

  ②会 場：山口県総合保健会館 

 ③内 容：サロンの活動紹介 （阿知須地区）沖の原いきいきサロン／（宮野地区）いきいきサロン下恋路 

 グループワーク   『みんなで話してみませんか～コロナ禍でのサロン活動～』 

  ④参加者：８１名 

〇サロン情報紙の発行    年６回発行 

《成果と課題》 

本年度は新規に登録されるサロン及び立ち上げられるサロンはなかったが、現在立ち上げを検討されている地

域が複数あり、相談も受けている。 

交流会では、今年度は、新型コロナウイルスの感染対策をしながら、午前中に子育てサロン交流会、午後にふ

れあい・いきいきサロン交流会として開催した。 

ふれあい・いきいきサロン器材貸出事業については、身体を使う器材の人気が高かった。また、本会保有貸出

器材の写真をホームページに掲載し、ゲームの貸出の促進につながるように努めた。 

講師派遣事業では、健康づくりのための運動や講座を行う講師や音楽や演芸等鑑賞できる活動を行う講師が 

人気を博した。楽器演奏等音楽活動を行う講師の登録が増えた一方、活動を中止される講師もあった。新しい人

材の発掘が課題である。 

 

（４） 福祉の種まきリーディング事業の推進  ＊受託事業 

事業内容：地区社会福祉協議会、ボランティアグループ、福祉団体等と協力して、地域住民が気軽に地域福祉活動

に参加できる事業として実施し、地域に福祉活動の芽を育てることを目的とする。 

No 地 区 事業区分／事業名 実施団体名 実施日 実施場所 

１ 大 殿 地区サロン連絡会議開催事

業／大殿地区サロン交流会 

大殿地区社会福祉協

議会 

１１月１５日（火） 大殿地域交流セン

ター 

２ 白 石 高齢者・子育てサロン支援

（お試しサロン）事業／高齢

者・子育てサロン支援（お試し

サロン）事業 

白石地区社会福祉協

議会 

４月１５日（金） 

６月１５日（水） 

１０月１４日（金） 

１２月１５日（木） 

令和５年 

２月１５日（水） 

西門前商店街ライ

ブステージ 
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No 地 区 事業区分／事業名 実施団体名 実施日 実施場所 

３ 白 石 地区サロン連絡会議開催事

業／いきいきサロン研修会 

白石地区社会福祉協

議会 

１１月１１日（金） 白石地域交流セン

ター 

４ 小 鯖 地区サロン連絡会議開催事

業／ふれあい・いきいきサロ

ン連絡会 

小鯖地区社会福祉協

議会 
令和５年 

２月１７日（金） 

小鯖地域交流セン

ター 

５ 大 内 地区サロン連絡会議開催事

業／大内地区サロン交流会 

大内地区社会福祉協

議会 
１０月１２日（水） 大内地域交流セン

ター 

６ 宮 野 地区サロン連絡会議開催事

業／宮野地区サロン運営連

絡協議会 

宮野地区社会福祉協

議会 
令和５年 

２月２８日（火） 

宮野地域交流セン

ター 

７ 平 川 地区サロン連絡会議開催事

業／ふれあい・いきいきサロ

ン連絡会 

平川地区社会福祉協

議会 

１０月３１日（月） 平川地域交流セン

ター 

８  陶 課題対応／地域課題解決実

践事業 

陶地区社会福祉協議

会 

８月３１日（水） 陶地域交流センタ

ー 

９ 小 郡 地区サロン連絡会議開催事

業／小郡地区サロン代表者

会議 

小郡地区社会福祉協

議会 
令和５年 

３月１３日（月） 

山口市社会福祉

協議会南部支所２

階 

１０ 小 郡 「避難行動要支援等」の避難

訓練事業〔災害ボランティア

養成事業も可〕／小郡地区災

害ボランティアセンター研修

会 

小郡地区社会福祉協

議会 
令和５年 

２月１４日（火） 

山口市小郡ふれ

あいセンター 

１１ 秋 穂 地区サロン連絡会議開催事

業／地区サロン連絡会議開

催事業 

秋穂地区社会福祉協

議会 

１２月５日（月） 下松市 

国民宿舎「大城」 

《成果と課題》 

新型コロナウイルス感染拡大防止により、事業の中止は未だにあるが、地区で工夫をされ事業を実施されている

ところも増えつつある。また、本事業の周知を地区社協に今まで以上に周知させるために、地域福祉課地区担当職

員による地区への周知を徹底させたい。なお、阿東地区サロン交流会は補助金申請はなかったが実施された。 

 

（５） 地域活性化推進事業の推進 

地域活性化推進事業は、本会が旧支部ごとに築いてきた地域の特性を活かした地域福祉活動を引継ぎ、心豊

かな地域づくりの実現を図るものである。 

 

１） 阿知須地域活性化事業の実施 

○あじす元気ハウスの管理運営 

・事業内容：阿知須の旧商店街の空き地に建設した「あじす元気ハウス」の管理運営を行い、地域での交流を促

進する。 

・実施箇所：山口市阿知須４２２６番地（寺河内区） 

・組   織：阿知須出張所内に元気ハウス運営委員会を設置し運営を行う。 

・提供サービス 

  ＊ぼらんてぃあショップの運営（毎週木曜日と１０日市開店） コロナのため１０日市のみ開催 

  ＊地域住民に開放（趣味の会、同窓会、自治会定例会、自主グループの各種研修会など） 
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  ＊障害のある方、その家族を対象とした憩いの場の開設（地域活動支援センターやまぐち事業） 

 ・利用人員  A棟    １７１名（前年度０名） 

   B棟  １,６６３名（前年度４３６名） 

※C棟は令和４年度から山口市川西第２地域包括支援センター事業所に移行。 

 

《成果と課題》 

    地域に元気ハウスがあることが浸透してきている。 

今後も高齢者、障がい者、子どもなど誰もが、総合的な支援を手軽に利用でき、地域住民も主体的に運営に

参画する総合循環型事業の取り組みを地域に周知し、理解を深めながら地域に根差した拠点として展開してい

きたい。 ＊新型コロナウイルス感染拡大防止の影響もあったが、利用者は増加した。 

 

２） 徳地地域活性化事業の実施 
＜１９地区福祉部会の活動の充実・強化＞  

・事業内容：徳地地区には、福祉員を中心に民生委員・児童委員、自治会長等で編成された福祉部会が１９地区 

に設置され、運営支援を運営主体である徳地５地区社会福祉協議会や徳地地区社会福祉協議会連 

絡協議会と連携して行っている。 

「誰もが安心して暮らせる地域づくり」を目的に、福祉部会員による情報共有やふれあい会（高齢者を

中心とした地域交流行事）の開催等が行なわれている。 

・支援内容 ①地区福祉部会への会議出席及び活動支援 

         ②地区福祉部会への補助金交付 

         ③各地区ふれあい会等への参加及び企画補助 

・各地区福祉部会（１９地区毎）の開催実績 

※深谷・小古祖地区福祉部会はコロナウイルス感染防止のため活動休止 

 なお、深谷地区福祉部会は２年連続の活動休止である。 

      開 催 数：４１回開催      延べ人数：３６３人 

＜各地区福祉部会の地域福祉活動実績等＞ 

部会名 開催日 内    容 参加者数 

柚木 

    １０月２５日（火） 第１回ふれあい会（グランドゴルフ大会） ６名 

    １１月２６日（土） 第２回ふれあい会（老人クラブとの合同旅行） １５名 

令和５年３月３日（金） 第３回ふれあい会（ボッチャ） ９名 

釣山 
    １１月２２日（火） 第１回ふれあい会（ボッチャ・交流会）【野谷部会と共同開催】 ７名 

令和５年３月２３日（木） 第２回ふれあい会（ボッチャ・交流会）【野谷部会と共同開催】 ８名 

野谷 

    １１月２２日（火） 第１回ふれあい会（ボッチャ・交流会）【釣山部会と共同開催】 １１名 

令和５年２月３日（金）   友愛訪問活動（節分豆、可燃ごみ袋配布） 全戸 

令和５年３月２３日（木） 第１回ふれあい会（ボッチャ・交流会）【釣山部会と共同開催】 １１名 

八坂 
    １２月１５日（木） 第１回ふれあい会（認知症講座） ４４名 

令和５年３月８日（水） 第 2回ふれあい会（ペタンク） ４５名 

船路     １１月１５日（火） 会食交流会 ２９名 

引谷 １０月 友愛訪問活動（物品配布） 全戸 

三谷 

 

    １０月１７日（月） 友愛訪問活動（物品配布） 全戸 

     ３月２５日（土） ふれあい会（体操、ペタンク、ゲーム） ２５名 

深谷     ７月２７日（水） 友愛訪問活動（物品配布） 全戸 
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部会名 開催日 内    容 参加者数 

小古祖 

 老人クラブ、百歳体操の支援  

    １２月２７日（火） 

    １２月２８日（水） 
友愛訪問活動（７０歳以上の方を対象） ８９名 

令和５年２月３日（金） 節分祭への協力  

関・才谷・ 

伏野・須路・ 

中村 

１２月下旬 友愛訪問活動（７５歳以上の方を対象に物品配布）  

 福祉員が各自治会で行事（健康体操、茶話会等）を実施  

堀・ 

庄方 
令和５年２月１７日（金） 友愛訪問活動（ゴミ袋配布） 全戸 

伊賀地 令和５年 ２月 自治会活動の支援（災害対策備品の購入）  

岸見 
     ９月１５日（木） 友愛訪問活動（ゴミ袋配布） 全戸 

令和５年２月２６日（日） 友愛訪問活動（７５歳以上の独居の方へひな祭りお菓子配布）  

島地 令和５年３月６日（月） 友愛訪問活動（消毒備品配布） 全戸 

藤木 
    １１月２５日（金） 第１回ふれあい会（ヤクルト健康教室） ２０名 

令和５年３月７日（火） 第２回ふれあい会（福祉・介護・成年後見制度講習会） ２１名 

上村 令和５年１月２４日（火） 第１回ふれあい会（ヤクルト健康教室、健康チェック） ３７名 

山畑     １１月２４日（木） 第 1回ふれあい会(健康についてのお話とお楽しみ会) ２８名 

鯖河内  
１１月 友愛訪問活動（ゴミ袋配布） 全戸 

令和５年２月 友愛訪問活動（ポリ袋） 全戸 

串 
１０月 友愛訪問活動（マスク配布） 全戸 

令和５年１月 友愛訪問活動（燃やせるゴミ袋配布） 全戸 

《成果と課題》 

令和２・３年度はコロナ等が原因で活動を自粛される福祉部会もあったが、今年度は全ての部会が福祉部会活

動を実施された。日常生活も徐々に戻りつつあるので、引き続き、福祉部会の活動充実の一助となれるよう努めた

い。また、福祉部会の運営には本会組織改編以降も本会が深く関わっている状態であり、今後も、福祉部会や徳地

５地区社会福祉協議会連合会や徳地地区社会福祉協議会と連携し、活動充実に努めたい。 

 

 ３） 阿東地域活性化事業の実施 

〇祭壇等備品の貸出事業 

・事業内容：祭壇等を必要とされる家庭に対して祭壇等を無料で貸出しする。 

・貸出件数：  ８件（仏式 ５件、 神式 ３件）  鯨幕 １件  紅白幕 １件 

《成果と課題》 

 無償で祭壇を設置、撤収する等して貸し出しを行うこの事業は、阿東地域では広く知られて来た事業である。 

しかしながら、現在は、人口減少・高齢化が進み、自治会等での助け合いによる葬儀はできない状況に至ってお

り、本会の祭壇利用者は激減して多くが民間の貸会場を利用されての葬儀に移ってきている。 このことから、この

事業の継続について検討している。 
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（６） 地域福祉の担い手の育成 

１） 福祉員研修会の開催  

（１）新任福祉員研修会 

○目   的  地域福祉活動（福祉の輪づくり運動）の推進にあたり、福祉員としての基礎知識を習得することを目

的に研修会を開催する。 

○開 催 日   ５月３０日（月） 

○会   場  山口県総合保健会館 ２階 第１研修室  

○参加対象  新任福祉員（委嘱を受けて 1年以内の福祉員又は希望者）：参加者８７名 

○参加方法  会場参加、ZOOM参加のハイブリット方式 

○内   容  【はじめに】福祉員の心得：山口市福祉員連絡協議会長  

【活動紹介】「福祉員活動について」 

発表者： 山口市社会福祉協議会地域福祉課職員 

【説   明】山口市地域包括支援センターの業務と役割 

         発表者：山口市基幹型地域包括支援センター職員 

 

２） 山口市福祉員連絡協議会の設置及び運営 

○目 的：各地区の福祉員代表者で構成し、福祉員活動の推進と情報交換を行うことを目的に開催する。 

 

《成果と課題》 

改選３年目になり、これまで新型コロナウイルスの影響で開催できていなかった新任福祉員研修会を開催した。

さらに、感染拡大防止対策を十分に行い、定期的に連絡会議（各地区の福祉員連絡協議会代表者同士の情報

月 日 内     容 備    考 

４月 １日（金） 退任者・新任福祉員の名簿の提出、委嘱状・門標・ガイ

ドブック等の配付、ボランティア活動保険の加入 

 

５月２６日（木） 

 

山口市福祉員連絡協議会（第 1 回） 

 

・事業報告・事業計画等について 

山口県総合保健会館 

５月３０日（月） 新任福祉員研修会 参加者：８７名 山口県総合保健会館  

８月２９日（月） 山口市福祉員連絡協議会（第２回） 

 

・輪づくり運動関係者及び福祉員研

修会について 

・山口市福祉員連絡協議会研修につ

いて 

維新みらいふスタジアム 

１０月 ７日（金） 社会福祉功労者等表彰状・感謝状贈呈式 山口県総合保健会館 

１０月２４日（月） 山口県総合社会福祉大会 

【視察】社会福祉法人長門市社会福祉協議会  

たけのこの村 

山口市産業交流拠点施設 

KDDI 維新ホール 

１１月１０日（木） 山口市福祉の輪づくり運動関係者及び福祉員研修会 

【講師】ふくまる相談員 松永俊夫氏、受田美智子氏 

【内容】やまぐち「まちの福祉相談室」（ふくまる相談

室）について～事業説明及び事例発表～ 

 

山口県総合保健会館 

令和５年  

２月２８日（火） 

山口市福祉員連絡協議会（第３回） 

 

・事業報告、事業計画 

・令和５年度新任福祉員研修会につい

て 

  維新みらいふスタジアム 
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交換）を開催し、福祉員の活動上の課題等を話し合い、情報共有に努め、諸機関と連携して地域課題に取り組ん

だ。また、今年度は、福祉員連絡協議会で、障がい等の理由で社会参加が難しい方たちの相談機関及び訓練機

関として設置されている、社会福祉法人長門市社会福祉協議会たけのこ村に視察研修へ行き、先駆的な取り組

みを学んでいただいた。 

次年度は、改選 1年目になるため、改めて福祉について学ぶことができる機会を設ける必要がある。 

 

（７） 有償在宅福祉サービス事業の推進 
１） 有償在宅福祉サービス事業の実施 

○事業内容：誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりを目的に、高齢者や障がいを持っている方等が様々な理

由で日常生活上の家事及び介護等で困っている時、その負担を少しでも和らげるために福祉に理

解をもった地域の方々（協力会員）に訪問してもらい、身の回りのお手伝いをしていただく事業であ

る。 

利用会員 協力会員 賛助会員 

１０４ 名（内令和４年度登録７名） ６８ 名（内令和４年度登録３名） １８名・１３団体 

○サービスの内容の内訳 

内  容 件数 内  容 件数 内  容 件数 

食事の支度・後片付け ４１ 介助 ０ 保育 ０ 

住居等の掃除・整理・補修 ５８８ 話し相手 １３０ その他 ４６ 

衣類の洗濯・補修 ８ 通院介助 ２７ 合   計 ８９０ 

生活必需品等の買物 ５０ 代筆・朗読 ０ 

○ふれあい新聞の発行：４回 

 

《成果と課題》 

初回相談件数は３７件（新規利用会員は７名）であった。平成２８年１０月から山口市で介護予防・日常生活支援総

合事業が始まり、要介護認定でのサービス利用の流れが変わってきたこともあり、要支援１・２認定の方からの相談

が増加している。利用者のニーズに対して専門的な対応が必要となる相談も増えている。本会としては、サービスを

提供するだけでなく相談者に必要なサービスを見極め、他機関との連携を密に図ることも重要である。 

 

２） 有償在宅福祉サービス事業一般公開講座の開催 

○事業目的：協力会員の資質向上及び新規人材獲得、人材養成を図ることを目的に開催する。 

○会 場：維新みらいふスタジアム 

○受講者： ７名 

○内 容 

開催日 テーマ・内容 講  師 

９月２７日（火） 高齢者の健康管理について 

（感染症予防、脱水症予防について） 

鈴の会  

保健師 宮内 利恵 氏 

 

３） 有償在宅福祉サービス事業協力会員研修交流会の開催 

○事業目的：協力会員の資質向上及び人材養成を図ることを目的に開催する。 

        また、情報交換会を通して今後の事業運営に関してご意見いただく。 

○会 場：１回目：山口市社会福祉協議会南部支所 

        ２回目：宮野地域交流センター 
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○受講者：１回目：７名 ２回目：７名   

○内 容 

開催日 テーマ・内容 講  師 

<第 1回>  

１０月 ４日（火） 

〇『事業説明＆協力会員情報交換会』 なし 

<第２回>  

１０月２１日（金） 

〇『調理実習 低栄養予防について』 ウェルネスエンター中央  

デイトレセンター  

管理栄養士 金子菜美子 氏 

 

４） 有償在宅福祉サービス事業担い手養成講座の開催 

○事業目的：人材養成（有償在宅福祉サービス事業協力会員の養成）を図ることを目的に開催する。 

○会 場：１回目：山口勤労者総合福祉センター サンフレッシュ山口 

２回目：山口勤労者総合福祉センター サンフレッシュ山口 

○受講者：１回目：２０名 ２回目：１４名 

○内 容  

開催日 内容・講師 

令和５年２月７日（火） 
テーマ  「地域の支え合いについて」 

講 師：  山口県立大学  名誉教授 草平 武志 氏 

 

令和５年２月２２日（水） 
テーマ  「掃除について～人との向き合い方、接点づくり～」 

講 師：  Ree`s -リース- 水岡 里絵 氏、山根 和恵 氏 

《成果と課題》 

有償在宅福祉サービス事業の課題となっている担い手（協力会員）不足を解消するため、養成講座を開催している。

市社協だよりや福祉員定例会などで周知し、一般参加者もおられ、今年度は協力会員３名の新規加入があった。今

後ますます利用ニーズが増えることを想定し、本事業についてより広く周知ができるよう地域へ働きかけ、現協力会

員の資質の向上と新たな会員の獲得につなげていくことが最重要課題である。また、今年度は以前から協議されて

きた利用料の改定に向けて会員各位への説明と意見の聞き取りを行ってきた。特に情報交換会においては実際に

支援に入る会員目線の意見が多数寄せられた。令和５年度からは利用料を昨今の社会情勢に合わせ、協力会員の

確保を図る理由で１時間当たり６００円から８００円に引き上げることにした。今後も適切な事業運営を行っていくため

に、必要な協議、検討を行っていく。 

 

（８） 生活支援・介護予防体制整備事業の推進 
１） 生活支援コーディネーターの設置  ＊受託事業 

○目的：山口市社会福祉協議会に１名の第１層生活支援コーディネーター（以下「１層」という。）、各地域包括セン

ターに１名の第２層コーディネーター（以下「２層」という。）を配置し、高齢者の生活支援・介護予防サービ

スの提供体制の整備に向けた取り組みの推進を行うため、既存の地域資源等を把握し、地域のニーズ

にあった生活支援サービスが行われるように、地域に不足するサービスの創出やサービスの担い手の養

成、関係者間の情報共有やサービス提供主体間の連携体制づくりなどのネットワーク構築を進める。 

○事業内容 

①地域組織からのニーズ把握に関すること 

・２層と地区社会福祉協議会を訪問し、地域課題や地域が求めている活動の担い手等について聞き取りを実施
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した。また、各地区の小地域福祉活動計画実行委員会、民生委員児童委員協議会、福祉員協議会等の会議

に出席し、生活支援コーディネーターの周知や情報の高齢者の生活課題や取り組みの情報収集をするととも

に、支え合いの取り組み事例の情報提供等を行った。 

〇訪問地区 ２５地区 

    〇地域の会議への出席 随時（小地域福祉活動計画策定委員会、実行委員会等） 

    〇自立支援型地域ケア会議への出席 

②不足する生活支援サービスの把握・調整・創出に関すること 

・連絡定例会、エリア別会議の開催、各地区の話し合いの場等への出席により、現状把握と対策についての

協議を行った。 

③地域資源の把握と見える化に関すること 

・１層協議体として、市内のフィットネス事業所と情報交換を行い、フィットネス事業所情報の一覧表を作 

成した。 

  ④ネットワーク構築に関すること（令和４年度から市高齢福祉課が招集） 

・基幹型地域包括支援センター、１層、２層の協議の場を設定し、事業推進における課題や方法等を検討・

共有した。 

〇全体会議・連絡定例会  ３６回 

〇エリア別会議  ４８回 

  ⑤介護予防・生活支援サポーターと生活支援サービスとのマッチングに関すること 

・平成３１年度から調整業務が２層に移管された。 

  ⑥協議体の開催に関すること 

・令和４年度第１回地域支え合い推進会議（第１層協議体）を開催。民間のフィットネス等を行っている事業 

者とサービス内容等について情報交換を行い、その後に事業者情報の一覧表を作成した。 

 

２） 介護予防・生活支援サポーター養成講座の開催  ＊受託事業 

・高齢者が安心して住み慣れた地域で暮らし続けられるように、地域での支え合い体制づくりを目指して、地域における

住民等における介護予防や生活支援の取組の担い手となる人材の養成を目的に講座を開催している。 

今年度は介護予防の担い手確保に目的を絞り、養成講座を１日のみで実施した。１日のみであれば、周知・啓発のみ

になるため、次年度以降に再度、地区社協等と連携し、開催するとより効果的である。 

日時：令和５年３月３日（金）午後１時３０分～ 受講者 ３６名 

会場：徳地地域交流センター２階 研修室 

内容：①いくつになっても元気な体と心を保つコツ 

➁徳地地域における介護予防等 

➂脚力＆握力測定 

《成果と課題》 

受講後、アンケートを実施し、９名の方が地域福祉活動に携わりたいとの回答をいただいたので、本人同意を得た方

の情報提供を徳地内の各地区社会福祉協議会に対して行った。各地域包括支援センターに第２層生活支援コーディネ 

ーターの配置から３年が経過し、各地域の会合やつどいの場に参加されるようになり、より地域の社会資源、現状・課 

題等の情報把握や地域への働きかけができるようになった。今後も２層との協働により、各地区で高齢者の生活支援 

について理解を深めていきたい。 
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（９） その他の生活支援・介護予防関連事業の推進 

１） マイクロバス運行事業の実施 

○事業内容：各地区にマイクロバスの無料貸出し又は民間バス借り上げ費用の一部助成をすることにより、

高齢者の交流及び福祉関係団体の活動の促進を図る。 

○今年度の運行実績 

地 区 マイクロバス 民間バス 福祉員協議会の利用 

大 殿 ５ ０ マイクロバス 

白 石 ５ ２ なし 

湯 田 ３ １ マイクロバス 

仁 保 ２ ０ なし 

小 鯖 ４ ０ なし 

大 内 ７ ２ 民間バス 

宮 野 ５ ０ なし 

吉 敷 ７ ２ なし 

平 川 ６ ２ なし 

大 歳 ６ １ なし 

陶 ２ ２ なし 

鋳銭司 ０ ０ なし 

名田島 ０ ０ なし 

秋穂二島 ２ ０ なし 

嘉 川 ４ ０ マイクロバス 

佐 山 ３ ０ なし 

小 郡 ７ ０ マイクロバス 

秋 穂 ２ ０ なし 

阿知須 ０ ０ なし 

出 雲 ０ １ なし 

八 坂 ０ １ なし 

島 地 ２ ０ なし 

串 ０ ０ なし 

柚 野 ０ ０ なし 

阿 東 ０ ０ なし 

合  計 ７２ １５ ５ 

 

《成果と課題》 

令和元年度３月より新型コロナウイルスによる感染防止のため、運行を中止にしていた本事業を９月より

再開した。試験的に実施しているところもあるため、事業運営について、山口市地区社会福祉協議会連絡会

と株式会社大隅タクシー観光部おおすみ観光と協議をしながら進めていくことが重要である。 

 

２） チェアキャブの貸出 

○事業内容：身体に障がいがあるため社会参加や外出が困難な方に、車いすのまま乗車できる車両の貸出を行う。

運転は家族または知人が行う。 

○チェアキャブの貸出 

配置場所 件数 配置場所 件数 配置場所 件数 

本所・北部支所 ５９ 阿知須出張所 １５ 南部支所 ８７    

徳地出張所 １５ 阿東出張所 ９ 秋穂出張所 ７ 

  合計 １９２ 
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《成果と課題》 

チェアキャブは、在宅の車いす使用者の方々の遠方への外出や、通院時等に貸出を行い、喜ばれている。南部支

所での利用が多く、通院目的の利用が多い。このことから在宅介護（看護） を行う方が増加しているとも考えられる。

チェアキャブと併せて車いすやスロープの貸出も可能であることを今後も市民へ周知する。今年度も引き続き貸出前

に新型コロナウイルス感染予防対策として消毒を念入りに行った。 

 

３） 福祉機器リサイクル事業の実施  ＊受託事業 

○事業内容：車いす、介護用ベッド、ポータブルトイレ、歩行器などの福祉機器を無料で貸出す。 

機器の種類 貸出件数 保有台数 機器の種類 貸出件数 保有台数 

電動式ベッド ０ １ 杖 ４ ２６ 

歩行器 ２３ ２０ 松葉杖 ６ １９ 

車いす ２２０ １５６ スロープ ２ ７ 

介護テーブル １ ３ ポータブルトイレ ５６ ２５ 

シャワーチェアー １３ １８ 浴槽台 ４ ５ 

介助バー ０ １ バスボード １ ３ 

手押し車 １０ １０ その他 １ ２０ 

浴槽用手すり １ ８ 合 計 ３６５ ３２６ 

 

《成果と課題》 

福祉機器の貸出についての相談は例年多くあり、必要に応じて貸出や情報提供を行った。特に車いす、ポータブ

ルトイレの貸出についての相談が多かった。情報提供は市社協だより、市社協ＨＰや福祉員定例会などで行った。

また、機器の老朽化による廃棄を行い、保管場所の確保や定期的なメンテナンスを行った。返却されたポータブルト

イレの消毒について、今年度より山口刑務所に作業をしていただけることとなった。作業を通して受刑者に社会貢献

をしていただく試みとなっている。基本的には、在宅利用を目的とした貸し出しを行っているが、緊急性を伴う場合は

施設入居者（介護保険上在宅扱いの施設含む）への貸し出しも 1 箇月は可としている。要綱に則って貸し出すが、

利用者の状況に応じて、組織で協議したうえで対応する。 

 

4） 移送サービスの実施   ＊受託事業 

合併前に、山口陸運支局の許可により、地域限定の移送サービス事業として行っている。 

地域 利用件数 登録台数 

小郡 ０ １ 

阿知須 ３ ２ 

阿東 ０ １ 

合 計 ３      ４ 

《成果と課題》 

利用者は、車いす等のままで通院が必要な方が大半を占めている。地域によっては、民間介護タクシーの利用

の増加等で利用者が減少傾向にあり、運転手（担い手）不足も課題である。 

     阿東地域では、平成２９年度途中まで配置していた車両が、老朽化のため廃車になり、平成３０年度から徳地

出張所の車両を登録している。利用については、引き続き０件であった。阿知須地域の利用件数も減少している状

況にある。来年度、交通会議で協議のうえ、今後も本事業の方向性について、市と連携しながら検討していく。 
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（１０） ボランティア活動の推進  

１） ボランティアグループの活動支援 

○補助団体数４９団体 

 

２） ボランティア活動保険の掛金補助 

○保険受付件数：基本タイプ４,４７２名、天災・地震補償タイプ１７８名、特定感染症重点タイプ５６名 

 

３） ボランティア活動に関する連絡調整  

○事業内容：ボランティアに関する相談について、必要な情報の提供や関係機関への連絡調整を行う。 

○相談件数：２８件（個人１３件、ボランティア団体５件、行政・関係機関４件、企業３件、その他３件） 

○内   容：派遣依頼１０件、活動紹介７件、その他１１件 

 

４） 山口市ボランティアセンター及び小郡ボランティアセンターの活用  

○山口市ボランティアセンター  利用者数：６２１名（月平均５１名） 

○小郡ボランティアセンター  利用者数：６３７名（月平均５３名） 

 

５） ボランティア活動器材の貸出 

  ○貸出件数：３件 

 

６） ボランティア情報紙「ボランティアやまぐち」の発行 

○発行回数：年６回（奇数月） 

 

７） 使用済み切手の収集 

〇毎月第２・４木曜日の午後から市ボランティアセンターで、使用済み切手の整理をボランティアが行っている。整

理した切手は、切手収集家に送り換金され、ボランティア活動基金に積み立てている。 

現会員の高齢化に伴い、参加者が減少傾向になる。新規会員の獲得が今後の課題である。 

  〇換金額 ３，４００円 

 

８） 意志疎通支援事業の推進 

○体験講座の開催 

＜手話講座＞※山口手話友の会、小郡手話友の会との共催 

  【山口会場】 

日時及び参加者：①６月８日（水） 午後６時３０分～８時   １２名 

②１２月１４日（水）午後６時～７時３０分  １６名 

場  所：しらさぎ会館 

講  師：山口手話友の会 会員 

内  容：手話体験  

【小郡会場】  

 日時及び参加者：①６月１０日（金）午後６時３０分～８時３０分  ５名 

            ②６月２０日（月）午前１０時～１１時３０分    ４名 
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            ③１１月１１日（金）午後６時３０分～８時３０分 １０名 

            ④１１月２８日（月）午前１０時～１１時３０分    ４名 

 場  所：①、③ 小郡地域交流センター 

       ②、④山口市社会福祉協議会南部支所 

講  師：小郡手話友の会 

内  容：手話体験 

 

＜要約筆記講座＞※山口市要約筆記サークルやまびこ 

   日時及び参加者：①５月２８日（土）  ７名 

②５月３１日（火）  ４名 

   場  所：しらさぎ会館 

   講  師：山口市要約筆記サークルやまびこ 会員 

   内 容：要約筆記体験 

 

 ＜点訳講座＞※小郡点訳サークルてんとう虫との共催 

日時及び参加者：①１１月１日（火） 午前１０時～１１時３０分   ５名 

②１１月８日（火） 午前１０時～１１時３０分  ４名 

③１１月１５日（火） 午前１０時～１１時３０分 ４名 

④１１月２２日（火） 午前１０時～１１時３０分 ４名 

場  所：山口市社会福祉協議会南部支所 

講  師：小郡点訳サークルてんとう虫 会員 

内  容：点訳体験  

 

＜音声訳公開講座＞  ※音声訳グループみずの会と共催 

日  時：１１月２４日（木）午後１時～２時３０分 

参加者：２０名（市内の音声訳ボランティアグループ、朗読ボランティアグループなど） 

講  師：中村実枝氏 

内  容：視覚障がい者の立場から 

 

＜音声訳体験会>  ※音声訳ボランティア小郡やまびこの会との共催 

日  時：１０月１１日(火)午前１０時～１１時３０分 

場  所：小郡ボランティアセンター 

参加者：３名 

内  容：音声訳体験 

 

 ＜子どもボランティア講座＞※点訳「のばらの会」、音声訳グループみずの会、ゆびの会との共催 

日時及び参加者：①７月２７日（水） 午前１０時～１２時    ８名    点訳講座 

②８月３日（水） 午前１０時～１１時    ８名    音声訳体験 

③８月１０日（水） 午前１０時～１１時    ８名    手話体験 

場  所：①、③山口市ボランティアセンター  

      ②しらさぎ会館 
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講  師：①点訳「のばらの会」 

      ②音声訳グループみずの会 

      ③ゆびの会 

 

○関係ボランティア団体の会議 

＜市内点訳グループ情報交換会＞ 

日  時：①６月２４日（金）午後１時３０分～３時 

      ②令和５年２月６日（月）午後１時３０分～３時 

場  所：①山口市ボランティアセンター 

      ②山口市社会福祉協議会南部支所 

参加者：点訳のばらの会、点訳すぎなの会、小郡点訳サークルてんとう虫、点訳コムニオの会 

山口市障がい福祉課、山口市社会福祉協議会地域福祉課 

内  容：福祉体験学習について、意思疎通支援普及啓発事業について、おひさま会について 

 

＜市内音声訳グループ情報交換会＞ 

日  時：１１月２１日（月）午後１時３０分～３時 

場  所：山口市ボランティアセンター 

参加者：音声訳グループみずの会、朗読グループまごころの会、小郡やまびこの会、愛メイト 

山口市障がい福祉課、山口市社会福祉協議会地域福祉課 

内  容：情報交換（コロナ禍での活動など）、市社協・市との意見交換、意思疎通支援普及啓発事業について、

おひさま会について 

 

＜点訳・音声訳グループ情報交換会＞ 

日  時：１０月１８日(火)午前９時３０分～１１時 

場  所：山口市社会福祉協議会南部支所 

参加者：点訳のばらの会、点訳すぎなの会、小郡点訳サークルてんとう虫、点訳コムニオの会 

音声訳グループみずの会、朗読グループまごころの会、小郡やまびこの会 

山口市障がい福祉課、山口市社会福祉協議会地域福祉課 

内  容：情報交換(コロナ禍での活動など)、おひさま会について、郵送袋について 

         市社協、市との意見交換 

 

《成果と課題》 

  ボランティア活動に対する連絡調整は、少しずつ増えているが、いまだコロナ禍前と比べて少ない。今年度は

個人からボランティアの相談を受け、調整することが多かった。また、団体・サロンからボランティアに来てもらいた

いという相談もあり、ボランティア活動がコロナ禍前に戻りつつある。 

また、市ボランティア連絡協議会の加入グループと協働で一般・子ども向けに体験講座を昨年度から回数を増

やしたり、要約筆記など新しい講座を増やし開催した結果、参加者が講座後、ボランティアグループに加入された。

このように、啓発も含めて既存グループと一緒になって、人材発掘に努めていきたい。 

  コロナ禍でも可能なボランティア活動の紹介ができるように様々な関連機関と連携し、情報収集に努め、ボラン

ティア活動のマッチングを行っていきたい。 
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（１１） ボランティア（ひとづくり）養成講座の開催 
１） ひきこもり支援公開講座の開催 

・山口市介護者の会及び山口市ボランティア連絡協議会が主催する研修会において、ひきこもりに関する現状や支

援をテーマとした一般公開講座の開催を支援した。 

○主 催：山口市社会福祉法人地域公益活動推進協議会 

○目 的：ひきこもりについての正しい理解と普及啓発に努める。 

○開催日：令和５年２月２０日（月） 午後１時３０分～ 

〇参加者：２８名 

  

《成果と課題》 

今年度の一般公開講座は、山口市社会福祉法人地域公益活動推進協議会の研修会において「ふくまる相談室 

とひきこもり支援の現状や支援」をテーマとして開催した。 

講演の中で、ひきこもりの支援には時間がかかることやエネルギーが必要なこと、家族を主とする周囲の適切な

サポートや働きかけが必要といった話があった。「公益協の今後の活動方向への参考になった。法人として何がで

きるか考えていきたい」等の意見があり、現状を整理し、支援の谷間にいる人たちについて考える機会になった。 

 

２） 山口市災害ボランティア研修会の開催 

○目 的：地域における防災意識の向上と新しい行動様式を踏まえた災害ボランティアの養成 

○開催日：令和５年１月１７日（火） 

○会 場：山口県総合保健会館（ZOOM ミーティングを使用したオンライン参加と併用）  

○対 象：災害ボランティア登録者、災害時支援協定締結団体、地区社協 

民生委員・児童委員、福祉員、介護支援専門員、一般住民等 

○演 題：「コロナ禍における災害ボランティアについて」 

      講師：広島県社会福祉協議会 松井寛泰 氏 

          NPO法人 SKY協働センター 大迫雅俊 氏 

○参加者：７４名（会場参加３３名 オンライン参加４１名） 

 

《成果と課題》 

本研修会は、「防災とボランティア週間」の事業として開催し、山口市の災害ボランティア登録者及び登録団体、

地区社会福祉協議会、民生委員・児童委員、福祉員、介護支援専門員等広く呼びかけて行った。 

今回は、前回と同じく、会場とオンラインのハイブリット形式で開催した。コロナ禍における災害ボランティアについ

て、令和３年のコロナ禍真っただ中に災害ボランティアセンターを立ち上げた広島県社協の松井氏と平成３年の豪

雨災害を受け立ち上がった SKY協働センターの大迫雅俊氏に、ＩＣＴを導入し、ボランティアを事前登録制にし、運用

された事例をお話いただいた。今までのボランティアセンターの運営の中で実際にどう変わったのか、どのような団

体と協力されたのか、本会としても参考になる部分が多かった。 

災害に対する関心が高まっている今、今後も市民の一人一人が災害を自分のこととして捉えられる内容を検討し、

開催したい。 

また、災害時における協力に関する会議を、毎年、協定書締結団体と開催し、災害時に災害ボランティアセンター

の運営がスムーズに行えるように役割分担を明確化しておくことも今後の課題である。 
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（１２） 福祉教育の推進 

１） 福祉教育事業の企画・実施 

○小・中学生等の福祉体験学習への協力及び体験用具の貸出 

・車いす、高齢者擬似体験、点字、ガイドヘルプ、手話等 

・各小・中学校に福祉教育に関する取り組むための内容がわかるように福祉教育・福祉体験学習プログラムを作

成した。また、ユニバーサルデザインの啓発用（福祉教育）ＤＶＤの作成を行い、活用した。 

・小学校・・・８０校  ・中学校・・・４校  ・その他・・・２０件   

・取り組み人数 ３，５１４人 

・体験用具等貸出 

     車椅子・・・２９件     高齢者擬似体験・・・１２件    点字盤・・・１２件       

白杖・・・９件    ユニバーサルデザイングッズ・・・６件  福祉教育 DVD・・・１５件 

 

２） 福祉体験学習研修会の開催 

○地区福祉員協議会等で依頼があった際に福祉体験学習を実施した。（地区：宮野、嘉川、秋穂） 

 

３）福祉教育推進協力校の指定  ＊受託事業 

○目的：次代を担う小・中学生を対象として、福祉の心を育て社会福祉への理解と関心を高め、社会奉仕、助け合

い、社会連帯の精神を育成するとともに児童・生徒を通じて家庭や地域で福祉の心を育める総合的教育の

啓発、体験、実践、研究を行うことを目的として福祉教育推進協力校の指定を年次的に推進する。 

○協力校数： 小学校８校（令和３・４年度指定校 上郷小学校・串小学校・柚野木小学校） 

              （令和４・５年度指定校 大歳小学校・嘉川小学校・大海小学校・阿知須小学校・井関小学校） 

        中学校１校 （令和３・４年度指定校 鴻南中学校） 

        高等学校１校（令和３・４年度指定校 学校法人鴻城義塾 山口県鴻城高等学校） 

○指定期間：２年 

○協力校の活動：それぞれの地域の実情に合わせ、地域住民、ボランティア、社会福祉協議会の協力を得て、下記

の活動を実施 

（１）福祉体験学習 

（２）福祉講演会、映画会、展示会等による福祉意識の啓発 

（３）社会福祉、地域の福祉課題についての調査研究活動 

（４）地域社会で生活している高齢者、障がい者などに対する実践活動や地域内の社会福祉関

係・団体等の交流会 

（５）社会福祉施設等への訪問、体験活動及びボランティア活動 

（６）社会福祉関係行事等への参加 

（７）福祉関係紙、学区新聞等の配布、広報活動 

（８）家庭、地域社会への啓発活動 

（９）災害時における地域の福祉課題を学ぶ活動 

           （１０）福祉に関する制度・サービスについて学ぶ学習活動 

           （１１）その他目標達成のために必要な活動 

○市社協の役割  （１）福祉体験の助言及び指導 

（２）活動に関する相談、情報提供、活動の場コーディネート 

（３）助成金の交付 
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○助成基準    １年につき３万円（上限） 

 

 上郷小学校 

○事業内容    １．車いす体験、高齢者擬似体験、点字体験 

            ２．視覚障害の方のお話会 

             ３．市の「３６０度図鑑」に校区内のバリアフリーについてまとめる 

串小学校 

○事業内容    １．「福祉」の取組について 他校との交流 地域の危険個所点検 交通機関の取組 

２．認知症サポーター養成講座 

柚野木小学校 

○事業内容    １．手話体験 

           ２．認知症についての講演 

           ３．地域活性化センターへ訪問し、児童が考えたゲームや、クリスマスツリーの飾りつけを地域の

方と一緒にいったり、演奏や発表をする。 

           ４．地域のお祭りや敬老会への参加 

鴻南中学校 

○事業内容    １．ユニバーサルデザイン製品の購入と授業（１年生）、高齢者擬似体験教材の購入と授業（２年

生） 

２．学年だよりや学級通信を通して福祉学習の紹介、福祉教育で使うための紙代 

３．書籍購入 

４．あいさつ運動 

大歳小学校 

○事業内容    １．高齢者擬似体験、車椅子体験、アイマスク体験点字体験 

２．視覚障害者からお話を聞く会 

３．学習のまとめと発信（学習したことをまとめて参観日に発表。） 

４．ボッチャ体験 

５．福祉に関する書籍の購入 

嘉川小学校 

○事業内容    １．アイマスク体験、点字体験、手話体験 

            ２．福祉学習に活用できる書籍の購入 

           ３．あいサポーター研修の実施 

           ４．福祉体験学習のまとめ 

大海小学校 

○事業内容    １．アイマスク体験、車いす体験、点字体験 

２．視覚障害者の方による講演会 

３．書籍の購入 

４．障害者スポーツ大会「ボッチャ」山口県ボッチャ協会 

阿知須小学校 

○事業内容   １．アイマスク体験、難聴体験、パラスポーツ体験 

井関小学校 

○事業内容    １．総合的な学習の時間（４年） 手話体験 点字体験 アイマスク体験 
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           ２．補助犬についてオンライン講演会を１０月の人権参観日に実施 

学校法人鴻城義塾 山口県鴻城高等学校 

○事業内容    １．ボッチャセット購入し、校内で学習 

                      ２．上郷駅前の花壇における清掃活動や校内緑化運動 

          ３．学校内におけるポスターによる啓発運動（献血） 

          ４．ロープを買って、ロープワークの講習会を校内で開催 

 

４） 福祉教育推進協力校の情報交換会の開催  ＊受託事業 

平成２２・２３年度指定福祉教育推進協力校（平川小学校、鋳銭司小学校、阿東中学校 

平成２３・２４年度指定福祉教育推進協力校（大殿小学校、白石小学校、潟上中学校） 

平成２４・２５年度指定福祉教育推進協力校（小鯖小学校、小郡小学校、阿東東中学校） 

平成２５・２６年度指定福祉教育推進協力校（島地小学校、さくら小学校、川西中学校、仁保中学校） 

平成２６・２７年度指定福祉教育推進協力校（佐山小学校、八坂小学校、宮野中学校、徳地中学校） 

平成２７・２８年度指定福祉教育推進協力校(大内小学校・興進小学校・小郡南小学校、湯田中学校) 

平成２８・２９年度指定福祉教育推進協力校(名田島小学校・中央小学校・白石中学校・小郡中学校) 

平成２９・３０年度指定福祉教育推進協力校(湯田小学校、二島小学校、大殿中学校、大内中学校) 

平成３０・令和元年度指定福祉教育推進協力校(大内南小学校、秋穂小学校、平川中学校、秋穂中学校) 

令和元年・２年度指定福祉教育推進協力校（良城小学校、仁保小学校、生雲小学校、阿知須中学校） 

令和２・３年度指定福祉教育推進協力校（宮野小学校・陶小学校・徳佐小学校・二島中学校） 

令和３・４年度指定福祉教育推進協力校（柚野木小学校・串小学校・上郷小学校・鴻南中学校） 

令和４・５年度指定福祉教育推進協力校（大歳小学校・嘉川小学校・阿知須小学校・井関小学校） 

の計５０校を対象に案内をし、３年ぶりに対面での情報交換を行った。 

《成果と課題》 

  小・中学校への福祉体験学習の本職員及び外部講師の派遣をコロナ禍前と同様に再開した。 

情報交換会については、昨年度、一昨年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため集まることはせずにア

ンケートでの情報交換を行ったが、今年度は対面での情報交換を行った。 

内容としては、今年度作成した福祉教育 DVDの視聴を行い、今後の貸出のための案内を行った。 

また、山口県福祉人材センター職員にお越しいただき、福祉の出前講座について説明を受けるとともに、グル

ープワークを実施し、各学校の福祉教育に関する取り組み等把握することができた。 

 

（１３） 企業の社会貢献活動の推進 

１） 企業の社会貢献活動の支援 

○企業ボランティア活動促進モデル事業所の推薦 

「POLA Este.in.Ree」を山口県社会福祉協議会に推薦した。 

 

２） 企業等社会貢献活動セミナーの開催 

○主   催：山口県、社会福祉法人山口県社会福祉協議会、公益財団法人山口きらめき財団 

○目   的：県内企業の具体的事例を参考にし、県内における企業等の社会貢献活動の更なる充実と発展を促

進する。 

○開 催 日：１１月１４日（月） 
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○会   場：山口県社会福祉会館 ４階 

○参加対象：社会貢献活動モデル事業所他 

○内    容：【モデル事業所指定企業の公表及び活動報告】 

           ＜令和４年度指定の事業所＞ 

          ・サンタキッズ＆ファミリークリニック 

          ・サンテレコム株式会社 

          ・中特グループ 

          ・日本精蝋株式会社 

          ・深川養鶏農業協同組合 

          ・POLA Este.in.Ree 

          ・明治安田生命保険相互会社 山口支社 萩営業所 

          ・明治安田生命保険相互会社 山口支社 山口営業所 

 

 

３ 見守り訪問活動及び地域支え合い活動の仕組みづくりの推進 

（１） 小地区見守り訪問活動の推進  ＊受託事業 

○事業内容：ひとり暮らし高齢者等の安否確認のため、自治会（町内）または民生委員・児童委員担当地区ごとに

見守り訪問グループを結成し、要援護者を地域で見守るという主旨で友愛訪問活動を実施する。 

地区名 見守り訪問対象者数 グループ数 地区名 見守り訪問対象者数 グループ数 

大 殿 ２２２ ３８ 鋳銭司 １１９ １８ 

白 石 ２５６ ５４ 名田島 ２９ １１ 

湯 田 ５７４ ２３ 秋穂二島 ５９ ５９ 

仁 保 １０７ ９ 嘉 川 ９５ ３０ 

小 鯖 １１０ ３０ 佐 山   ９６ ９６ 

大 内 ７３５ ４０ 小 郡 ２４１ ４７ 

宮 野 ２１８ １５７ 秋 穂 ６６ １９ 

吉 敷 １５８ ２７ 阿知須 １１１ １３ 

平 川 ２６８ ３４ 徳 地 １２４ ５９ 

大 歳 ３８６ ２８ 阿 東 １２８ ５ 

陶 ６０ １５ 合計 ４，１６２ ８１２ 

 

《成果と課題》  

  山口市の高齢化率は高まっているが、ひとり暮らしの高齢者や高齢の二人暮らし世帯の対象者はあまり増えてい

ない現状がある。しかし、高齢者を対象とした安否確認を中心とする友愛訪問は、悪質な業者等にだまされることを

未然に防ぐことや、認知症等で孤立させないためにも地域で関わることが大変重要になってきている。 

また、活動する際の知識として、各地区で研修会を実施し、高齢者の異変に気づくための情報共有も見守り活動

の一環となっている。市内において要援護者をグループで支援するこの活動も徐々に浸透し、グループでの見守り

活動の方法が重要になっているが、若い人の支援が少ないこと、依頼できる支援者がいないところや支援者自身も

高齢である等グループ全体について対策を検討する必要がある。 

地域の見守りの担い手を増やす働きかけや包括支援センターや生活支援コーディネーターとも連携し、地域の支
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え合い活動につなげていく働きかけも必要と考える。 

  なお、来年度は民生委員・児童委員と福祉員の改選により新任が多いため、見守り訪問活動についての現状を

伺いながら、これまで地域で取り組んでこられた基本の話を改めて伝える必要がある。そのツールとして、「小地区

見守り訪問活動について」のＤＶＤ等を活用していきたい。 

地区名 日    時 主な内容 参加者 

大 殿 ７月１１日（月） 10時～12時 
・小地区見守り訪問活動の現状と課題 

・グループワーク 「事例検討」 
３６ 

白 石 ７月２２日（金）10時～11時 40分 

・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明 

・グループ一覧表の説明 

・グループワーク 「事例検討」 

４３ 

湯 田 ５月１８日（水）  10時～12時 

・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明 

（DVD視聴） 

・グループワーク（町内ごとに情報交換） 

４８ 

仁 保 １２月１４日（水） 10時～11時 ・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明 １０ 

小 鯖 ７月６日（水）    13時～15時 
・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明 

・グループワーク「見守り訪問活動の現状と課題」 
５９ 

大 内 ８月２７日（土）   9時～11 時 

・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明 

・グループワーク「災害時等地域支え合いマップ更

新作業」 

１０４ 

宮 野 ４月３日（日） 10時～12時 10分 

・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明

（DVD視聴） 

・災害時要援護者避難支援プラン等について 

・グループワーク 対象者の把握（民生委員・児童委

員と福祉員の個別協議） 

７７ 

吉 敷 

７月２６日（火） 

 ①9時 30分～11時 45分 

 ②13時 30分～15時 45分 

・事例発表「湯田地区の見守り活動の現状につい

て」 

・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明 

・グループワーク「見守り訪問活動の現状と課題」 

７３ 

平 川 

７月２日（土） 

 ①10時 30分～11時 40分 

 ②13時 30分～14時 40分 

・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明 

・グループワーク「地域支え合いマップ」と「そのまと

め」の更新及び情報交換 

８６ 

１２月３日（土） 

 ①10時～11時 40分 

 ②13時 30分～15時 10分 

・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明 

・グループワーク「地域支え合いマップ」と「そのまと

め」の更新及び情報交換 

８０ 

大 歳 

７月１１日（月） ①18時 30分～ 

           ②19時 45分～ 

７月１２日（火） ③18時 30分～ 

・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明

（DVD視聴） 

・地域包括支援センターからのお知らせ 

・グループワーク（民生委員・児童委員と福祉員の

個別協議） 

９３ 

陶 
６月２２日（水）  

13時 30分～15時 

・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明

（DVD視聴） 

・見守り訪問活動における民生委員・児童委員と福

２６ 
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地区名 日    時 主な内容 参加者 

祉員の連携について（阿知須地区における訪問活

動への取り組みの事例発表） 

・グループワーク（民生委員・児童委員と福祉員の

個別協議） 

鋳銭司 ７月３０日（土） 10時～12時 

・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明 

・グループワーク「見守り訪問活動の現状と課題に

ついて」 

２８ 

名田島 ６月２日（木） 19時～21時 

・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明 

・グループワーク「災害時等地域支え合いマップ更

新作業」 

７５ 

秋穂 

二島 

１０月１８日（火） 

       13時 30分～15時 

・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明 

・障がい者対応について（DVD視聴） 

・グループワーク「地域支え合いマップ」の更新及び

情報交換 

４０ 

嘉 川 
５月２５日（水）  

10時～11時 40分 

・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明 

（DVD視聴） 

・事例発表「見守り訪問活動の連携について」 

・グループワーク「見守り訪問活動の現状と課題」 

見守り対象者の確認、グループ員一覧表作成 

６０ 

小 郡 

① ８月１日（月） 

13時 30分～15時 

② ８月３日（水） 

     13時 30分～15時 

③ ８月１０日（水） 

     13時 30分～15時 

・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明 

（DVD視聴） 

・「お互いに支え合う地域づくりを目指して」 

・グループワーク「見守り訪問活動の現状と課題」 

見守り対象者の確認、グループ員一覧表作成 

８８ 

秋 穂 
７月１５日（金） 

13時 30分～15時 40分 

・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明 

（DVD視聴） 

・グループワーク「地域支え合いマップ」の更新及び

情報交換 

５８ 

島地 ５月１９日（木）  10時～11時 ・友愛訪問活動について ２６ 

柚野 
５月２３日（月） 

9時 30分～10時 45分 
・高齢者の見守り訪問活動について １９ 

串 
１１月１５日（火） 

 9時 30分～12時 

・友愛訪問活動（小地区見守り訪問活動）の説明 

（DVD視聴） 

・講座「認知症サポーター養成講座」 

・グループワーク情報交換（見守り対象者の確認） 

２２ 

《成果と課題》 

見守り訪問グループ員研修会は、研修メニューの中から地区社協の選択により実施された。市内２０地区社協で

開催され、本会職員も同席して研修会の企画、運営の支援を行った。見守り訪問活動につながる活動として、高齢

者のサロンや百歳体操などの集いの場やふれあい型給食などの活動が見守りにつながることを改めて、周知した。 

また、悪質業者の訪問販売などによる被害の防止方法を周知するなど見守り訪問活動の重要な役割を担う内容

の研修会を今後実施していくことが重要である。 
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（２） ふれあい型給食サービス事業の推進  ＊受託事業 

１） ふれあい型給食サービス事業の実施 

○事業内容：概ね６５歳以上のひとり暮らしの高齢者、７５歳以上の高齢者のみの世帯、単身の障がい者世帯で給

食を必要とし、かつ地域との交流が必要な方に月１回、見守り活動を兼ねて地域のボランティアがお弁当を届け

る。 

○利用人員     １，０３５名 

○延利用人員   ９，５３６名 

○実施地区：１３地区 

○実施頻度：月１回（昼食または夕食） 

地区 実施回数 利用対象者 対象人員 
延利用者数 

(R4.4～R5.3) 
調理会場 

大殿 
月１回（夕食） 

第１水曜日 
・６５歳以上のひとり暮らし高齢者等 ３７名 ２５７名 太陽堂旅館 

白石 
月１回（夕食） 

第２火曜日 

・６５歳以上のひとり暮らし高齢者 

・７５歳以上の高齢者のみの世帯 

・単身の身体障害者 

２１７名 ２，０４８名 いちやなぎ 

湯田  
月１回（夕食） 

第２水曜日 

・６５歳以上のひとり暮らし高齢者 

・７５歳以上の高齢者のみの世帯 

・６０歳以上の単身の身体障害者 

１１８名  ７５９名  
湯田地域交流

センター 

大内 

月１回（昼食） 

第２・第３木曜

日 

・７０歳以上のひとり暮らし高齢者 １２１名 １，２３１名 
大内地域交流

センター 

宮野 
月１回（昼食） 

第１木曜日 

・６５歳以上のひとり暮らし高齢者等 

・身体障害者等 
１２０名 １，１７３名  ふしの学園 

吉敷 
月１回（夕食） 

第３木曜日 
・６５歳以上のひとり暮らし高齢者等 ６８名 ５１３名 

吉敷地域交流

センター 

（コロナ禍により

現在は委託） 

平川 
月１回（夕食） 

第２火・水曜日 
・６５歳以上のひとり暮らし高齢者等 ６６名 ６７９名  山口あかり園 

陶 
月１回（昼食） 

第２水曜日 

・７０歳以上のひとり暮らし高齢者もし

くは夫婦が高齢者同士 
４９名 ４８０名 

温泉ホーム日

吉台 

鋳銭司 
月１回（昼食） 

第４火曜日 

・６５歳以上のひとり暮らし高齢者 

・７５歳以上の高齢者のみの世帯 

・単身の身体障害者 

４１名 ３８６名 
まるしょう鋳銭

司店 

名田島 
月１回（夕食） 

第３火曜日 

・７０歳以上のひとり暮らし高齢者 

・７８歳以上の高齢者のみの世帯 
２８名  ２９７名  

まるしょう鋳銭

司店 

秋穂 

二島 

月１回（昼食） 

第１火曜日 

・７０歳以上のひとり暮らし高齢者等 

・７５歳以上の高齢者のみの世帯 
３３名 ３３２名 山口秋穂園 

嘉川 
月１回（夕食） 

第３水曜日 

・７５歳以上のひとり暮らし高齢者 

・８０歳以上の高齢者夫婦 
９３名 ９４６名 

温泉ホーム日

吉台 

佐山 
月１回（昼食） 

第４水曜日 
・６５歳以上のひとり暮らし高齢者等 ４４名 ４３５名 

佐山地域交流

センター 

※湯田地区は地域交流センターの工事に伴い、令和４年１２月から事業を休止している。 
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２） 給食サービス関係者食品衛生（食中毒対策）研修会の開催  ＊受託事業 

〇事業内容：ふれあい型給食サービス事業の食中毒予防対策として、本会の主催による給食サービス関係者食

品衛生（食中毒対策）研修会を開催する。 

開催日 ５月２０日（金） 

会 場 山口県総合保健会館 

参加者数 ４２名 

 

３） ふれあい型給食サービス事業実施地区交流会の開催  ＊受託事業 

〇事業内容：ふれあい型給食サービス事業の実施地区を対象とした交流会を２年に１回開催する。 

次年度開催年は令和６年度である。 

開催日 ９月３０日（金） 

会 場 市社協南部支所 

参加者数 ２０名 

 

《成果と課題》 

本事業は、配食者が見守り訪問活動の一環として利用対象者の安否確認をすること、配食をきっかけに地域交

流を促進し、地域のつながりが形成されることを目的としている。 

令和４年度は５月に給食サービス関係者食品衛生（食中毒対策）研修会を開催し、９月にふれあい型給食サービ

ス事業実施地区交流会を開催した。交流会では地区の実施状況を把握し、悩みや工夫を情報交換したが、多くの

地区で利用者、調理・配食ボランティアの担い手がともに減少していることが課題となっている。 

また、昨年度に引き続き、各地区で新型コロナウイルス感染拡大防止に考慮しながら事業を実施している。感染

症の影響により、配食の際に対面することが難しいといった課題もあるが、弁当を業者に委託したり、感染対策をし

たり、各地区で工夫をされている。引き続き、感染拡大の状況に応じた安全第一の事業を実施したい。 

 

４ 地域子育て支援機能の充実 

（１） 児童福祉事業の推進 
 

１） 山口市山口児童館の運営  ＊指定管理事業 

事業 名  称 内  容 時期・回数 対象・人数 成果と課題 

自由

来館 

施設開放 遊戯室、児童遊園を開

放し、子どもの遊び等

の活動場所とするとと

もに、保護者の交流場

所とする。 

通年 

開館日２９１日 

※臨時休館２日
（うち台風１日・館内清

掃１日） 

乳児・幼児・

児童 ・その

他 

１４，８３７名 

備品の老朽化が激し

く、計画的な入れ替

えが必要 

 

HAPPYスペース ２階図書室を小・中・高

校生に自習室として開

放する。 

通年 

9：00～16：３0 

 

小・中・高生 

  ３８０名 

 

特に中・高生の利用

が多く、静かな環境

で集中して学習に取

り組む様子があっ

た。 

プール開放 夏休みに児童遊園のプ

ールを開放し、水遊び

の場所とする。 

7月 20・21・22・

27・28・29日 

8月 3・4・9日   

計９回 

幼児・児童 

  １０１名 
保護者４９名 

計１５０名 

職員による監視を徹

底し、怪我や事故な

く実施。悪天候により

１回中止 

連続

講座 

やんちゃクラブ 親子の遊びや活動を通

した居場所づくり、仲間

づくり(子育て相談を含

毎週木曜日 

10：00～11：00 

２９回/３０回 

生後６箇月 

未就園児 

１５組 

通年の活動を行うこ

とができた。 

雪による悪天候のた
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事業 名  称 内  容 時期・回数 対象・人数 成果と課題 

む)  め１回中止 

年度途中の参加・退

会を可能にするた

め、次年度から月ご

との申し込みとする 

がらくたらんど 

 

工作や絵画活動、集 

団遊びを通した人間関

係づくり(子育て相談を

含む) 

月２回水曜日 

15：45～16：45 

１９回/１９回 

小 1～小 3 

２０名 

通年の活動を行うこと

ができた。 

 

単独

講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぷれい☆メイト 大学生との工作や、レ

クリエーション活動 

月１回土曜日 

（５月～7月） 

13：30～15：30 

（３回実施） 

3歳～小 6 
４２名 

保護者２５名 

大学  ３１名 

計９８名 

大学生と工作やレクリ

エーション・自由な遊び

を通して交流を行った。 

コロナの影響により４

月は中止 

ももたろうクラブ 活動を通して子どもか

ら高齢者まで多世代の

交流を行う。 

不定期 

（２回実施） 

 

３歳～小６ 

２２名 
保護者２１名 

計４３名 

フェルトバッグづくり・

しめ縄作りを通して

多世代の交流を行っ

た。 

ひょっこり講座 様々な制作や遊びの体

験活動。 

作物の苗植えや収穫 

不定期 

(６回実施) 

３歳～小６ 

    ８５名 
保護者２７名 

 

  計１１２名 

タイルで鍋敷き作りや

スライム作りを実施 

玉ねぎ・いもの収穫を

楽しんだ。 

プラレール行事を実施 

特別講座 専門講師による講座 不定期 

（２回実施） 

幼児・小学

生 

２９名 

共同募金について学

びながら募金箱作り

やアロマワックスサ

シェ作りを行った。 

おはなしライブラリー 読み聞かせ、ペープサ

ート、人形劇、エプロン

シアター等 

年１０回不定期 

(９回実施) 

乳幼児・児

童・保護者 

 

１７６名 

児童館職員やおは

なしボランティアによ

る紙芝居、パネルシ

アターを実施 

移動児童館 制作やレクリエーション 不定期 

 

内容から設

定 

未実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おはなしラリー 山口学芸大学学生によ

る様々な手法のお話会 

７月１６日（土） 

13：30～15：30 

乳 幼 児 ・ 児

童・保護者 

30名 

大学生２０名 

今回で３回目となる

行事。ラリー形式で５

つのお話を楽しん

だ。 

ゲームラリー 施設内での様々なゲー

ム活動 

９月３日（土） 

13：30～15：30 

３歳～小６ 

２８名 

保護者 

１７名 

計４５名 

施設内に１０個のゲ

ームを設置しラリー

形式で行った。 

得点を競って楽しん

だ。 

運動会 大学生企画による運動

会 

１０月２２日（土） 

13：30～15：30 

３歳～小６ 

２３名 

保護者 

１４名 

計３７名 

大学生企画の競技

を取り入れて、家族

で楽しむことができ

た。 

舞台芸術公演 劇団員の方による演劇

鑑賞 

１１月５日（土） 

13：30～15：00 

乳幼児・児

童・保護者 

  ３６名 

毎年楽しいお話で、

家族で楽しむことが

できた。 

秋祭り 各種ゲーム、飲食コー

ナーでの体験活動。 

１１月１９日（土） 

13：30～15：30 

３歳～小６ 

   ３５名 

保護者 

  ２１名 

計５６名 

大学生の協力を得な

がらお店やゲームの

充実を図った。 
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事業 名  称 内  容 時期・回数 対象・人数 成果と課題 

 クリスマス会 音楽や劇の鑑賞、ゲー

ムなど。 

１２月１０日（土） 

13：30～15：30 

３歳～小６ 

３１名 

保護者 

   １９名 

計５０名 

大学生による出し物

や劇などとても好評

だった。 

 

《成果と課題》 

○年度始めは新型コロナウイルス感染症による影響で、行事の中止や制限を行ったが、その後は可能な限り行うこ

とができた。コロナに対する考え方が社会全体で少しずつ変化した１年だった。 

○運動会やクリスマス会は、３年ぶりに大学生（山口ＢＢＳ会）が主に企画し実施した。育成を行いながら、楽しい行

事となった。次年度も課題を踏まえながら、より良い行事を行いたい。 

○コロナ感染により緊急の職員の休みが、何度かあったが、その他の職員で補いながら運営を行った。日頃から情

報の共有・意思疎通がとても重要である。 

○未就園児の保護者アンケートによると、保育園・幼稚園・こども園の選び方や食事面・子ども同士の関わり等様々

なことに不安を持っている人が多く、専門講師による保護者向けの講座を取り入れていきたい。 

〇令和３年４月１日よりＮＰＯ法人あっとの運営する『あっと児童クラブ』が施設内に入り、月１回のミーティングを行う

ことで情報共有・問題提起・解決に繋げることができた。今後も職員の連携・危機管理等を行いながら双方がより

よく利用できる方法を考えていく必要がある。 

○遊具や設備の劣化による撤去・修繕は今後も必要であり、利用する子ども達の安全を第一に考えていきたい。 

 

２）秋穂コミュニティセンターの運営  ＊受託事業 

〇事業内容：山口市より委託を受けた山口市秋穂コミュニティセンターの適正な管理運営を行い、センターとして地 

域住民と密接な連携を保ちながら、児童の健全育成に努める。 

月 主な行事   定例会・その他 

４ 

１６（土） 

 

２８（木） 

みて！さがして！串山ハイキング １３名 

（交流センター共催） 

職員会議（本所）            ５名 

囲碁将棋定例会 ８回 ３０名 

ひまわり会（自彊術） ４回４６名 

５ 

７（土） フラワーアレンジメント教室    １１名 囲碁将棋定例会 ７回 ２４名 

ひまわり会（自彊術） ３回 ３２名 

 

２３（月）・３０（月） 出前児童館「昆布の授業」 

（秋穂地区児童クラブ） 

延べ３４名 

６ 

１ ０ （金 ） ・ ２ ４

（金）・１８（土） 

２１（火） 

２６（日） 

からだリフレッシュ講座①・②    １９名 

ハンドメイド講座            １６名 

職員会議（山口市・本所）       ７名 

にこにこキッズ（絵画）         ６名 

囲碁将棋定例会９９回 ２９名 

ひまわり会（自彊術） ５回５５名 

団体利用 １（１６名） 

７ 

２（土） 

２６（火） 

 

３０（土） 

たなばた会               ３０名 

夏休みの宿題やっつけちゃおう大作戦         

(交流センター共催）       ２１名 

夏休み工作教室                ２０名 

囲碁将棋定例会 ８回 ２８名 

ひまわり会（自彊術） ４回 ４１名 

団体利用 １（１６名） 
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月 主な行事   定例会・その他 

８ 

１０（水） 

２６（金） 

３１（水） 

環境学習講座               ３１名 

第２回にこにこコンサート      ５４名 

出前児童館「防災教室」       ３４名 

（秋穂地区児童クラブ）            

囲碁将棋定例会 ７回  ２２名 

ひまわり会（自彊術）  

団体利用 ５（延べ３９名） 

９ 

１（木） 

１０（土） 

 

２２（木） 

２５（日） 

職員会議（本所） 

にこにこキッズ 

（ストレッチ＆ダンス） 

消防総合訓練 

第９４回囲碁大会 

５名 

１１名 

 

３７名 

中止 

囲碁将棋定例会 １回 ２名 

ひまわり会（自彊術） ５１名 

小学校遠足 １２２名 

 

団体利用 １（延べ６名） 

10 

２（日）・１６（日） 

２０（木） 

２９（土） 

からだリフレッシュ講座③・④    １９名 

職員会議（本所）            ５名 

にこにこキッズ (ハイキング）    １１名  

囲碁将棋定例会 ８回 ２９名 

ひまわり会（自彊術） ４回 ３８名 

団体利用 ２（延べ４６名） 

 １３（日） にこにこキッズ（制作活動 ）      ２０名 囲碁将棋定例会７7回 ２７名 

１１ 

 

２６（土） 劇団演劇街鑑賞（児童劇巡回事業） ２５名 

        

ひまわり会（自彊術） ３回 ２７名 

団体利用 １（延べ５５名） 

１２ 

１７（土） 

１５（木） 

２２（木）・２３（金） 

工作教室「ミニ門松作り」      ３３名 

職員会議（本所）            ５名 

出前児童館「サンタとアナ雪演奏」  

（秋穂地区児童クラブ）    延べ ６７名                         

囲碁将棋定例会８回 ３３名 

ひまわり会（自彊術） ４回 ３９名 

団体利用 ２（延べ２１名） 

令和

５年 

１ 

１９（木） 

２９（日） 

運営協議会               １２名 

第９５回新春囲碁大会        中止 

囲碁将棋定例会  ８回 ３７名 

ひまわり会（自彊術） ３回 ３２名 

 

２ 

１６（木） 

２５（土） 

職員会議（本所）            ５名 

にこにこキッズ             １６名 

（ストレッチ＆ダンス） 

囲碁将棋定例会  ６回 １７名 

ひまわり会（自彊術）  ３回 ３２名 

３ 
２４日（金） 

 

消防総合訓練 

 

 ３８名 

 

囲碁将棋定例会 ８回 ３０名 

ひまわり会（自彊術） ５回 ５３名 

 

○その他の事業 

・ 図書の貸し出し ・防災啓発活動（防災教室/年 1回・避難訓練/月 1回） 

【成果と課題】 

・今年度も引き続き、児童館新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインに沿い、リスク評価をふまえた上で運営

を行った。行事会場には透明フィルムを設置し、参加者に検温・消毒・マスク着用の協力、入れ替え制を導入す

るなど、中止にすることなくイベントが実施できるよう努めた。囲碁大会は、高齢者の参加が多く飲食も伴うため、

同好会の意向により中止となった。 

・交通の便が悪く、土日は習い事のある子どもが多いため集客に苦慮している。 
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・未就学児対象の親子参加型イベントがないので、来年度から日曜日に「わくわくランド」を開設する。（平日はす

でに周囲の保育園・保健センターなどのサークルがあるため日曜開催）また地域から世代交流事業がないという

意見があり、来年度は「まつり」を計画している。地域の団体や個人との繋がりを大切にし、誰もが安心して自由

に来館出来る開かれた児童館を目指していきたい。 

 

３）放課後児童クラブの運営  ＊受託事業 

①小郡児童クラブ事業（小学校１～６年の学童保育）  ＊受託事業 

○事業内容：小学校放課後、家庭に保護者がいない児童に遊びや生活の場を与え、健全な育成を図る。 

・放課後児童クラブ事業の円滑な運営（支援員４２名＋補助員１８名） 

                    （夏期休業期間に非常勤支援員１１名、シルバー人材センター８名増員） 

   登録学童 ２９０名（５学級） 

開設日数  ひまわり学級    ２９０日開設（土曜日４９日）  登録学童 ６０名 （３月末３９名） 

開設日数  ひまわり第２学級  ２８７日開設（土曜日４９日）  登録学童 ６０名 （３月末３９名） 

開設日数  ひまわり第３学級  ２９０日開設（土曜日４９日）  登録学童 ６０名 （３月末３９名） 

開設日数  はちのこ学級    ２９２日開設（土曜日５０日）  登録学童 ６０名 （３月末５５名） 

開設日数  はちのこ第２学級  ２９２日開設（土曜日５０日）  登録学童 ５０名 （３月末４６名） 

 

各種事業 

月 日 曜日 事 業 内 容 

４ 

   １ 

  １５ 

   

金 

金 

  

・保育開始 

・小郡小学校挨拶（はちのこ・はちのこ第２学級） 

・上郷小学校挨拶（ひまわり・ひまわり第２・ひまわり第３学級） 

９ ２０ 火 ・小郡小学校との連絡会（はちのこ・はちのこ第２学級） 

９ ２２ 木 ・上郷小学校との連絡会（ひまわり・ひまわり第２・ひまわり第３学級） 

１１ ２０ 日 ・小郡小・上郷小学校区放課後児童クラブ入級説明会 

令和５年 

３ 

 

３１ 

 

金 

・学級別保護者説明会（はちのこ・はちのこ第２学級） 

・学級別保護者説明会（ひまわり・ひまわり第２・ひまわり第３学級） 

  ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため保護者説明会中止 

・保育終了 

【職員の研修関係】 

５月～６月     放課後児童支援員認定資格研修 

６月１６日（木）  放課後児童健全育成関係職員等初任者研修会 

９月２２日（木）  第 1回児童クラブ代表者会議 

１１月１０日（木）  放課後児童健全育成関係職員等資質向上研修会 

令和５年１月１８日（水）  教育支援員等研修会 

２月１４日（火）・１７日（金） 放課後児童健全育成関係職員等中堅者研修会 

３月１日（水）  第２回放課後児童クラブ代表者会議 

その他研修会（南部支所衛生委員会・社協職員研修） 
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《成果と課題》 

共働き世帯、核家族世帯、ひとり親世帯など本事業の利用を希望される世帯が増えており、放課後、子どもが

安心して過ごせる生活の場を提供できるよう支援員、保護者、小学校、地域が連携した学級運営に努めている。

今年度も上郷小学校区は待機児童解消となったが、小郡小学校区は通年の待機児童が多く、長期休業期間の

みの利用希望もあり、令和５年度以降も対応策を検討する必要がある。 

また、引き続き小学校や地域と連携し、児童の安心・安全を見守っていく。 

 

②秋穂児童クラブ事業（小学校１～６年の学童保育）＊受託事業 

○事業内容：小学校放課後、家庭に保護者がいない児童に遊びや生活の場を与え、健全な育成を図る。 

・児童クラブ事業の円滑な運営（児童厚生員２名＋支援員９名＋補助員２名） 

開設日数 秋穂児童にこにこ学級 ２８９日開設（土曜日４５日） 登録学童 ３６名 （３月末３２名） 

開設日数 大海なかよし学級 ２８８日開設（土曜日５０日） 登録学童 ３１名 （３月末２８名） 

 

  各種事業 

月 日 曜日 事 業 内 容 

４ 

１ 金 ・保育開始（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

８ 金 ・入級式（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

    ・制作活動（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

５ 

  

３０ 

２３・３０ 

 

月 

月 

・制作活動（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

・サツマイモの苗植え（秋穂児童にこにこ学級） 

・運動会振替休日（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

６ ２０ 月 
・制作活動（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

・防犯訓練（大海なかよし学級） 

   7 
  

７・８  

 

木・金  

・夏季休業前保護者会（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

・制作活動（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

・大掃除（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

８               

１・８ 

 

３１ 

月 

 

水 

・水遊び（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

・制作活動（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

・防災訓練（秋穂児童にこにこ学級） 

９ 

 

１５ 

２２ 

２７ 

 

木 

木 

火 

・制作活動 

・夏祭り（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

・火災訓練（秋穂児童にこにこ学級） 

・にこにこコンサート参加（秋穂児童にこにこ学級） 

１０ 

 

２９ 

３１ 

 

土 

月 

・ハロウィン制作 

・芋ほり（大海なかよし学級） 

・ハロウィンパーティー（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級）  

１１ 

１０ 

１１ 

１８ 

 

木 

金 

金 

 

・制作活動（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

・芋ほり（秋穂児童にこにこ学級） 

・児童クラブ合同利用説明会（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学

級） 

１２ 

 

２３ 

２８ 

 

金 

水 

・クリスマス制作（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

・クリスマス会（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

・大掃除   
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月 日 曜日 事 業 内 容 

令和５年 

1月 

 

１９ 

 

木 

・制作活動（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

・運営委員会開催 

２ 
３ 

 

金 

 

・節分行事（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

・制作活動 

３ 
９・１０ 木・金 ・新年度保護者会（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

２４ 金 ・お別れ会（秋穂児童にこにこ学級、大海なかよし学級） 

 

【職員の研修関係】 

・児童館長、児童厚生員等研修会   

・放課後児童健全育成関係職員等中堅者職員研修会  

《成果と課題》 

放課後、子どもが安心して過ごせる生活の場を提供できるよう支援員、保護者、小学校、地域が連携した学級運

営に努めている。共働き世帯、核家族世帯、ひとり親世帯など、本事業の利用を希望される世帯が増えている。 

開所時間延長事業の利用者が多く、登録児童の４割弱が利用している。 

  学童内における行事、制作等は、子ども達が何に興味があるのかリサーチし少しでも子ども達が楽しめるような

内容のものを考え実践した。 

  その結果、子ども達も新しいことに取り組んだ喜びと、達成感を味わうことができ、次は何をしたいのか伝えてくる

ようになった。常に向上心を持ち続け、現状に満足しないように心掛けたい。 

  

  

③阿知須児童クラブ事業（小学校１～６年の学童保育）  ＊受託事業 

○事業内容：小学校放課後、家庭に保護者がいない児童に遊びや生活の場を与え、健全な育成を図る。 

・児童クラブ事業の円滑な運営：支援員（嘱託）２名＋支援員・補助員３１名 

    （学年始め休業期間に補助員６名増員） 

   登録学童１８３名（３学級合計） 

開設日数  おひさまクラブ１ ２８９日開設（土曜日４８日） 登録学童 ５５名 （３月末５８名）長期保育０名 

開設日数  おひさまクラブ２ ２８９日開設（土曜日４８日） 登録学童 ６３名 （３月末６８名）長期保育０名 

開設日数  井関にこにこクラブ ２９０日開設（土曜日４９日）  登録学童６８名 （３月末６６名） 

 

各種事業 

月 日 曜日 事 業 内 容 

４ １ 金 ・保育開始   

6 

２ 

１０ 

１５ 

木 

金 

水 

・梅もぎ（井関にこにこクラブ） 

・芋の苗付け（井関にこにこクラブ） 

・学校引き渡し訓練に参加（井関にこにこクラブ） 

７ 

２１ 

２６ 

 

２９ 

木 

火 

 

金 

・避難訓練（おひさまクラブ１・２）                 ・習字 

・ネイチャーゲーム（おひさまクラブ 1）              ・ミニオン製作 

・フラワーアレンジメント教室（おひさまクラブ２）        ・ビーズ作り 

・フェルトカバン作り（おひさまクラブ２）             ・プラバン作り 
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月 日 曜日 事 業 内 容 

   ８ 

     

１ 

 

２ 

 

３   

４       

       

５          

１０ 

１８           

２２      

２３    

２６ 

 

３０ 

３１ 

月 

 

火 

 

水 

木 

 

金 

水 

木 

月 

火 

金 

 

火 

水 

・グッティ工作教室教室（井関にこにこクラブ） 

・かき氷（おひさまクラブ２） 

・フラワーアレンジメント（おひさまクラブ２） 

・水でっぽうあそび（おひさまクラブ１） 

・「おはなしきらきら」本の読み聞かせ（井関にこにこクラブ） 

・「おはなしきらきら」本の読み聞かせ（おひさまクラブ１・２） 

・水でっぽうあそび（おひさまクラブ２） 

・フェルトカバン作り（おひさまクラブ１） 

・かき氷（おひさま１） 

・昔のあそび（おひさまクラブ１） 

・ネイチャーゲーム（おひさまクラブ２） 

・フラワーアレンジメント教室（おひさまクラブ１） 

・昔のあそび（おひさまクラブ２） 

・かき氷（おひさまクラブ１） 

・お楽しみ会・お店屋さん（おひさまクラブ１・２） 

・カレーの日 

１０ １８ 火 ・芋ほり（井関にこにこクラブ） 

１１   ９ 水 ・焼き芋大会（井関にこにこクラブ） 

１２      ２０ 火 ・クリスマス会（おひさまクラブ１・２） 

令和５年 

３  

４ 

１０ 

１７ 

２４ 

３０ 

 

３１ 

土 

金 

金 

金 

木 

 

金 

・発表会（井関にこにこクラブ） 

・新年度説明会（おひさまクラブ１・２） 

・お店屋さん（おひさまクラブ１・２） 

・ほっともっと弁当（おひさまクラブ１・２） 

・お楽しみ会・カレーの日（おひさまクラブ１・２） 

・６年生を送る会（井関にこにこクラブ） 

・お店屋さん（おひさまクラブ１・２） 

※毎月・けん玉教室（井関にこにこ）・学校運営協議会（井関にこにこ） 

 毎月支援員会議（おひさま１・２・井関にこにこ） 

[職員の研修関係] 

・放課後児童健全育成関係職員等初任者研修会 ・放課後児童支援員認定資格研修 ・児童クラブ代表者会議 

・放課後児童健全育成関係職員等資質向上研修会 ・放課後児童健全育成関係職員等中堅者研修会 

・教育支援員研修会・ 子育て情報交換会 

＜成果と課題＞ 

  本年度もコロナウイルス感染拡大の中で感染症の防止対策を日々実践しながらの１年だった。感染予防をしな

がら、それぞれのクラブで工夫をして行事等にも取り組んできた。来年度は、学校・地域・保護者と連携しながら、

子どもたちの放課後を支えていく環境づくりをさらに進めていく。 

 

④徳地児童クラブ事業（小学校１～６年の学童保育）  ＊受託事業 

○事業内容：小学校放課後、家庭に保護者がいない児童に遊びや生活の場を与え、健全な育成を図る。 

・放課後児童クラブ事業の円滑な運営（支援員８名、補助員２名） 

   登録学童 ５２名（３学級） 

開設日数  出雲児童クラブ  ２５４日開設（土曜日１４日）  登録学童 ２４名  

開設日数  八坂児童クラブ  ２８１日開設（土曜日３９日）  登録学童 １６名  
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開設日数  島地児童クラブ  ２３９日開設（土曜日 １日）  登録学童 １２名  

月 日 事業内容 

４ 1 ・保育開始 

５  ・こどもの日のお祝い（島地） 

７  ・ミニお楽しみ会（島地） 

８ 

 ・セーフティーセミナー（島地） 

・ナンプレ、風船バレー（出雲） 

・夏休み５・７・５俳句（出雲） 

１０  ・風船バレーボール大会（出雲） 

１２  
２４ ・お楽しみ会（島地） 

・クリスマス会（出雲・八坂） 

令和５年 

１ 

  

 

・新年お楽しみ会（八坂） 

・鏡開き（出雲） 

２ 

３ 

 

・節分（豆まき）（出雲・八坂・島地） 

・バレンタインデー（出雲・八坂・島地） 

・スピード大会（出雲） 

３ 

  ３ 

 

・おひなさま（島地） 

・入級説明会（出雲・八坂・島地） 

・お楽しみ会（島地） 

・お別れ会（出雲・八坂） 

《成果と課題》 

放課後、子どもが安心して過ごせる生活の場を提供できるよう支援員、保護者、小学校、地域間で連携した学

級運営に努めている。入級児童数は減少傾向であり、約５割が開所時間延長事業を利用している。 

今年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮し、消毒、検温、手洗い、換気等感染症対策に留意した運

営に努めた。 

また、八坂児童クラブは、小学校敷地内にある建物（旧寄宿舎）の一部を利用しているが、施設が老朽化し防

災の面から不安である。 

 

⑤阿東児童クラブ事業 （小学校１～６年の学童保育）  ＊受託事業 

○事業内容：小学校の放課後や土曜日、学校の長期休業中に、家庭に保護者がいない児童に遊びや生活の場を

与え、健全な育成を図る。 

徳佐児童クラブ  ：  開設日数 ２４１日開設               登録学童 １４名 

さくら児童クラブ  ：  開設日数 ２５１日開設 （内土曜日１２日）  登録学童 ２１名 

月 日 行事内容 

１１ ２２ 徳佐児童クラブ・さくら児童クラブ合同入級説明会 

 

《成果と課題》 

共働き世帯、核家族世帯、ひとり親世帯など本事業の利用を希望される世帯に対して、放課後、子どもが安心

して過ごせる生活の場を提供できるよう支援員・補助員、保護者、小学校、地域間で連携した学級運営に努めて

いる。 

今年度も昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染症によるまん延防止措置が出される中、消毒、検温、手洗

い、換気等基本的感染症防止対策を鋭意行って運営した。 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、多くの行

事を控えた。今後も子どもたちが安心安全に過ごせるよう配慮する。 
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⑥放課後児童クラブ運営会議 

 ○事業内容：児童クラブ事業推進室が平成３１年４月に本会の運営する児童クラブの課題に取り組むため設 

置された。その課題解決を行う場として放課後児童クラブ運営会議が設置された。 

今年度は以下のとおり協議し、課題解決に取り組み、共通認識を図った。 

 〇年間開催回数   ６ 回 
 

開催日 協 議 内 容 

    ４月２６日（火） 

・放課後児童クラブ事業調整シートについて 

・スポーツ安全保険について 

・賃金改善手当について 

・ドタキャンの取り決めについて 

・コロナ費について 

・PCR等消耗品購入について 

    ６月２７日（月） 

・スポーツ安全保険について 

・児童クラブの運営について 

・児童クラブ職員の働き方の変更について 

・クロシオンについて 

  ８月２６日（金） 

・コロナ感染者の報告について 

・おやつ代及び委託費の使途について 

・購入伺いについて 

・事故発生時の対応について 

・ドタキャンの取り決めについて 

  １０月２５日（火） 

・主任と出張所長との協議の場について 

・新任職員へのオリエンテーションについて 

・児童クラブと学級の連携について 

・９月決算について 

・クロシオン管理状況について 

 

  １２月２６日（月） 

・学級の運営について 

・児童クラブの勘定科目について 

・決算について 

令和５年２月２２日（水） 

・前回のふりかえり 

・令和５年予算、令和４年決算について 

・令和５年度スポーツ安全保険について 

・放課後児童クラブ調整シートについて等 

《成果と課題》 

 ５地区の児童クラブの現状を把握し、昨年度に引き続き本事業の課題とその対応をまとめた事業調整シートを

もとに調整できる項目は協議し解決を図った。今後も事業調整シートを基に運営に必要な調整を図っていきたい。 

 

４） 子育てサロンの推進 

○ふれあい・いきいきサロンの子育てサロンは、現在の登録数が８サロンある。令和２・３年度は高齢者サロンと合

同で交流会を開催したが、今年度は、令和元年度のように子育てサロンの担い手同士の交流を目的に交流会を

行い、主任児童委員の参加を募ったこともあり、活発な意見交換ができた。 

 

（２） 母子・寡婦・父子家庭福祉事業の推進 

・山口市母子寡婦福祉連合会への支援 
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５ 社会福祉法人の地域公益活動の支援と協働 

平成３０年３月１３日に「山口市社会福祉法人地域公益活動推進協議会」の設立総会を行い、同年度から同協議

会の取組みをスタートさせた。本会は同協議会の事務局を担っており、市内の社会福祉法人が連携・協働して、地

域公益活動に取組み、制度の狭間の福祉課題の解決に向けた協議と仕組みづくりを推進している 

 

○山口市社会福祉法人地域公益活動推進協議会事業報告 

月 役員及び理事 加入法人全体 各エリア部会他 

  

４月 

１５日（金） 

監査会 監事２名 

２５日（月） 

第１回役員会開催 

・理事６名出席 

・総会について他 

 ２７日（水） 

第３回華を栄せましょプロジェクト

会議 

（回数は前年度から継続） 

   ５月 

 ２５日（水）総会 

・１７法人３０名出席 

（内２名 オンライン） 

記念講演 草平名誉教授 

１７日（火） 

第１回南部エリア部会 

 

６月 

  １３日（月） 

第４回華を栄せましょプロジェクト

会議 

２８日（火） 

第１回北部エリア部会 

７月 

２６日（火） 

第２回役員会 

・理事５名出席 

・研修会について他 

 ７日（木） 

第１回中央部エリア部会 

２８日（木） 

第２回南部エリア部会 

８月 

 ２５日（木）第１回研修会 

・１６法人３１名出席 

（内１４名 オンライン） 

・「災害時の活動について」 

２日（火） 

第２回北部エリア部会 

９月 

  ９日（金） 

第３回北部エリア部会 

１２日（月） 

第５回華を栄せましょプロジェクト

会議 

１０月 

２５日（火） 

第３回役員会開催 

・理事６名出席 

・第２回全体研修会について他 

 ３０日（日） 

中央部エリア部会 

親子バスツアー 

１１月 

 ２９日（火） 

第２回全体研修会 

・１５法人２４名出席 

・「各法人の公益活動について」 

１６日（水）１８日（金） 

南部エリア部会情報伝達訓練 

２９日（火） 

第２回中央部エリア部会 

３０日（水） 

第６回華を栄せましょプロジェクト

会議 

１２月 
  １５日（木）１６日（金） 

南部エリア部会情報伝達訓練 
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月 役員及び理事 加入法人全体 各エリア部会他 

令和５年 

 １月    

２４日（火） 

第４回役員会開催 

・理事６名出席予定 

・次年度事業計画(案)他 

 １９日（木） 

第４回北部エリア部会 

２月 

 ２０日（月） 

第３回全体研修会「ふくまる相談

室とひきこもり支援について」 

１４法人２６名出席 

（内オンライン９名） 

 

３月 

２０日（月） 

第５回役員会 

・理事７名出席 

・次年度事業計画(案)他 

 １３日（月） 

第３回中央部エリア部会 

第１回種をまきますプロジェクト 

２８日（火） 

第３回南部エリア部会 

 

 《成果と課題》 

令和３年度から中学校の学習指導要領改訂により、介護の授業が導入されるにあたり、市介護保険課から委

託事業として、「介護体験事業」を受託し、令和４年度は市内９中学校に対し、８法人の職員が講師として、講義と

体験学習を実施した。また、同様に小学校へも加入法人が中心になり、２２校に対し、８法人が講師として福祉教

育を実施している。今後、大規模校の実施や障がいや児童等の他分野まで広げていくのが、課題となる。 

また、ひきこもりや生活困窮者、刑余者等の取り組みについては、プロジェクトチームを立ち上げ、パーソナル

サポートセンターの協力により試験的に取り組み、令和５年度からの本格実施に向けての準備とした。 

ここ数年の課題となっていた広報については、プロジェクトチームを立ち上げ、ホームページの立ち上げに向け

た協議を始めている。 

事業の検討及び実施する主体として、各エリア部会で各部会長を中心に事業実施に向けた協議を行ったが、

事業に関しては新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベント等の事業は中止した。また、事業実施に向け

た協議を重ねる中で、法人間のネットワークづくりや情報交換につながっている。さらに、コロナ禍での事業継続

等のため、オンライン研修会を２回実施した。オンラインであれば、旅費等もかけずに全国的にも先進的な活動に

取り組む方々の話も聞くことができるため、積極的に活用していきたい。 

今後の課題は、事業実施のための予算確保、実施に向けた仕組みづくり、社会福祉法人の事業活動の更なる

周知啓発など多岐にわたる。 

 

６ 地域福祉権利擁護事業及び法人後見事業の充実 
（１） 利用者保護支援事業の推進 

１） 地域福祉権利擁護事業の実施 

認知症、知的障がいや精神障がい等の理由により、判断能力が十分でない方々の生活を支援する地域福祉権

利擁護事業は、開始以来２３年６箇月が経過し、本会が事業推進を担っている。 

 

○新規相談件数  

類型 認知症高齢者 知的障がい者 精神障がい者 その他 合  計 

件数 ２３ １２ １２ ２２ ６９ 
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○延べ相談及び援助件数 

類型 認知症高齢者 知的障がい者 精神障がい者 その他 合  計 

件数 ７７１ １，２７４ １，５９８ ３１３ ３，９５６ 

○新規契約件数 

類型 認知症高齢者 知的障がい者 精神障がい者 その他 合  計 

件数 １３ ４ １０ ４ ３１ 

○解約件数 

類型 認知症高齢者 知的障がい者 精神障がい者 その他 合  計 

件数 ９ ３ ９ １ ２２ 

○解約理由 

理由 成年 

後見 

施設 

管理 

本人 

管理 

親族 

管理 

本人 

死亡 

その他 合 計 

件数 ７ １ １ ２ ９ ２ ２２ 

○利用者数（令和５年３月末現在） 

 認知症高齢者 知的障がい者 精神障がい者 その他 合  計 

合  計 ４３ ４５ ６２ １３ １６３ 

○研修並びに会議等 

研修会講師派遣  ７月２７日 山口市民児協ブロック研修 北部エリア 地域福祉権利擁護事業について 

             ７月２９日 山口市民児協ブロック研修 北部エリア 同上 

             ９月８日 川西地域包括支援センター圏域地域ケア会議 同上 

１１月２日 小鯖地区福祉員協議会 地域福祉権利擁護事業と成年後見制度について 

推進員・生活支援員合同研修会      ０回 

県社協現物調査    令和４年度より隔年実施となり、本会は令和５年度実施予定 

○生活支援員人数 １１名 （実活動人数１１名） 

 

《成果と課題》  

新規契約件数は昨年度から１１件増加し３１件であった。昨年度と同様、利用者の判断能力の低下などの状況

を踏まえて適宜成年後見制度への移行支援を実施し、解約件数２２件の内７件が成年後見制度へつながった。今

後も事業利用者の思いを大切にしつつ、関係機関と円滑に連携を図り適切な支援に努める。 

一方で、事業利用者が自身で契約したスマートフォンなどによるキャッシュレス決裁で収支バランスが崩れるこ

ともあり、支援する上での課題となっている。 

 

２） 法人成年後見事業の実施 

平成２５年度に山口家庭裁判所へ登録申請を行い、法人後見人等候補者名簿への登録が平成２６年度６月に完

了した。令和５年３月末現在で８件を受任（４件終了）している。 

○法人成年後見受任状況                                 

№ 性別 受任時期 類型 申立人 生活場所 備考 

１ 男性 H27.1審判 後見 親族(子) 在宅 終了 

２ 女性 H27.3審判 後見 山口市長 施設 終了 

３ 女性 H28.7審判 後見 山口市長 病院 受任中 

４ 男性 H30.9審判 後見 後見人 在宅 終了 

５ 女性 R2.9審判 後見 山口市長 在宅 終了 

６ 女性 R3.12審判 後見 山口市長 病院 受任中 

７ 男性 R4.2審判 後見 家庭裁判所 施設 受任中 
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№ 性別 受任時期 類型 申立人 生活場所 備考 

８ 女性 R4.3審判 保佐 本人 在宅 受任中 

. 

《成果と課題》 

本会としては法人成年後見の受任を開始して８年が経過し、山口市は成年後見制度利用促進基本計画を策定

し、本格的に権利擁護のネットワークが構築されることが期待される。そのような中、地域福祉権利擁護事業利用

者の中で成年後見制度へ７件移行した。本会の受任件数は３件で、新規受任件数は０件であった。今後は計画

的に受任を検討し、両制度を適切に利用できる仕組みづくりを進めていく。 

 

７ 法律相談や貸付相談等の生活支援事業の推進 

（１） 生活相談事業の効果的・効率的な運営 

１） 法律相談の実施  

○相談日  ：毎月第１水曜日（北部支所エリア）と第３水曜日（南部支所エリア） 

○相談時間：午後 1時３０分から午後３時３０分まで（１日４件：１件３０分以内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

《成果と課題》 

市民の抱える法律的諸問題に、弁護士による専門的な立場から指導・助言が行われた。 

本年度の開催においては、予約が入らなかった２回を除き、予定どおり開催することが出来た。相談件数はやや

減少した。 

 

２） お元気コールの実施  

○事業内容：ひとり暮らし高齢者の希望者に対し、電話による声の訪問を実施 

○実施頻度：利用者に応じて週１回・月２回・月１回の実施 

○利用者数：  １０世帯 （開始件数０ 休止件数 ０ 廃止件数４） 

 

《成果と課題》 

定期的な声の訪問により、利用者の｢安全・安否の確認｣や「健康状態の確認」、「精神的ケア」を図るとともに、通

話中に発見した福祉ニーズ(困りごと)を関係機関へ繋ぎ、問題の早期解決に役立っている。 

今後、緊急時対応等についても関係機関と協議する必要がある。  

 

 

（２） 各種資金の貸付相談窓口の開設 
他機関から借り入れが困難な失業者世帯や低所得者世帯、障がい者世帯、高齢者世帯を対象に総合支援

資金や教育支援資金等の生活福祉資金貸付制度及び法外援護資金について、相談対応と貸付等を行った。 

相談事項 件数 相談事項 件数 

家 事 

離 婚 ７ 

不動産  

土地建物登記請求 １ 

遺言相続・遺産分割 ２５ 賃貸借・売買紛争 １ 

その他 ２ 境界・相隣関係の紛争 １ 

損害賠償請求 ２ 土地・建物明渡 ０ 

債権・債務 ５ 不動産売買 ０ 

労 働 ０ その他 ４ 

その他 １１ 合  計 ５９ 
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各種資金の貸付相談窓口 相談件数 貸付決定件数 

１ 生活福祉資金貸付〔特例含む〕 
（総合支援資金・福祉資金・教育支援資金・不動産担
保型生活資金・臨時特例つなぎ資金） 

５８９  １３７ 

２ 不良債権の督励指導（面接及び督促） ０ － 

３ 法外援護資金の貸付 ７５ ２９ 

４ 食糧支援の実施 ２７ ２７ 

５ 高額介護サービス費つなぎ資金貸付 ０ ０ 

６ 生活安定対策資金の貸付 ０ ０ 

７ その他 １２７   － 

 合   計 ８１８ １９３ 

※（償還指導）：山口県社会福祉協議会の貸付金については、山口県社会福祉協議会より直接郵送等で償還 

指導している。本会の法外援護資金については、本会より年２回郵送にて償還指導している。 

 

《成果と課題》 

本年度は、新型コロナウイルス感染症対策の特例緊急小口資金等の相談と生活困窮世帯を中心に、延べ８１８件

の相談と１９３件の貸付件数があった。資金の貸付に限らず、必要に応じて食糧等の現物支給も実施した。 

今後も、生活困窮者自立支援事業実施機関をはじめとして関係機関と連携を密にし、具体的な支援を行い、生活

困窮者の自立促進を図っていく。 

 

（３） 歳末たすけあい配分金の効果的運用 
                                                          （単位：円） 

№ 配分対象又は事業名 算出基準 件数 配分額 

１ 
８８歳以上の見守りが必要なひとり暮らし高齢

者 
１名当たり物品９５０円 ９５０名 ９５０，０００  

２ 
当年度末に児童養護施設を就職・進学等で退

所する児童 

１名当たり 

上限７０，０００円 
８名 ５６０，０００ 

３ 市社協登録子育てサロン 上限１５，０００円 ４サロン ６０，０００ 

４ 
地域住民のつながりを構築するための活動・

行事（地区社協） 

上限３０，０００円 

 
８地区社協 

２０５，２００ 

 

５ 
ひとり親（母子父子等）世帯で、満１８歳未満

の子どもがいる非課税世帯 
世帯当り １０，０００円 ６５世帯 ６５０，０００ 

６ 障害者手帳を所持している非課税世帯 世帯当り １０，０００円 １９７世帯 １，９７０，０００ 

７ 
要介護３・４・５の認定を受けている方がいる非

課税世帯 

世帯当り １０，０００円 

 
２３世帯 ２３０，０００ 

８ 生活困窮世帯 

世帯当り １０，０００円 

世帯員１名増ごとに 

３，０００円加算 

１０５世帯 １，７０４，０００ 

９ あったか相談会(生活困窮者等相談会) 
会場費・食料支援 

相談件数 

１００件 

３７件 
４８４，５９５ 

10 罹災世帯 
全焼・半焼１件当り 

２０，０００円 
６件 ８０，０００ 

11 
地域と交流授業を行う児童福祉施設や障がい

児通所施設等 
上限４０，０００円 ４施設 １９９，６００ 
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№ 配分対象又は事業名 算出基準 件数 配分額 

12 地区社協広報支援事業 

地区社協だより発行 

１回分 

（上限４０，０００円） 

２１地区社協 ７９５，５２２ 

13 市社協広報啓発 社協だより発行の一部 ４回 ８５０，０００ 

14 歳末活動費 消耗品費・通信運搬費  ２８０，１９８ 

15 令和５年度地域福祉活動事業費   ２，１０７，３２３ 

 合 計   １１，１１２，１８８ 

 

《成果と課題》 

事業内容や配分対象者などは、地域課題に沿った活用しやすいものであるか、毎年、山口市共同募金委員会

運営委員会や本会共同募金担当者会議などで協議を行い内容の見直しを行っている。また、各地区社会福祉協

議会へ巡回訪問時に意見を聞くなどして地区社協の意見も取り入れるように極力改善に取り組んだ。 

しかし、地域によって求められる内容が異なるなど、全地区統一配分事業の見直しを行うことが適当か判断が

難しい事業もあり、令和５年度も引き続き内容を精査し、地域課題解決につながるものであるか内容を改めて検

討していく。 

 
 

８ 介護保険法関連事業及び障害者総合支援法に基づくサービス事業の推進 

（１） 高齢者福祉の推進 

1）介護サービス相談員派遣事業の実施   ＊受託事業 

〇介護相談員派遣等事業内容 

  介護サービス相談員が介護サービス提供事業所等に出向いて、利用者またはその家族から介護サービス

に関する不安や不満、疑問等を聞き苦情申し立てなどに至る前に、サービス提供事業所と利用者の間の橋

渡し役として問題の改善やサービスの質向上、利用者の自立した日常生活の実現を図ることを目的として

いる。 

 

○実施対象の介護サービス 

①施設サービス：   介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、介護医療院 

②居宅サービス：   特定施設入居者生活介護（介護予防） 

           通所介護、通所リハビリテーション（介護予防） 

           短期入所生活介護（介護予防）、短期入所療養介護（介護予防） 

③地域密着型サービス：認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 

           認知症対応型通所介護（介護予防） 

           地域密着型通所介護 

           総合事業通所型サービス 

           小規模多機能型居宅介護（介護予防） 

           地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

④特定施設入居者  有料老人ホーム(介護付き・住宅型) 

生活介護：    サービス付き高齢者向け住宅 
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○事業実施範囲と実施事業所数 

 山口市内の事業所 ９４箇所 （令和３年度は７０箇所） 

○事業実施結果 

〈介護相談内容〉  

内  容 件数 内  容 件数 

入所・退所・利用料金   ４  その他のサービス   ０ 

設備・備品  ０  介護保険料   ０ 

食事・嗜好  ８ 利用料   １ 

トイレ・排泄   ０  給付内容   １ 

入浴・清潔   ２ その他の介護保険   ５ 

趣味・娯楽 １１ 医療保険制度   ０ 

人間関係・プライバシー  ５ 老人福祉制度   ０ 

施設・職員の対応  ９ 老人保健制度   ０ 

健康・医療・リハビリ ５１ 病気・健康管理   １ 

移動・送迎  ２ 家族問題  ３ 

安全管理  ０ その他  １１ 

拘束   ０ 合 計 １１４ 

    

 

  内  容 件数 

気付き   ５８  

実相談数  １１１ 

利用者数 ２,５６９ 

 

《成果と課題》 

 １２２事業所訪問の予定をしていたが、コロナ感染症防止のため２８事業所が中止になり９４事業所にな

った。そのうち介護保険外の有料施設への訪問は４事業所であった。７月からは感染が拡大したことにより、

予防や確認のため介護サービス相談員の抗原検査を行い訪問した。 

令和５年度の訪問予定事業所は１１８事業所(有料施設は３事業所）の予定である。 

課題としては、引続き介護サービス相談員の健康管理の徹底、前年度の相談者が気になった点の改善、

サービスでの変化を重点的に観察し記入する報告書のレベルアップなどである。また、介護相談を行う時

間が短縮している中で、いかに利用者の声を拾うか相談員自身の資質の向上も必要である。 

介護保険外の有料施設にも本事業についてより広く周知し、各事業所との良好な関係性を保てるよう努力

していき、以前の活動内容に戻していきたい。 

 

2）居宅介護支援事業の実施  

1. 南部指定居宅介護支援事業所 

月 
ケアプラン（件数） 

月 
ケアプラン（件数） 

介護保険 介護予防 介護保険 介護予防 

４ １１６件 ２件 １０ １１３件 １件 

５ １２１件 ２件 １１ １１１件 １件 

６ １１９件 ２件 １２ １０８件 １件 

７ １１６件 １件 令和５．１ １０７件 １件 
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月 
ケアプラン（件数） 

月 
ケアプラン（件数） 

介護保険 介護予防 介護保険 介護予防 

８ １１３件 １件    ２ １０９件      0件 

９ １１３件 １件    ３ １１２件     0件 

 合 計  １，３５８件 １３件 

《成果と課題》 

 今年度も、新型コロナ感染症防止対策を取りながら、利用者の支援を行った。件数に関しては、前年度とほとんど

変わらなかったが、年度後半は、新規件数が減っている。利用者から選ばれる事業所となるように質の向上に努め

ていきたい。また、今年度は、山口市による運営指導、ケアプラン点検を受けた。運営指導は、指摘事項はなく、概

ね良好と認められた。ケアプラン点検は、利用者にとって必要とするサービスを提供するケアプランになっているか

を確認、検証が行われ、ケアプラン作成に当たっての細かな助言を受けたので、今後のケアプラン作成に活かして

いきたい。 

 

②あとう居宅介護支援事業所 

 

月 

ケアプラン（件数）  

月 

ケアプラン（件数） 

介護保険 介護予防 介護保険 介護予防 

４ １２１件 0件 １０ １１９件 0件 

５ １２３件 0件 １１ １１０件 0件 

６ １２２件 0件 １２ １１０件 0件 

７ １１９件 0件 令和４、１ １１３件 0件 

８ １１５件 0件 ２ １１２件 0件 

９ １１８件 0件 ３ １１７件 0件 

 合 計 １,３９９件 0件 

 

《成果と課題》 

  退職した職員の後任の介護支援専門員が新たに採用出来たことは、大きな成果である。 

今年も研修会はオンライン研修が圧倒的に多かったが、令和５年度からは集合型に切り替わっていくと思われ、

積極的に参加することで、自分たちのスキルアップを図りたい。 

  今年度は利用者数が減っているが、介護保険を申請した時から状態が良くない人や在宅では生活が困難な人

があり、また、担当する期間が短いケースや家族とのやり取りが難しい場合もあって対応に苦慮したケースも多かっ

た。 

  今後も対応が困難なケースについては、情報共有を図りながら丁寧な対応を心掛けたい。 

 

３） 訪問介護事業の実施 

○サービス利用者数      

 

サービス内容 

延べ 

利用者数 
身体介護 身体生活介護 生活援助 総合支援事業 

阿東   ４５８名 １，７８４時間 ２，８２７時間 ６８４時間 １２５名 
南部 ６１８名 ３，５１２時間   ７７４時間 ５９６時間 ３４８名 

合計 １，０７６名 ５，２９６時間 ３，６０１時間 １，２８０時間 ４７３名 
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《成果と課題》 

  昨年度と比べ、全体的には利用者数、介護の提供時間ともに減少している。 

南部訪問介護事業所では、昨年度同様新型コロナウイルスの感染予防対策を徹底し訪問を行った。新規の訪問

依頼があっても、職員数の減少や職員の高齢化等に伴い、受け入れが困難な状況が続いている。 

あとう訪問介護事業所は、職員の増員があったが、提供時間の増加には至らなかった。令和５年３月は利用者数

の急増と職員の家族の新生活が重なり、やむを得ず訪問日時の変更や訪問中止をお願いすることがあった。また、

職員や利用者が新型コロナウイルスに罹患したが、初動を早め介護支援専門員と連携し、感染の可能性がある方

の情報提供等を行い二次感染を防ぎながら事業継続を行った。令和５年度は、臨時職員の退職により、職員数が

減少するが、一人でも多くの利用者を受け入れられるよう、介護支援専門員と連携し、訪問内容や訪問時間の調整

をしっかりと行いたい。 

 

４） 訪問看護事業の実施 

〇対象地域  阿東地域 

 

月 

介護保険 介護予防 医療保険 

利用者 訪問回数 利用者 訪問回数 利用者 訪問回数 

４ ５５名 ２４９回  １１名   ４１1回 １２名   ７７回 

５ ５６名 ２５７回 １２名    ４２回    １２名    ９６回 

６ ５７名   ２９６回 １３名    ５５回    １２名    ８１回 

７ ５６名  ２７９回 １３名     ５４回    １２名   ６１回 

８ ５５名   ２９９回 １３名    ５６回    １２名  ６８回 

９ ５５名  ２８４回 １４名   ５１回    １１名    ６７回 

１０   ４９名   ２２１回 １４名  ５６回   １１名   ６４回 

１１ ４５名   １９６回 １５名    ６８回    １１名   ６６回 

１２ ４６名   １９４回 １３名   ５３回    １２名    ７６回 

令和５，１    ４２名   １９８回 １２名     ４６回    １２名    ６１回 

２    ４３名   ２０９回 １２名     ４５回    ８名    ３７回 

３  ４９名 ２３９回 １２名   ４９回 １１名 ８３回 

合計 ６０８名 ２，９２１回 １５４名 ６１６回 １３６名 ８３７回 

 

≪成果と課題≫ 

本年度は６月に看護師 1名が新規採用となり６名体制でサービスを行った。 

昨年と比べ、全体的に利用者、訪問回数ともに減少している。内訳としては、介護予防は利用者、訪問回

数ともに微増したが、介護保険は利用者が大幅に減少し、訪問回数も減少した。医療保険は点滴・処置等の

一時的な指示での訪問で、短期間で終了することが多かった。頻回に利用されていた利用者等の入院やサ

ービス終了が重なることもあり、年間を通しての利用者・訪問回数は減少となった。新型コロナウイルス感染

者宅への訪問も数件行った。令和５年５月からは新型コロナウイルスが５類に引き下げられるが、今後も感染

予防対策を取りながらサービスを継続する。 

阿東地域は高齢者が多く、在宅介護は増加している。住み慣れた自宅で安心して過ごすことができるように支援

するためにも、職員一人一人のスキルアップを図り、在宅医療ニーズ等の増加に対応できるようにしたい。 
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５） 山口市川西地域包括支援センターの運営  ＊受託事業 

1 ネットワークの構築 
 出席数  

①包括ケア会議出席状況 
  

 個別ケア会議 ９回   

 地域別ケア会議 1回   

住民主体会議 ２８回   
 地域包括支援センター連絡会議 １２回   
 ネットワーク構築のための会議 ２１回   

 

  

 

内
訳 

(1)民生委員児童委員協議会 １２回   
 (2)福祉員会 ０回   

  (3)地域密着型サービス運営推進会議 ７回   

 (4)居宅部会等介護支援専門員関係 ２回   

 (5)地区社会福祉協議会理事会等 ０回   

  

  
 ２  総合相談・支援業務 

総合相談への対応状況（業務区分のその他を除く） （件数）    相談内容    （延件数） 

 

電話 
実件数 ３４３件   介護予防 ６４件 

 延件数 ６０９件   生活支援 ３８１件 
 

来所 
実件数 ２７４件   虐待 １０件  

 延件数 ３５９件   認知症 １３１件  
 

訪問 
実件数 １５１件   介護保険 ５３４件  

 延件数 ２５１件   閉じこもり ５件  
 文書・E メール 実件数   １件   緩和ケア ４件  

  延件数 １件   総合事業 ９件 

 
その他 

実件数 ８件   障害者自立支援 ５件 
 延件数 １５件   その他 １３１件  
 

合計 
実件数 ７７７件   合計 １，２７４件  

 延件数 １，２３５件  
 

  

 

 

 
夜間・土・日・祝日 ７２件   

 

３ 

 

権利擁護業務  

（延件数） ・権利擁護への対応 
 地域福祉権利擁護事業に向けての支援 ３０件  
 成年後見制度利用に向けての支援 １９件  

 消費者被害に対する支援 ３件  

措置入所に対する支援 ２件  

  

４ 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務        （延件数） 

介護支援専門員への個別相談       ２２件 

 

５ 介護予防業務実施状況                        （実件数）    

 
 

介護予防出張講座  ３件 
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６ 指定介護予防支援業務 
     

 介護予防支援業務  
 

    （件数） 

   
 

（開催数） 予防給付プラン作成件数   

 年間給付管理件数   ２，５４５件   サービス担当者会議 ２４３回 
 新規作成件数   ７７件     

 

＊介護予防支援業務に関する研修会への協力 

７ その他                                 （実施回数）    
 

広報活動(地域包括支援センターに関するＰＲ等） １２回  

 

   ８ 認知症地域支援推進員 

■認知症対応力向上のための支援 

介護支援専門員からの相談、支援    ２回 

認知症カフェとの連携 ７回 

地域団体との連携（認知症啓発等） ３回 

キャラバンメイトとの連携 ２回 

■認知症予防・普及啓発                      （実施回数） 

認知症サポーター養成講座   ２回 

介護予防講座、調整 ２回 

図書館等公共施設との連携 ６回 

福祉用具事業所との連携 ６回 

放課後児童クラブとの連携 ２回 

■相談支援・支援体制構築 
   

相談への対応状況（業務区分のその他を除く） （件数）          
 

電話 
実件数 ５５件  

 延件数 １１９件  
 来所 実件数 ３２件  
  延件数 ４７件  
 

訪問 
実件数 ３８件  

 延件数 ５７件  

 その他 実件数 ２件  

    

広報活動(認知症地域支援推進員に関するＰＲ） ６回 

 

   ９ 生活支援コーディネーター（第２層） 

■地域組織からのニーズ把握の実績 

主催者団体名 
内容 

（聞き取り方法・参加会議名等） 

内訳 

訪問 参加 その他 

おごおり地域づくり協議会 

（地域福祉部会） 

会議参加  １１回 
 

小郡地区民生委員児童委員協議会 事前打ち合わせ会議、会議

参加、アンケート実施 

 ４回 ２回 

老人クラブ連合会小郡支部 福祉奉仕部会 会議参加  １回  

自立支援型地域ケア会議 会議参加 
 

１７回  
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■地域資源の把握に関する実績 

実態把握を行った対象事業所・地域団体・企業等 
内訳 

訪問 参加 その他 

地域住民等 

 

４回 ６回 

いきいき百歳体操グループ  ２４回 １９回 

趣味サークル活動 ２回 ２回 ２回 

商店等 ７回  ５回 

地域の企業等   1回 

認知症カフェ ６回   

介護保険施設等 ２回 

 

３回 

地域団体  ２回 ３回 

地域の情報等 ４回       

 

■不足する生活支援サービス等の把握や創出に関する実績 

実態把握等を行った対象事業所・地域団体・企業等 
内訳 

協議 訪問・参加 その他 

山口市老人クラブ連合会関係者 ６回 ２回 １回 

小郡地域支え合い活動委員会 ３回   

自治会  １回  

ふれあい・いきいきサロン  ４回  

移動販売   ３回 

地域づくり協議会 １１回   

地域住民団体  １回  

 

■生活支援の立ち上げ支援に関する実績 

  地域   支援した相手 訪問回数 

小郡 小郡地域支え合い活動委員会 ３回 

小郡 明治北いきいき百歳体操 ４回 

 

■協議体設置及び運営に関する活動実績 

協議体名   回数 

小郡地区第２層協議体 

（地域支え合い活動委員会） 

７回 

東津総区 支え合い活動会議 １回 

小郡地区社会福祉協議会 福祉部会 ２回 

おごおり地域づくり協議会 １回 

 

広報活動(生活支援コーディネーターに関するＰＲ） ３０回 

 
 個別ケースの同行訪問：２２件（情報提供：１８件、マッチング５件） 
 個別ニーズと取り組みのマッチング：居宅介護支援事業所からの相談（情報提供：２件、マッチング１件） 
  

《成果と課題》 

本センターは、令和４年度の川西圏域の二分轄により、小郡地区のみとなり、地区内の関係機関や関係団体

等と今まで以上に密接な連携を行った。相談に対しては、介護保険サービスありきではなく、地域の社会資源の

活用、自立支援の視点も含めて支援を行った。また、市老人クラブ連合会小郡支部が進める、地域の支え合い

活動の仕組みづくりについて、地区民生委員児童委員協議会と協働し高齢者のニーズ調査を行った。 
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地区民生委員、弁護士、司法書士、市社会福祉協議会権利擁護事業担当者、介護支援専門員と判断能力

が低下した方への支援と連携についてや、地域の困りごとの対応について情報交換を行い、お互いの役割につ

いて理解した。このような地域ケア会議等を継続して開催してきたことにより、地域住民や民生委員・児童委員、

老人クラブ、弁護士、司法書士、薬剤師会、ＮＰＯ法人、介護支援専門員等から、お互いに顔の見える関係が築

けたことで話がしやすくなり、気になる高齢者の情報共有がしやすくなったとの声があった。 

高齢や地域状況により買い物が難しくなっているという相談に対し、生活支援コーディネーターが中心となり、

移動販売等の調整を行った。 

更に、やまぐち「まちの福祉相談室」が、令和５年４月から併設となるため、３月から開設にむけての準備に取

り掛かった。 

今後の課題として、訪問介護事業所等のヘルパーの人材不足により、買い物や調理、掃除、ゴミ捨て等の対

応が難しくなってきている中で、地域の高齢者等が抱える地域課題解決を地域でどのように取り組んでいくか地

域の方と一緒に検討していく必要がある。 

 

６） 山口市川西第２地域包括支援センターの運営  ＊受託事業 

1 ネットワークの構築 
   

① 包括ケア会議出席状況  （出席数） 
 

 個別ケア会議 ２０回   

 地域別ケア会議 １７回   

住民主体会議 １回   
 地域包括支援センター連絡会議 １２回   
 ネットワーク構築のための会議 ７２回   

 

 

内
訳 

(1)民生委員・児童委員協議会 ３９回   
 (2)福祉員会 １３回   

 (3)地域密着型サービス運営推進会議 ６回   

 (4)居宅部会等介護支援専門員関係 ６回   

 (5)地区社会福祉協議会理事会等 ８回   

 

 

 

  

 ２  総合相談・支援業務 

総合相談への対応状況（業務区分のその他を除く） （件数）    相談内容    （延件数） 

 

電話 
実件数 １５７件   介護予防 ６５件 

 延件数 ６０５件   生活支援 ２５６件 
 

来所 
実件数 ３６件   虐待 １８件  

 延件数 ８０件   認知症 １４２件  
 

訪問 
実件数 ７６件   介護保険 ３７２件  

 延件数 ２９９件   閉じこもり ５件  
 文書・E メール 実件数   １件   緩和ケア ８件  

  延件数 ２件   総合事業 ７件 

 
その他 

実件数 ５件   障害者自立支援 １件 
 延件数 １５件   その他 ２５５件  
 

合計 
実件数 ２７５件   合計 １，１２９件  

  延件数 ９８５件     

 
 

夜間・土・日・祝日 ７５件   
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３ 権利擁護業務 
 

 

（延件数） ・権利擁護への対応 
 地域福祉権利擁護事業に向けての支援 ２件  
 成年後見制度利用に向けての支援 ３件  
 消費者被害に対する支援 １件  

措置入所に対する支援 ０件  

  

４ 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務        （延件数） 

介護支援専門員への個別相談       ２５件 

 

 

５ 介護予防業務実施状況                    （実件数）    

 
 

介護予防出張講座  ２件 
 

   

       

６ 指定介護予防支援業務 
     

 介護予防支援業務  
 

    （件数） 

   
 

（開催数） 予防給付プラン作成件数   

 年間給付管理件数   ３，０３３件   サービス担当者会議 ２５８回 
 新規作成件数   ７８件     

 

＊介護予防支援業務に関する研修会への協力 

７ その他                               （実施回数）    
 

広報活動(地域包括支援センターに関するＰＲ等） １２回  

 

   ８ 認知症地域支援推進員 

■認知症対応力向上のための支援 

介護支援専門員からの相談、支援    ５回 

認知症カフェとの連携 ２回 

地域団体との連携（認知症啓発等） ４回 

キャラバンメイトとの連携 ２回 

 

■認知症予防・普及啓発                      （実施回数） 

認知症サポーター養成講座   ２回 

図書館等公共施設との連携 ４回 

福祉用具事業所との連携 １回 

 

■相談支援・支援体制構築    
相談への対応状況（業務区分のその他を除く） （件数）          

 

電話 
実件数 ２９件  

 延件数 ９０件  
 来所 実件数 ５件  
  延件数 １０件  
 

訪問 
実件数 １３件  

 延件数 ３９件  

 その他 実件数 ０件  
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広報活動(認知症地域支援推進員に関するＰＲ） ７回 

 

   ９ 生活支援コーディネーター（第２層） 

■地域組織からのニーズ把握の実績 

主催者団体名 
内容 

（聞き取り方法・参加会議名等） 

内訳 

訪問 参加 その他 

嘉川地区社会福祉協議会 地域課題の聞き取り訪問同行 １回 
  

嘉川地区社会福祉協議会理事会 会議参加・課題の聞き取り等  ８回  

嘉川地区民生委員児童委員協議会 会議参加  １２回  

嘉川地区福祉員協議会 会議参加  ６回  

佐山地区社会福祉協議会 地域課題の聞き取り訪問同行 １回   

佐山地区民生委員児童委員協議会 会議参加・課題の聞き取り等  １０回  

佐山地区福祉員協議会 会議参加  ２回  

阿知須地区社会福祉協議会 地域課題の聞き取り訪問同行 １回   

阿知須地区民生委員児童委員協議会 会議参加・課題の聞き取り等  １６回  

阿知須地区社会福祉協議会 個別情報交換会  ４回  

阿知須地区社会福祉協議会、阿知須地

区民生委員児童委員協議会、NPO法人

山口ヘルスプロモーションネットワーク 

アンケート実施のための連絡調

整、会議出席、アンケート実施、

情報交換 

 １回 １回 

自立支援型地域ケア会議 会議参加  １７回  

 

■地域資源の把握に関する実績 

実態把握を行った対象事業所・地域団体・企業等 
内訳 

訪問 参加 その他 

地域住民（民生委員） 
 

２８回 
 

百歳体操グループ  ３１回  

趣味サークル（個人） １回 
  

商店等（飲食店、クリーニング店、リハビリ施設） ３回   

地域の企業（駅、ホール、百貨店、郵便局、はんど） ４回 
 

１回 

介護支援専門員   １回 

 

■不足する生活支援サービス等の把握や創出に関する実績 

実態把握等を行った対象事業所・地域団体・企業等 
内訳 

協議 訪問・参加 その他 

自治会関係者 １回  １回 

ふれあい・いきいきサロン  １回 １回 

介護支援専門員 １回   

一般社団法人 ３回 １回  

地域づくり協議会   １回 

地域住民団体  １回 １回 

 
 

■生活支援サービスの立ち上げ支援に関する実績 

地域   支援した相手  訪問回数 

嘉川 免地にこにこ会 ３回 

 
 
 
 



   

- 58 - 

■協議体設置及び運営に関する活動実績 

協議体名   回数 

阿知須地区第２層協議体 ２回 

佐山地区第２層協議体 １回 

 

広報活動(生活支援コーディネーターに関するＰＲ） １０回 

 

《成果と課題》 

  令和４年４月から、川西第２地域包括支援センター（担当：嘉川、佐山、阿知須）を、阿知須地区の元気ハウスに

開設した。新規増設した川西第２地域包括支援センターの周知を図るため、地区行事や会議に参加し PR を積極的

に行い、地区の広報紙への掲載などで啓発活動に取り組んだ。 

  認知症関係については、９月のアルツハイマー月間に合わせて、阿知須図書館や地域交流センターなどで認知

症に関する書籍やチラシ等を展示し、川西第２地域包括支援センター周辺ではオレンジガーデンを造り、認知症の

シンボルカラーで知識の普及啓発を行った。幅広い年齢を対象に広げ、認知症サポーター養成講座を佐山小学校

で実施した。また、認知症カフェ未設置地区への働きかけを行い、令和５年４月には佐山地区に認知症カフェが開設

する運びとなった。 

  高齢者等の相談も多種多様な相談が増えてきている。令和５年４月からは、やまぐち「まちの福祉相談室」が併

設にて開設され、３月からその準備に取り掛かり、年齢や属性を問わず、気軽に相談してもらえる総合相談窓口とし

ての機能を充実させていく。今後は、多機関連携や支援をより一層強化し、様々な関係機関との連携や相談支援体

制の構築が望まれる。 

 

 

７） 徳地教室型運動ショートプログラム（A-③）の実施  ＊受託事業 

 介護予防・日常生活支援総合事業により徳地教室型運動ショートプラグラムを３会場で実施した。 

○出雲地区 

会場 徳地保健センター（～１１月 7日） 

あったかプラザ（１１月１４日～） 

日時 毎週１回（月曜日）午後２時～４時 

参加人数 ３名 

参加延人数 ２６名 

○八坂地区 

会場 徳地地域交流センター八坂分館 

日時 毎週１回（水曜日）午後２時～４時 

参加人数 ２名 

参加延人数 ２４名 

 

○島地・串地区 

会場 徳地地域交流センター島地分館 

日時 毎週１回（金曜日）午後２時～４時 

参加人数 １名 

参加延人数 ７名 
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《成果と課題》 

体操やレクリエーションを継続することにより、介護予防についての意識が向上し体力の維持ができている。一方

で、「事業対象基準が厳しいこと」や「事業実施期間が１２回クールと短期間である」という課題もあった。 

参加対象者の減少や財務状況を踏まえ、令和４年度をもって山口市からの受託を終了するものとし、令和５年３

月１日（水）を最後にその業務を終えた。 

 

８） 介護予防・日常生活支援総合事業の実施  ※補助事業 

①徳地元気いきいきひろば設置運営事業 

○事業内容：高齢者の閉じこもり防止や生きがいづくり、体力の維持・改善を目的として、健康チェック及び健康相

談、体操やレクリエーション等を行う。 

〇対象地区：出雲地区、八坂地区、島地・串地区 

○開 催 数：１４２回開催  

○延べ人数：７１５名 

《成果と課題》 

  やまぐち元気アップ体操やからだと頭を使うレクリエーションを取り入れ、身体機能の改善や認知症予防につなげ

ている。一方で、「利用者の固定化」や「既存の利用者の高齢化による身体機能の低下」という課題があった。 

本事業の今後の方向性について、昨年度からの関係団体との協議の結果、令和４年度をもって山口市社会福祉

協議会としての設置運営を終了するものとし、令和５年３月２７日（月）を最後にその業務を終えた。 

既存の利用者については、地域包括支援センターやケアマネジャーがデイサービスや地元の百歳体操等への転換

を促すこととしている。なお、来年度は八坂地区で住民主体の団体が本事業の新規立ち上げを予定しているため、

本会で可能な支援をしていく予定である。 

 

（２） 障がい者福祉の推進 

１）社会福祉センターしらさぎ会館の運営 

 障がい者及び福祉団体の活動の拠点であるしらさぎ会館は、障がい者団体等と連絡を取りながら、障がい者が気

軽に集うことができる開かれた施設を目指して運営を行っている。 

障がい者の自立した社会生活の実現のため、引き続き、地域活動支援センターⅡ型事業、手話通訳者設置事業、

手話通訳者等派遣事業、要約筆記者派遣事業を実施し、各事業担当者が連携して支援できるよう情報共有に努め

た。また、意思疎通支援事業の遠隔サービス実施環境を活用したビデオ通話事業（テレビ電話サービス）の開始に

より、これを活用することで、より一層各事業担当者間の連携並びに利用者への丁寧な対応に繋げることができた。 

新型コロナウイルス感染対策の徹底や、リモートの活用呼びかけなどを継続する中、会館利用団体においては、

ＺＯＯＭによる会議の実施など新しい生活様式に即した会館利用の定着とともに、実施事業において利用者のニー

ズ把握と迅速で丁寧な対応に努めることで、コロナ禍により中断していた事業の再開もあり、昨年を大きく超える利

用があった。 

  【しらさぎ会館利用状況】 

種   別 件  数 人  数 

会館事業 ５６２件 ３，４１６名 

障がい者団体 ６０件 ４９７名 

福祉団体 ５９０件 ５，７６９名 

その他 １９件 １５８名 

合 計 １，２３１件 ９，８４０名 
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   【しらさぎ会館事業及び活動状況】 

事 業 名 年間合計数 

地域活動支援センターⅡ型事業 
開設日数  ２２６日 

延べ利用者数 ２，５０９名 

手話通訳者設置事業 延べ通訳者・支援者数 ９０３名 

手話通訳者等派遣事業 延べ派遣者数 １，２４１名 

要約筆記者派遣事業 延べ派遣者数  ５４９名 

 
 

【全 館 事 業】 

 《地域生活支援事業》 

① 地域活動支援センターⅡ型事業 

事業内容は、創作的活動及び生産活動の機会の提供、社会との交流に関する基礎的事業、地域において雇

用・就労が困難な在宅障がい者に対する機能訓練・社会適応訓練・送迎支援等のサービスを実施する機能強化

事業がある。  

基礎的事業では、健康体操、絵画、絵手紙、書道、音楽レクリエーション、点字の講座及び特別講座や誕生日

会を実施した。 

機能強化事業では、盲サロン、デフサロン、難聴者サロン、脳トレ、カラオケ、ボウリング、パソコン、ハンドメイド、

ものづくり、手話、ヨガ、体力測定、陶芸、太極拳、運動教室、園芸、ひも体操、脳トレ、工作、トランプ・オセロ、卓

球バレー、スポーツ・ゲーム等の講座を実施した。 

○延べ利用者数   ２，５０９名      

 

【 障がい別利用状況 】               （実利用者数） 

身体障がい 

肢体不自由 ３名 

視覚障がい １８名 

聴覚障がい ２４名 

内部障がい ２名 

知的障がい １名 

精神障がい ５名 

重複障がい ５名 

 

《成果と課題》 

  今年度も昨年に引き続いて新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けたが、コロナ禍での新しい生活様式が

定着してきたためか、利用者数は昨年度に比べると延べ約１００名増加した。 

感染防止策として館内での飲食を禁止しているため、午前・午後の講座を終日利用される利用者は少なかったが、

行動制限緩和に伴い徐々にウオーキングや散策、各障がい別のサロンでの外出などの企画が増えたことで、コロ

ナ流行以降長期間利用休止していた、ろうの登録者の利用再開が多く見られた。 

令和 5年に入ってからは、休止していた点字の講座も再開した。 

講座内容では運動系が人気で、今年度は職員と一緒に運動する「ひも体操」講座を開講した。運動系の講座では

利用者の高齢化に伴い、基礎疾患のある人も増えているため、昨年度に引き続き、椅子に座って行えるプログラム

を増やすなど、誰でも参加できるよう工夫した。 

また、会館ロビーの装飾や草とり、近隣のゴミ拾いなどのボランティア活動を内容とする講座も開講し、参加者が

社会貢献する充実感を持つことができるように働きかけた。 

令和５年度からは、盲ろう者の通訳介助員の派遣も再開することとなり、新型コロナ流行前の事業内容に戻りつ

つある。今後も、利用者の声に耳を傾け一人ひとりの障がいにあわせた支援を行い、利用者が安心して安全に集え

る講座・場所作りを目指す。 
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② 手話通訳者設置事業 

手話通訳者資格を持つ設置通訳者により、ろう者が日常生活において他者と意思疎通する際の手話通訳の支援

を行っている。 

また、意思疎通支援事業（手話通訳）のコーディネーターとして、通訳申請に対する登録通訳者の派遣調整及び

関連事務を行っている。 

聞こえないことから生じる情報不足等により生活上の困難を抱えるろう者に対して、相談支援を行い、内容によっ

ては、家族や専門機関と連携を取りながら、問題解決に向け、継続的な通訳と相談支援を行っている。 

 

【 設置通訳者対応内訳 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《成果と課題》 

本年度は、対応内容の詳細把握のため、分類変更を行った。 

意思疎通支援事業における通訳申請に設置通訳者が通訳対応した件数４６２件、相談等の支援対応が４４１

件、合計９０３件であった。昨年度の６１４件と比べると２８９件の増加となった。 

通訳対応では、病院受診等の「医療」が２０５件、介護保険サービスの利用や権利擁護などの「福祉」の件数が

１０８件と多く、専門機関と連携しての専門的な通訳も行った。入院や入所など内容によっては、設置通訳者が継

続して通訳対応を行う必要がある事例が増えている。 

山口市消防本部との連携業務として、救急要請時の通訳対応が３件あった。救急搬送については、消防や関

係機関との間で業務の位置づけや連携手順の再確認が必要となっている。 

相談等支援対応については、支援件数が増加しているが、その内容は複雑・専門化してきており、ろう者それ

ぞれに応じた対人支援が重要である。 

その他、登録通訳者の現場対応に同行し、円滑な通訳派遣ができるように調整した。 

支援対応では、窓口での日常生活に関するさまざまな相談や申請相談が２４９件と最も多い。文章理解が苦手

 

【分類】 

【担当地域別実績】 【総件数】 

 （北部） 

しらさぎ会館 

（南部） 

南部支所 
全域合計 

 行政 ３６件 １６件 ５２件 

 福祉 ９１件 １７件 1０８件 

 医療 １５１件 ５４件 ２０５件 

 労働 ０件 ０件 ０件 

 文化 ０件 １件 １件 

設置通訳者 教育 ６件 １３件 １９件 

４名 警察 1３件 ０件 １３件 

（常勤 ４名） 生活 ３５件 ２１件 ５６件 

 その他 ３件 ０件 ３件 

 団体 ２件 ０件 ２件 

 遠隔手話通訳 ３件 ０件 ３件 

 通訳対応合計 ３４０件 １２２件 ４６２件 

 支援（窓口） １６４件 ８５件 ２４９件 

 支援（訪問） １０件 １５件 ２５件 

 支援（調整） ２３件 １１件 ３４件 

 支援（電話） ４８件 ５９件 １０７件 

 支援（遠隔） ２６件 ０件 ２６件 

 支援対応合計 ２７１件 １７０件 ４４１件 

 総合計 ６１１件 ２９２件 ９０３件 



   

- 62 - 

なろう者に書類の内容を手話で説明することも多い。次に電話依頼が１０７件と続く。公共インフラである「電話リ

レーサービス」が令和３年から開始された。若年のろう者には、内容によっては積極的に活用している人もいるが、

高齢のろう者では、設置通訳者と相談しながら電話依頼をする者も多い。連絡方法の選択肢を増やすためにも引

き続き、利用に関する情報提供を行っていく。 

高齢で一人暮らしの生活に困難を抱えていたり、精神面で不安定なろう者などには、相談支援や訪問支援を行

い、ろう者の自主性を尊重しながら、関係機関と連携し適切な支援ができるように努める。また、地域で生活する

うえで、聞こえないがゆえに生じる不安や心配事を軽減できるよう、通訳者及び支援者として、関係機関等とのネ

ットワーク構築も図っていきたい。 

その他、本年度の特記する点としては、次のことが挙げられる。 

（ア）遠隔（リモート）サービスの推進 

「遠隔手話通訳」（コロナ禍で病院や施設で、対面での通訳が難しい場合、ろう者所有のスマートフォンや

貸出用タブレット、病院等の所有するタブレット端末を使用して、遠隔での手話通訳を行う。）、「テレビ電話サ

ービス」（ビデオ通話機能を利用し、自宅でも、しらさぎ会館職員と手話での連絡・相談ができる）の本格稼働

が始まり、登録並びに利用が伸びている。このため、設置通訳者を１名増員した。 

今後も、遠隔（リモート）サービスの利用について、ろう者への更なる周知と利用登録並びに申請を進める

とともに、医療機関、入所施設等への利用協力の働きかけを行い、より利用しやすい環境を整えていく。 

また、南部支所の設置通訳者が不在の場合に備え、南部支所窓口に設置したタブレット端末でしらさぎ会

館の設置通訳者がリモートでの対応ができる環境を整えた。 

（イ）ステップアップ講座の開催 

登録通訳者（山口市意思疎通支援者）の増員を図るため、手話奉仕員を対象として「ステップアップ講座」

を開催した。講座には、１２名の受講者があり、個人技量の差は大きくあったが、それぞれのレベルアップと

意欲の向上につながった。結果、山口市意思疎通支援者（手話通訳）登録試験には、ステップアップ講座受

講者を含め１２名の申込、１１名が受験（１名体調不良による辞退）し、５名が合格した。今後は、山口市手話

奉仕員養成委員会とも連携しながら、新たな人材育成に努めていく。 

 

③ 手話通訳者等派遣事業 

ろう者の日常生活における他者との意思疎通の支援として、登録通訳者（２６名）を派遣している。 

【登録通訳者派遣内訳】 

※うち、主催者負担  ３４２件 

 【分類】 【地域担当別実績】 【総件数】 

  （北部） 

しらさぎ会館 

（南部） 

南部支所 
全域合計 

 行政 ３３件 ５件 ３８件 

 福祉 ２５０件 ２件 ２５２件 

登録通訳者 ２６名 医療 １０３件 ３２７件 ４３０件 

（手話通訳士  １名） 労働 ２件 ０件 ２件 

(手話通訳者 １９名) 文化 ３００件 ４件 ３０４件 

（手話奉仕員  ６名） 教育 １８件 ８件 ２６件 

 警察 ２件 ６件 ８件 

 生活 ３９件 ３７件 ７６件 

 

 

その他 ３０件 ３件 ３３件 

団体 １４件 ０件 １４件 

派遣合計 ７９１件 ３９２件 １，１８３件 



   

- 63 - 

《成果と課題》 

本年度は、派遣内容の詳細把握のため、分類変更を行った。 

本年度の派遣件数は１，１８３件。昨年度の１，２０７件から２４件減少した。 

派遣内容は、ろう者の高齢化に伴う定期受診などの「医療」が４３０件、介護保険サービスでの定期的な訪問介

護や訪問看護などの「福祉」が２５２件と多かった。医療に次いで件数が多かった「文化」３０４件の主なものはしら

さぎ会館地域活動支援センター講座等である。なお、地域活動支援センター講座については、手話通訳者のほか、

手話奉仕員の派遣も行った。 

主催者負担による派遣は、しらさぎ会館地域活動支援センター講座のほか、令和４年４月に施行された「山口

市みんなの手話言語条例」に関する行事や地域での啓発講座、新型コロナウイルス感染症ワクチン集団接種な

ど３４２件で、行政からだけでなく、企業や団体からの申請もあり、昨年度比１２件の増となっている。ろう者が構成

員となっている「団体」からの申請は１４件であった。 

登録通訳者に対する研修会を３回実施し、登録通訳者の資質向上を図った。 

1回目）実技研修/「模擬通訳」行政窓口での通訳を想定し、現場対応や通訳方法の共有を行った。 

2回目）実技研修/「聞き取り通訳」手話表現技術の違いを学び、ろう者講師の助言を受けた。 

         『マスクがあっても伝わりやすい手話表現』『音声通りの手話表現』  

3回目）実技研修/「聞き取り通訳（場面通訳）」 

         『生活習慣病講習会』での通訳を想定し、実技と検証を繰り返し行ったうえで、医療に関する手話

単語、伝わる表現方法についてグループワークを行った。 

山口市意思疎通支援者（手話通訳）登録試験では、５名の手話奉仕員が合格した。次年度から登録通訳者とし

て活動することになる。登録通訳者全体の高齢化を考慮すると次世代の登録通訳者を確保するための通訳者育

成が急務である。 

手話奉仕員から、次のステップである「手話通訳者」資格取得を目指せるためのフォローも必要である。今後も、

適正で円滑なコーディネートを行うとともに、登録通訳者並びにろう者と連携し、より良い意思疎通支援ができるよ

うに努める。 

 

④ 要約筆記者派遣事業 

年度末の登録通訳者は１９名。年間派遣件数は３５２件、延べ派遣人数は５４９名となった。 

コロナ禍での活動制限は続いたが、利用者・登録者の協力を得て感染予防に努め、関係者に影響が出ることな

く、事業を行うことができた。 

登録者研修を２回実施し、登録者の資質向上を図った。その内容は次のとおりである。 

１回目）実技研修 

＊ 手書き― 相談事例から、より良い支援について検討を行った。 

＊ パソコン―新たなソフトを試用しての要約筆記を体験した。 

多様なニーズに応えるため、必要な手法を検討する動機づけとなった。 

＊ いずれも多くの登録者の参加を得た。 

＊ 研修の冒頭では、報告書からの課題等をしらさぎ会館より提示し、検討を行った。それを踏まえ、

１１月から変更のあった待機時間等の対応の整理を行った。 

２回目）オンライン研修 

＊ 全国要約筆記問題研究会のウエビナーで、新法「障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーシ

ョン施策推進法」に関する講義を受講した。 

＊ 時宜を得たテーマを、全国の要約筆記者と同時に受講した。 
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【派遣内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《成果と課題》 

主催者負担による申請のうち、約半数が地域活動支援センターに係るものだが、地域活動支援センターの事業

以外は、昨年度の１８件に対し、２８件と増加した。予算措置に数年をかけて取り組まれ申請に至ったケースもあり、

合理的配慮の浸透を感じた。 

中途失聴者の障害受容には時間が掛かるとされているが、受容の過程における地域活動支援センターの果たす

役割は大変大きいものがある。センターでの様々な活動に参加する中で、聴覚障害への対応を体験し、障害克服へ

の意識を高めることに繋がっている。特に毎月の難聴者サロンは、日常生活での工夫、補聴器の情報、要約筆記の

利用等の情報交換や交流の貴重な場となっている。今後とも、聴覚障害者にとって利用しやすい場となるよう地域

活動センター事業との連携を図っていく。 

地域活動支援センター事業での運動系の講座では、動きのある場面への対応としてタブレット端末の利用を試み

た。音声認識ソフトや機器の進化が著しい中、有効な手段を積極的に取り入れていくように努めたい。 

団体からの依頼は９件。うち４月施行の山口市手話言語条例に関連したものが４件であった。 

本格利用が始まった遠隔要約筆記は、令和４年度１６件の利用があった。機器の扱いが不安な方には、現地に

職員が出向き、設定対応を行った。若年者の利用では、利用場所が市外の例もあり、遠隔要約筆記を効果的に利

用してもらうことができた。引き続き、遠隔要約筆記に積極的に取り組んでいく。 

 

２）障害者福祉作業所の運営 

① かがやき 

１） 運営 

昨年に引き続き４月に特別支援学校の卒業生１名が入所し、登録者数は９名となった。就労継続支援Ｂ型の

事業所として、利用者の意向、適性、障がいの特性を踏まえて作成した個別支援計画に基づきサービス提供

に努めた。今後とも適正かつ健全な運営に努め、日々の作業活動において一人ひとりの特性能力を活かし、

自分らしく働けるよう支援する。 

 

２） 作業内容 

作業科目 受注先 内  容 

瓦留めクリップ等の組立て オノダネイル 瓦留め耐風クリップ、ラク枠、デッキロック等の組立て、箱

詰め（毎日） 

紙製品の封入 石見紙工業 ルーズリーフ、クリヤーブック等の封入、封緘、梱包（毎日） 

印刷物の封入 介護労働安定センター チラシ、案内状等の封入、封緘、タックシール貼り、仕分

け（年１２回程度） 

シール貼り 田辺海苔店 海苔袋のシール貼り（年１０回程度） 

【派遣内訳】 【件数】 

行政 ２件 

医療 ９６件 

労働 ３件 

文化 ２１８件 

教育 ０件 

その他 ３３件 

合計 ３５２件 
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作業科目 受注先 内  容 

しらさぎ会館の清掃 山口市社協 しらさぎ会館の清掃（毎日） 

ポスティング 地域情報新聞 地域情報誌「ほっぷ」のポスティング（週１回） 

アーユスの清掃 老人保健施設アーユス 老人保健施設アーユスの清掃（毎週火・水曜日） 

柴田病院の清掃 柴田病院 柴田病院管理棟の清掃（毎週火・水曜日） 

史跡大内氏遺跡見学者用

駐車場トイレの清掃 

山口市文化財保護課 史跡大内氏遺跡見学者用駐車場トイレの清掃（毎週月・

金曜日） 

福祉医療費受給者証等の

封入・封緘 

山口市保険年金課 福祉医療費受給者証等の封入・封緘（年１回程度） 

 

３） 行事等 

開催日 内  容 

５月２４日（火） かがやき・希望の館合同会議（第１回） 

５月２６日（木） 春のお出掛け企画（秋吉台） 

６月１０日（金） ＡＥＤ講習会（児童館・福祉センター合同） 

６月２８日（火） 保健講座（熱中症予防のために） 

７月２５日（月） かがやき・希望の館合同会議（第２回） 

９月 １日（木） 避難訓練（地震） 

９月３０日（金） 実地指導 

１０月１３日（木）～２６日（水） 現場体験実習受入れ（山口総合支援学校） 

１０月２７日（木） 秋のお出掛け企画（アカシア工房見学・リンゴ狩り） 

１１月２２日（火） 感染症予防講習会（南部支所衛生委員会主催） 

１２月  ２日（金） 保健講座（インフルエンザについて） 

１２月２１日（水） かがやき・希望の館合同会議（第３回） 

１２月２３日（金） クリスマス会（忘年会）・大掃除 

令和５年 ３月 １日（水） 避難訓練（火災）（児童館・福祉センター合同） 

令和５年 ３月  ９日（木） 障害者福祉作業所研修会（障害者虐待防止・権利擁護研修会） 

 

４） 研修等 

主  催 内  容 会  場 開催日 

学校法人 YIC学院 
サービス管理責任者等 

更新研修 
YICスタジオ １１月１６日（水） 

 

５） 利用状況 

年間開所日数 ２３８日（月平均２０日） 

延べ通所者数 １，９２６名（月平均１６０名） 

１日平均利用者数 ８．１名 

年間工賃支払総額 ２，７６０，９１９円 

平均工賃（月額） ２５，５６４円（時給２７２円） 

《成果と課題》 

本年度は昨年度よりもわずかに増収となった。コロナ禍の影響もあり主軸であるオノダネイルの作業が減少

する中、清掃作業の請負先が増え、安定した収入が得られるようになったことが要因のひとつである。一方、総

収入は増額したが、利用者が１名増加した分、年間平均工賃は９００円程度下がった。 

来年度４月には利用者１名が退所する予定なので、新たな利用者の確保が今後の課題である。 
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②希望の館 

１）運営 

利用者は昨年に引き続き６名となった。就労継続支援Ｂ型の事業所として、利用者の意向、適正、障がいの

特性等を踏まえて作成した個別支援計画に基づいたサービス提供に努め、利用者個々の人格を尊重しながら、

利用者の立場に立ち支援をする。 

 

２）作業内容 

作業科目 受注先 内  容 

山口市阿知須体育センター清掃 山口市 清掃作業（週３回） 

阿知須地域交流センター周辺の除草 山口市 除草作業（６月２日～６月末） 

阿知須駅駐輪場周辺の除草 山口市 除草作業（１０月１３日～１０月末） 

山口市公衆トイレ清掃 山口市 トイレの清掃作業（週１回） 

健康福祉センター「おげんきかん」清掃 山口市社協 清掃作業（週２回） 

小郡幡部邸の除草 山口市社協 除草作業（５月６日～５月中旬） 

川西第２地域包括支援センタートイレ 

清掃 

山口市社協 トイレの清掃作業（週２回） 

川西第２地域包括支援センター駐車場 

の除草 

山口市社協 除草作業（８月１２日～８月末） 

自動車部品等成形 モルテン大津 ゴム製部品のバリとり作業 

ゴム製品の検品・梱包 王子ゴム化成 製品の梱包・資材の検品作業 

  

３）行事等 

開催日 内  容 

４月 ４日（月） 花見（阿知須築地公園） 

５月２４日（火） かがやき・希望の館合同会議（第１回） 

６月２０日（月） 山口県立宇部総合支援学校訪問 

６月２１日（火） 山口県立山口南総合支援学校訪問 

６月２３日（木） 山口県立山口総合支援学校訪問 

６月２３日（木） 避難訓練（火災） 阿知須出張所と合同 

７月２５日（月） かがやき・希望の館合同会議（第２回） 

７月２６日（火） 進路指導懇談会に参加（山口総合支援学校） 

９月 ８日（木） 避難訓練（風水害） 

１２月２１日（水） かがやき・希望の館合同会議（第３回） 

１２月２６日（月） 大掃除・お楽しみ会（忘年会） 

令和５年 ２月 ９日（木） 避難訓練（地震） 

 ３月 ９日（木） 障害者福祉作業所研修会（障害者虐待防止・権利擁護研修会） 

 ３月２３日（木） 保護者会 

 

４）研修等 

主  催 内  容 会  場 開催日 

山口県 
令和４年度 障害者虐待
防止・権利擁護研修 
（オンデマンド） 

希望の館 
１１月１８日（金）まで 

学校法人 YIC学院 
サービス管理責任者等 
実践研修 

YICスタジオ 
 
希望の館 
（講義動画） 

１０月１９日（水） 
   ・２０日（木） 
１０月７日（金）～ 
     １７日（月） 
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５）利用状況 

年間開所日数 ２３９日（月平均２０日） 

年間利用者延べ人数 １，３１３名（月平均１０９名 ） 

１日平均利用者数  ５.５名 

年間工賃支払総額  １，８０７，６６０円 

平均月額工賃（一人） ２５，１０６円（時給 ２７５円） 

  

《成果と課題》 

本年度もコロナ禍の影響で、５月下旬から８月下旬までモルテン大津の作業が激減した。一方、新たに川西第

２地域包括支援センターのトイレ清掃及び駐車場の除草作業、阿知須駅駐輪場周辺の除草作業が加わり、昨年

度を上回る収入を得ることができた。 

６月下旬から利用者確保のために、近隣の特別支援学校に訪問した。先生方から、現在の保護者の意向（作

業内容や送迎内容等）についての話を聞いた。また、７月には山口総合支援学校の進路指導懇談会にも参加し

た。 

新たな利用者の確保のため、１１月から週３日、１ルートの試験的な送迎に取り組み、送迎の課題等を研究した。

令和５年度から週５日の送迎を行うために、送迎のできる職員の募集を行ったが、応募者はなく、令和５年度も試

験的な送迎を行うことにした。 

今後も利用者の確保、継続的な受注の確保、作業の効率化を図るとともに、利用者に合った作業と適切かつ

効果的なサービス提供を行っていく。 

 

 

③地域活動支援センターⅢ型「山口市アカシア工房」   ＊受託事業 

１）事業内容：身体・精神・知的障がいをお持ちの方を対象に、就労の場や手芸品等の作製を通じて社会参加を

促す。 

２）開 設 日：延べ   ２３６日 

３）利 用 者：延べ １，７９５人 

４）実利用者：１１人【登録者：１１名】（令和５年３月３１日現在） 

５）作業内容：基礎的事業として、手芸品等の作製により創作的活動及び生産活動を行い、機能強化事業として

石見紙工業からの軽作業や山口市からの清掃作業及び地域の事業所への施設外就労等による

就労の場の提供を行っている。 

６）作業以外の行事  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 曜日 行事内容 

７ １ 金 アカシア工房家族会総会 

７ １５ 金 三谷ふれあいセンターにて清掃ボランティア及びカラオケ 

７ ２１ 木 三谷ふれあいセンターにて清掃ボランティア及びカラオケ 

８ １９ 金 ワイワイ交流会ママバンドコンサート鑑賞 

１０ ２７ 木 福祉作業所「かがやき」との交流会 

１２ ２１ 水 クリスマス会（デイケア主催） 

令和５年 ２ ２７ 月 理学療法士による健康体操教室 

３ １３ 月 避難訓練（火災想定）保健センター合同 

   ３ １７ 金 研修旅行（アカシア工房家族会主催） 
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《成果と課題》 

年度当初は、作業生１２名であったが、一人家庭の事情で７月から施設入所となり１１名となった。通所に関する

問い合わせは１件あったが、通所には繋がらなかった。 

今年度は、地域に出かけることに積極的に取り組んだ。新しく施設外就労、清掃ボランティアやカラオケなどを体

験し成果が得られた。 

昨年までは小規模作業所として生産活動に重点をおき気味であったが、作業生の選択肢を広げるためにも、創

作的活動や社会との交流の促進を行っていく必要性を感じている。作業生が自立した日常生活及び社会生活が送

れるように、今後も色々な体験を通じて支援をしていく。 

 

 

 ３）障がい者の居宅介護事業の実施 

 

 
サービス内容 

延べ利用者数 身体介護 家事援助 通院介助 同行援護 重度訪問介護 

阿東      ６０名 １３８時間 ６４１時間 ５３時間 １０６時間 ０時間 

南部    １０８名 0時間 ６７６．４時間 ８．７５時間 ９６．２５時間 ０時間 

合計    １６８名 １３８時間 １３１７．４時間 ６１．７５時間 ２０２．２５時間 ０時間 

 

《成果と課題》 

昨年度と比較し、全体的に延べ利用者数は減少している。  

南部訪問介護では登録訪問介護員の定年による退職や高齢化により、重度訪問介護や身体介護の支援が難

しくなってきており、人員の確保が課題である。 同行援護の支援については有資格保持者が限られているため

対応ができないこともあった。また、身体介護は利用者の入院により実績のない状況であった。 

 あとう訪問介護では、令和４年度中に利用者の増減は無かった。令和５年度は新規を１件受入予定である。山

間部である阿東地域では、同行援護で旧山口市内へ外出する事がしばしばあり、外出先での土地勘がある職員

が少なく、特定の職員による支援となっていることが課題である。 
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重点事業Ⅱ 

「第２次山口市社会福祉協議会活動基盤強化計画」の推進（平成３０年度～令和４年度）  

及び「第３次山口市社会福祉協議会活動基盤強化計画」の策定 

１ 第３次山口市社会福祉協議会活動基盤強化計画会議の開催 

  【基盤強化計画会議】 

回 開催日 協  議  内  容 

 

第１回 

 

５月２６日（木） 

１． 第３次山口市社協活動基盤強化計画ベース（案）について 

２． 策定スケジュールについて 

第２回  １１月２日（水） １．第３次山口市社協活動基盤強化計画（案）について 

 

【事務局長・課長会議】 

    回    開催日                   協  議  内  容 

第１回 ４月１５日（金） ・第３次山口市社協活動基盤強化計画 令和４年度策定スケジュールについ

て 

第２回 ６月１７日（金） 
・第３次山口市社協基盤強化計画ベース（案）について 

・今後の進め方について 

第３回 ７月１５日（金） 

・第３次基盤強化計画ベース（案）について 

・主な対応策を協議する場について 

・策定スケジュールの確認について 

第４回 ９月１３日（火） ・第３次基盤強化計画（素案）について 

第５回 １０月１２日（水） 

・第３次基盤強化計画（素案）について 

・策定スケジュールの確認について 

・山口市社協BCP作成について 

第６回 

 

１１月１５日（火） 

 

・第３次基盤強化計画（案）について 

・山口市社協BCP（素案）について 

第７回 １１月２４日（木） ・山口市社協BCP（案）について 

第８回 
令和５年 

１月２７日（金） 
・山口市社協 BCP（案）について 

 

【部門担当者会議】 

回  開催日                      協  議  内  容 

第１回 

（全体会） 

５月１９日（木） 

 

１．第３次山口市社協活動基盤強化計画ベース（案）について 

  具体的対策、実施年次、主管課等について協議 

第１回 

（組織・人材部

門） 

６月２９日（水） 

 

１． 第２次山口市社協活動基盤強化計画から第３次活動基盤強化計画へ反

映させるべき項目について 

２．第３次山口市社協活動基盤強化計画の様式について 

第１回 

（財政部門） 

６月２９日（水） 

 

１． 第２次山口市社協活動基盤強化計画から第３次山口市社協活動基盤強

化計画へ反映させるべき項目について 

２．第３次山口市社協活動基盤強化計画の様式について 

第２回 

（全体会） 
７月１４日（木） １．第３次山口市社協活動基盤強化計画ベース（案）について 

第３回 

（全体会） 
９月 ２日（金） １．第３次山口市社協活動基盤強化計画（素案）について 
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《成果と課題》    

  基盤強化計画会議では、今年度の推進方法及び第３次計画の策定について協議を行った。 

新型コロナウイルス感染症のため、社会状況が大きく変化したため、令和３年度から第３次基盤強化

計画の策定に取り組み、今年度も基盤強化計画会議及び事務局長・課長会議、部門担当者会議を定期

的に開催し、第３次計画を完成した。 

第２次計画では、山口市社協の課題をテーマにして部門建てを行い、職員自身が課題について考え、

ボトムアップでの計画策定を行った結果、取組項目が８８と多く、計画どおりの実行が困難になった項目

が多くあった。第３次計画では、その反省を踏まえ、課長・主幹・主査等の部門担当者が計画策定に取り

組み、計画期間においても定期的に進行管理を図りながら計画の推進を図る。 

 

主要事業 

 １ 自律した法人運営と「働き方改革」の推進 

  （１）就業関連規程に基づいた「働き方改革」の推進 

① 雇用形態別（正規・継続・嘱託・臨時）に責任の重さを周知し実行 

② 正規職員への転換（正規職員採用試験）を周知 

③ 就業管理システムによる勤怠管理の導入 

④ 新型コロナウイルス感染症に伴う病気休暇及び学校における臨時休業期間の特別休暇の整備（特例措置） 

⑤ 均等待遇に位置づけられる通勤手当の改善  

⑥ 健康診断に要する時間を職務専念義務免除する労働時間として位置づけ 

⑦ 放課後児童クラブ支援員及び補助員就業規程を整備   など 

 

（２） 組織基盤の整備 

１） 住民会員（一般会員）会費の周知の徹底 
 

会費項目 

（一口金額） 

山口地域 

（５００円） 

小郡地域 

（５００円） 

秋穂地域 

（５００円） 

阿知須地域 

（５００円） 

徳地地域 

（５００円） 

阿東地域 

（５００円） 

会員数 ４６，０８４ ４，９６９ ２，０９３ ３，３７７ ２，００５ ２，０３６ 

金額（円） ２３，０４２，２５０ ２，４８４，５００ １，０４６，５００ １，６８８，６１０ １，００２，５００ １，０１８，４００ 

合  計（円）         ３０，２８２，７６０ 

                                                  ※前年度比 １０４，７３５円減 

 

２） 住民会員（一般会員）会費以外〔市内統一〕の周知の徹底 
 

会費項目 

（一口金額） 

特別会員会費 

（１，０００円） 

組織会員 

（団体会員）会費 

（３，０００円） 

組織会員 

（施設会員）会費 

（７，０００円） 

賛助会員会費 

（５，０００円） 

件 数 ７６ ８６  ５０ ２０６ 

金額（円） ９３１，０００ ２７６，０００ ３６４，０００ １３１３，０００ 

合  計（円） ２，８８４，０００ 

                                         ※前年度比 ６，０００円減 
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○新たな事業所等に対する賛助会員会費の増強・拡大 

本年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況を鑑み、訪問による新規事業所開拓を積極的には行

わなかった。例年どおり、本会職員が関わりのある事業所に対して、賛助会員への加入をお願いした。 

 

３） 善意銀行の周知と適正な配分実施 
 

寄附項目 一般寄附 香典返し 資産積立 合  計 

件数（件） ７２ ２５２ １ ３２５ 

金額（円） ２，１８５，１７７ １４，５６９，０００ ３，４００ １６，７５７，５７７ 

※前年度比 ３，４４１，５００円減 

 

（３）法人の運営 
 
１） 理事会及び評議員会の開催 

 

開催日（会議名） 内   容 

４月１２日（火） 

（第１回理事会） 

議案第１号 会長の選定について 

 

 

６月１０日（金） 

（第２回理事会） 

報告第１号 「介護保険関連事業」及び「障害者総合支援関係事業」運営規程の一部改正に

ついて 

報告第２号 会長、常務理事の職務執行状況について 

（提出議案） 

議案第１号 令和３年度 事業報告について 

議案第２号 令和３年度  収支決算報告について 

議案第３号 令和４年度  資金収支第一次補正予算（案）について 

議案第４号 第１回評議員選任・解任委員会の開催（案）について 

議案第５号 第１回評議員選任・解任委員会に提出する評議員の選任候補者の推薦（案）に

ついて 

議案第６号 定時評議員会の開催（案）について 

議案第７号 理事候補者の提案について 

議案第８号 理事・監事・評議員の選出基準に関する規程を廃止する規程（規程１０３号）の制

定（案）について 

議案第９号 嘱託職員就業規程（規程第１４号）の一部改正（案）について 

議案第 10号 給与規程（規程第１８号）の一部改正（案）について 

議案第 11号 自動車管理規程（規程第３４号）の全部改正（案）について 

議案第 12号 居宅介護及び同行援護（障害者関連）事業運営規程の一部改正（案）に 

         ついて 

議案第 13号 山口市アカシア工房 山口市地域活動支援センター事業運営規程（規程 

第９８号）の一部改正（案）について 
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開催日（会議名） 内   容 

６月２８日（火） 

（定時評議員会） 

（提出議案） 

議案第１号 令和３年度  事業報告について 

議案第２号 令和３年度  収支決算報告について 

議案第３号 令和４年度 資金収支第一次補正予算（案）について 

議案第４号 理事の選任（案）について 

議案第５号 居宅介護及び同行援護（障害者関連）事業運営規程の一部改正（案）について 

        ・南部指定居宅介護（重度訪問介護）事業運営規程（規程第４５号） 

        ・あとう指定居宅介護（重度訪問介護）事業運営規程（規程第６７号） 

        ・同行援護事業運営規程（南部訪問介護事業所）（規程第７５号） 

        ・同行援護事業運営規程（あとう訪問介護事業所）（規程第７７号） 

議案第６号 山口市アカシア工房 山口市地域活動支援センター事業運営規程（規程第９８

号）の一部改正（案）について 

 ９月２７日（火） 

（第３回理事会） 

【決議の省略の方法

（書面決議）】 

 

 

報告第１号 「介護保険関連事業」運営規程の一部改正について 

報告第２号 育児・介護休業等に関する規程（規程７８号）の一部改正について 

報告第３号 会長、常務理事の職務執行状況について 

（提出議案） 

議案第１号 定款の一部改正（案）について 

議案第２号 事務局規程（規程第６号）の一部改正（案）について 

議案第３号 第２回評議員会の開催（書面決議）について 

１０月１７日（月） 

（第２回評議員会） 

【決議の省略の方法

（書面決議）】 

（提出議案） 

議案第１号 定款の一部改正（案）について 

議案第２号 事務局規程（規程第６号）の一部改正（案）について 

 

１２月１９日（月） 

（第４回理事会） 

報告第１号 会長、常務理事の職務執行状況について 

(提出議案) 

議案第１号  就業関連規程の一部改正（案）について 

議案第２号  給与規程の一部改正（案）について 

議案第３号 役職員の健康情報等の取扱規程の制定（案）について  

議案第４号  虐待防止及び身体拘束等適正化検討委員会設置規程の制定（案）について 

議案第５号  「介護保険関連事業」及び「障害者総合支援関連事業」運営規程の一部改正

（案）について 

（１） しらさぎ会館障害者地域活動支援センター事業運営規程（規程第４３号） 

（２）  南部指定居宅介護（重度訪問介護）事業運営規程（規程第４５号） 

（３） 指定就労継続支援（B型）事業運営規程（規程第５５号） 

（４） あとう指定訪問看護ステーション運営規程（規程第６１号） 

（５） あとう指定訪問看護ステーション介護予防訪問看護運営規程（規程第 

６４号） 

（６） あとう指定居宅介護（重度訪問介護）事業運営規程（規程第６７号） 

（７） 移動支援事業運営規程【南部訪問介護事業所】（規程第７１号） 

（８） 移動支援事業運営規程【あとう訪問介護事業所】（規程第７３号） 

（９） 同行援護事業運営規程【南部訪問介護事業所】（規程第７５号） 

（１０） 同行援護事業運営規程【あとう訪問介護事業所】（規程第７７号） 

（１１） 山口市アカシア工房山口市地域活動支援センター事業運営規程（規程第

９８号） 
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開催日（会議名） 内   容 

令和５年 

３月１４日（火） 

（第５回理事会） 

報告第１号 「介護保険関連事業」及び「障害者総合支援関係事業」運営規程の一部改正 

について 

報告第２号 会長、常務理事の職務執行状況について 

（提出議案） 

議案第１号 経理規程（規程第２２号）の一部改正（案）について 

議案第２号 令和４年度 資金収支第二次補正予算（案）について 

議案第３号 令和５年度 事業計画（案）について 

          ・第３次山口市社協活動基盤強化計画の令和５年度取組事業 

議案第４号 令和５年度 資金収支予算（案）について 

議案第５号 「役員等損害賠償責任保険」契約締結の提案について 

議案第６号 就業関連規程の一部改正（案）について 

議案第７号 嘱託職員就業規程（規程第１４号）の一部改正（案）について 

議案第８号 臨時職員就業規程（規程第１５号）の一部改正（案）について 

議案第９号 就業関連３規程の一部改正（案）について  

・登録訪問介護員就業規程（規程第５６号） 

・登録生活支援員就業規程（規程第９５号） 

・放課後児童クラブ支援員及び補助員就業規程（規程第９７号） 

議案第 10号 給与規程（規程第１８号）の一部改正（案）について 

議案第 11号  育児・介護休業等に関する規程（規程第７８号）の一部改正（案）について 

議案第 12号 第２回評議員選任・解任委員会の開催（案）について 

議案第 13号  第２回評議員選任・解任委員会に提出する評議員の選任候補者の推薦 

（案）について 

議案第 14号 評議員選任・解任委員会運営細則の一部改正（案）について 

議案第 15号 残期間に伴う評議員選任・解任委員会委員の選任（案）について 

議案第 16号 第２回評議員会の開催（案）について 

令和５年 

３月２３日（水） 

（第３回評議員会） 

 

（提出議案） 

議案第１号  令和４年度 資金収支第二次補正予算（案）について 

議案第２号 令和５年度 事業計画（案）について 

議案第３号 令和５年度 資金収支予算（案）について 

議案第４号 虐待防止及び身体拘束等適正化検討委員会設置規程の制定（案）について 

議案第５号  「介護保険関連事業」及び「障害者総合支援関連事業」運営規程の一部改正

（案）について 

（１） しらさぎ会館障害者地域活動支援センター事業運営規程（規程第４３号） 

（２） 南部指定居宅介護（重度訪問介護）事業運営規程（規程第４５号） 

（３） 指定就労継続支援（B型）事業運営規程（規程第５５号） 

（４） あとう指定訪問看護ステーション運営規程（規程第６１号） 

（５） あとう指定訪問看護ステーション介護予防訪問看護運営規程（規程第 

６４号） 

（６） あとう指定居宅介護（重度訪問介護）事業運営規程（規程第６７号） 

（７） 移動支援事業運営規程【南部訪問介護事業所】（規程第７１号） 

（８） 移動支援事業運営規程【あとう訪問介護事業所】（規程第７３号） 

（９） 同行援護事業運営規程【南部訪問介護事業所】（規程第７５号） 

（１０） 同行援護事業運営規程【あとう訪問介護事業所】（規程第７７号） 

（１１） 山口市アカシア工房山口市地域活動支援センター事業運営規程（規程第

９８号） 
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２） 監査の実施 
 

開催日 内        容 

５月２４日（火） 令和３年度  監査（財務監査・事業監査） 

 

３） 評議員選任・解任委員会の開催 
 

開催日 内        容 

６月１３日（月） 

（第１回評議員選任・解任委員会） 
議案第１号 評議員の選任（案）について 

令和５年 ３月１５日（水） 

（第２回評議員選任・解任委員会） 
議案第１号 評議員の選任（案）について 

 

（４） 運営体制の強化 

１） 月例会議の開催 

本会事務事業の円滑な推進に向けた調整・協議・連絡事項を内容とした会議を開催した。 

〇年間開催回数 １１回（月１回開催 ８月を除く。） 

   ※４月及び１月は全所属長を招集 

 

２） 事業調整会議の開催 

各事業について市内全域を対象に推進するため、下表のとおり事業調整会議を開催した。 

なお、毎回、地区福祉員協議会、地区民児協定例会に出席する際の情報提供資料の確認を行った。また、毎回

生活支援コーディネーターに関する報告も行った。昨年度同様に本会議とは別に小グループで課題を協議する場

（コア会議）を設け、山口市地域福祉計画・山口市地域福祉活動計画の取り組みとリンクさせて協議した。なお、こ

の調整会議で小グループ（コア会議）の協議結果を報告し、共通認識を図った。 

  〇年間開催回数 １２回（月１回） 
 

開催日 協 議 内 容 

４月２１日（木） 
・事務分掌等について 

・各事業の伝達と依頼等 

５月３１日（火） 
・福祉教育・サロンマップ作成事業等について 

・各事業の伝達と依頼等 

６月３０日（木） 
・民児協ブロック研修会・ふれあい型給食サービス事業等について 

・各事業の伝達と依頼等 

７月２８日（木） 
・２４時間テレビ・有償在宅福祉サービス等について 

・各事業の伝達と依頼等 

８月２６日（金） 
・子育てサロン支援事業・ふれあい型給食サービス等について 

・各事業の伝達と依頼等 

９月２７日（火） 
・福祉機器リサイクル事業等について 

・各事業の伝達と依頼等 

１０月２６日水） 
・生活支援コーディネーター・福祉機器リサイクル事業等について 

・各事業の伝達と依頼等 

１１月２９日（火） 
・福祉員の改選等について 

・各事業の伝達と依頼等 
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開催日 協 議 内 容 

１２月２７日（火） 
・福祉教育について・地域福祉活動計画等について 

・各事業の伝達と依頼等 

令和５年 

１月３１日（火） 

・サロン活動実態調査の実施・チェアキャブ等について 

・各事業の伝達と依頼等 

２月２４日（金） 
・福祉員関係について 

・各事業の伝達と依頼等 

３月２３日（木） 
・来年度の各事業等について 

・各事業の伝達と依頼等 

 

《成果と課題》 

 事業の内容確認や調整の他、情報の共有や職員の意識統一が図れた。地域福祉課の実施事業は多く、解決す
べき課題もコロナ禍の中多々あった。小グループ（コア会議）を活用し、課題解決や地域活動の活性化を図っていき
たい。 
 
 

（５） 共同募金運動への協力 

１） 一般募金（目標額：３２，１４０，０００円） 

（単位：円） 

募金種別 令和４年度実績 令和３年度実績 前年度比 

戸 別 募 金 ２２，６２８，５２１ ２２，９０６，１１１ △２７７，５９０ 

法 人 募 金 ２，６０３，６８８ ２，６１１，８８０ △８，１９２ 

募 金 百 貨 店 ３５２，２２７ ３６６，８６０ △１４，６３３ 

職 域 募 金 １，５９３，３７４ １，７４５，５１３ △１５２，１３９ 

街 頭 募 金 １８１，５０６ １３２，８３６ ４８，６７０ 

興 行 募 金 ３５６，１６５ １８６，３８１ １６９，７８４ 

そ の 他 １，９８７，１６２ ２，００２，９４２ △１５，７８０ 

合 計 ２９，７０２，６４３ ２９，９５２，５２３ △２４９，８８０ 

 

２） 歳末たすけあい募金（目標額：１２，０００，０００円）  
                                                        （単位：円）  

募金種別 令和４年度実績 令和３年度実績 前年度比 

戸 別 募 金 １０，２８２，３３７ １０，５３１，６３１ △２４９，２９４ 

学 校 募 金 ２２９，４７７ ２９６，９０６ △６７，４２９ 

そ の 他 の 募 金 ５９１，９７４ ５５７，０９７ ３４，８７７ 

合 計 １１，１０３，７８８ １１，３８５，６３４ △２８１，８４６ 

 

３） 災害義援金 

〇実績額： ３０，０００円 

 

４） 行事の内容 

開 催 日 内  容 備  考 

４月１１日（月） 山口市共同募金委員会監事会 監事３名 事務局 

６月１日（水） 募金箱イラストコンテスト作品募集 赤い羽根賞 １点 アピール賞  ４点 
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開 催 日 内  容 備  考 

～７月１５日（金） 応募作品 ５７点 アイデア賞  ４点 

７月４日（月） 山口市共同募金委員会運営委員会 運営委員１２名 監事１名 事務局 

７月２０日（水） 山口市共同募金委員会審査委員会 共同募金及び歳末たすけあい募金配分決定 

８月８日（月） 山口市共同募金委員会推進委員会 推進委員３５名 事務局 

１０月１日（土） 共同募金開始行事、街頭募金 山口井筒屋前 

１０月１５・２２日（土） 街頭募金、街頭宣伝 中市商店街 

１０月～１２月 法人、職域募金 山口市内全域 

１１月１２日（土） チャリティーゴルフ大会 湯田カントリークラブ 参加者５８名 

令和５年 

２月２４日（金） 

山口市共同募金委員会審査委員会 令和４年度歳末たすけあい配分報告 

令和５年度共同募金配分計画 

 

《成果と課題》 

  昨今の社会情勢の不安に合わせ、共同募金は年々募金実績が減少しており、一般募金及び歳末たすけあい募金

共に昨年度の実績を下回った。内訳としては、戸別募金の減少が著しい半面、コロナウイルス感染症でのイベントの

自粛が解除された結果、イベントの再開があり、その募金額は増額であった。 

また、昨年から始めたイラストコンテストを今年度も実施し、小学生から高校生まで幅広く５７点の応募があった。 

配分事業においては、共同募金の目的に沿った使途となるよう本会内で担当者会議を開催し、事業の再考を図る

とともに、予算編成会議においても、共同募金を財源とする事業の見直しについての協議を行ったが、配分事業の決

定までには至っていない。次年度、引き続き調整をして結論出すことになる。 

募金額が減少している中において、早急に配分事業の見直しを行い、併せて目的に沿った分かりやすい形での募

金活動すすめる必要がある。 

 

 （６） 福祉サービス事業に関する苦情解決の取り組み 

○苦情の受付状況 

サービス内容 件数 サービス内容 件数 

社協法人運営（住民会員会費） １ 放課後児童クラブ運営   ３ 

組織改編  有償在宅福祉サービス １ 

福祉資金等貸付・交付  介護機器等貸出事業 １ 

地域福祉権利擁護事業 １ チェアキャブ貸出事業  

社協施設の利用  移送サービス  

介護保険サービス（相談）  共同募金・歳末たすけあい募金  

介護保険サービス（訪問） ５ 社協ホームページ  

介護予防事業関連  社協だより記載ミス・記載漏れ １ 

介護保険施設との行き違い  給与・労務事務 １ 

障害福祉サービス（相談）  職員のモラル（ＳＮＳ）  

障害福祉サービス（訪問）  職員対応・態度 ５ 

障害福祉サービス（通所）  職員の交通マナー  

民生委員・児童委員活動  個人情報の取り扱い ２ 

福祉員活動 １ 本所の施設管理  

地区社協運営 １ マイクロバス運行事業 １ 

情報開示 １ 事業調整 １ 

  合計 ２６ 
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○令和４年度 苦情解決関係者研修会 

開催日  令和５年１月３０日（月）  午後２時～４時 

会 場   山口市社会福祉協議会 本所 会議室 

講 師  山口県福祉サービス運営適正化委員会 主査 西村千恵 氏 

内 容  「苦情解決関係者の役割と苦情解決のポイントについて」 

        「山口市社会福祉協議会の苦情対応状況について」 

参加者  ８名（第三者委員３名、苦情解決責任者１名、苦情受付担当者４名） 

 

○令和４年度 苦情解決責任者研修会 

開催日  令和５年２月１４日（火）  午後０時５０分～４時 

会 場  山口県セミナーパーク 講堂 

内容及び講師   【報告】「福祉サービス運営適正化委員会での苦情受付状況について」 

                 山口県福祉サービス運営適正化委員会事務局 

            【講義①】「事業所段階での苦情解決における苦情解決責任者の役割について」 

                  宇部フロンティア大学短期大学部 教授 近藤鉄浩氏 

（山口県福祉サービス運営適正化委員会 苦情解決部 部会長） 

            【講義②】「苦情解決責任者に求められるリスクマネジメント」 

                  通山法律事務所 弁護士 通山和史氏 

（山口県福祉サービス運営適正化委員会 苦情解決部 副部会長） 

 

《成果と課題》  

福祉サービス事業に関する苦情解決体制は、苦情解決責任者、苦情受付担当者、第三者委員の委嘱により

体制を整えている。本年度の苦情等の申し出は、昨年度から増加し、２６件であった。 

苦情の内容は、介護保険サービス（訪問）に関するものと職員の対応・態度に関するものが５件と最も多く、次

に放課後児童クラブに関するものが３件となっている。中には、同じ人からの苦情が続くケースもあった。 

苦情受付・相談の心構えとしては、先ずは傾聴の姿勢で申出人の話をとにかく聞くことが大切である。今年度

最多の職員対応・態度に関する苦情については、初期対応の仕方を含めて、改めて職員教育を行う必要がある。 

 

（７）関係機関等との渉外・その他調整等 

１) 中国・四国都市社会福祉協議会連絡協議会第６０期（令和４年度）定期総会及び研修会 

中国・四国地域には昭和３８年に中国･四国都市社会福祉協議会連絡協議会が結成されている。昨年度から

２年間、島根県松江市社会福祉協議会が事務局引き受けとなっている。令和４年度は、新型コロナウイルス感染

症対策を図りながら以下の事業が執行された。 

 運営委員会 

 〇開催日      ８月２６日(金) 

 〇方 法      オンライン会議 

 〇参加者      会長－１名、運営委員－５名、監事－２名、事務局－３名 

             ※山口市社会福祉協議会事務局長が運営委員として参加 

定期総会 

〇方 法       新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、書面決議で実施 
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研修会 

 〇開催日      令和５年１月２５日(水) 

 〇方 法      オンライン研修 

 〇内 容      【講演会】 地域共生社会実現に向けた社会福祉協議会のこれから 

             【講 師】 一般社団法人コミュニティーネットハピネス 代表理事 土屋 幸己 氏 

             【情報交換】 地域共生社会実現に向けた各社会福祉協議会での取り組み 

 ○本会参加者  ８名（常務理事・事務局長・事務局次長・課長・総務課主幹） 

 

 

 

２） ソーシャルワーク実習等の引受 

福祉現場の実習等については、山口県内の大学（福祉学部）及び福祉職をめざす山口市出身者、福祉事務

所等からの相談･依頼を受けて、本会としてソーシャルワーク実習Ⅱ等を積極的に引受け、人材育成に努めた。 

学 校 名 実習人員 実 習 期 間 実習受入部署 

西南女学院大学 

保健福祉学部 
１名 ９月１２日（月）～９月２６日（月） 

山口市社会福祉協議会本

所兼北部支所 

 

久留米大学 

文学部社会福祉学科 
1名 ８月１９日（金）～９月２６日（月） 

山口県立大学 

社会福祉学部 

社会福祉学科 

 

３名 

 

８月１９日（金）～９月９日（金） 

山口県立大学 

社会福祉学部 

社会福祉学科 

１名 
８月１６日（火）～９月６日（火） 

〔内１５日間〕 

山口市川西地域包括支援

センター 

 

２ 財源の新規開拓と効果的な法人及び事業運営による経営基盤の強化 

（１）予算編成会議の開催 

回 開催日 協  議  内  容 

第１回 ５月１２日（木） 

１．令和３年度決算処理の状況について  

２．令和４年度第１次補正予算について 

３．その他共同募金事業について 

 

第２回 
６月１６日（木） 

１．令和５年度サマーレビューについて 

２．共同募金の活用について 

第３回 ９月２６日（月） 

１・山口市社協の自主財源の推移について 

２．委託・補助・指定管理事業の予算要望について 

３．積立金の運用について 

４．車両配置について 
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回 開催日 協  議  内  容 

第４回 
１０月２８日（金） 

 

１．予算要望提出事業の状況について 

２．自主財源の伴う各事業の新年度予算について 

３．積立金の運用について 

４．車両の配置について 

第５回 １２月９日（金） 

１．自主財源の収入の推移について 

２．令和５年度で予算確保が必要な案件について 

３．共同募金配分金事業について 

４．積立金の運用について 

５．各種システム経費、顧問弁護士等の経費按分について 

第６回 
令和５年 

１月１１日（水） 
・令和５年度予算について 

 

《成果と課題》   

 山口市社会福祉協議会活動基盤強化計画の中の財源確保部門の一環として、予算削減に努め、適切

な事業配分を行うため、６回にわたり管理職及び予算管理責任者で年間を通じて、予算編成会議を行っ

た。 

テーマを毎回定め、委託・補助・指定管理事業及び自主財源事業の見直し、共同募金の活用について、

積立金の運用について、車両の配置についてなどの協議を行った。 

特に、会費や寄附金、共同募金などが年々減少しており、自主財源を活用している事業の精査や車両

維持管理経費及び事務経費の削減策については、毎回議題に挙げ協議を行った。 

 

３ 社協の経営理念に基づいた計画的な人材の育成・確保の仕組みづくり

（１）職員研修会の開催 

回数 開催日 内  容 講  師 対象者及び実施方法 

第 1回 ７月７日（木） OJTについて（第１弾） 

・講義 

山口市福祉センタ

ー 石丸館長 

所属長職員 

（集合形式） 

第２回 １０月１７日（月） 本社協の状況分析と強化案につい

て（職位ごとのグループワーク） 
------ 

正規職員 

（集合形式） 

第３回 １２月１３日（火） OJTについて（第２弾） 

・「私の実践」記録の共有 

（グループワーク） 

山口市福祉センタ

ー 石丸館長 

所属長職員 

（集合形式） 

第４回 令和５年 

３月１５日（水） 

第３次山口市社会福祉協議会活動

基盤強化計画（案）について 

松村次長 全職員 

（オンライン形式） 

※オンデマインド形式

含む 

 
《成果と課題》 

  研修委員会で内容を協議し毎年定例で職員研修会を実施している。 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症防止の対応を図りながら、オンライン形式と集合形式での研修会を行

った。令和４年度は、内容によって対象職員を分けて行い、特にディスカッションが必要な内容については、グルー

プワークの形で行った。更に、第３次山口市社会福祉協議会活動基盤強化計画（案）の説明は、業務の都合で参加

できない職員のために、録画を行い後日視聴できるようにした。 
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関連事業 

１ 広報・啓発活動の充実・強化 

（１） 社会福祉功労者等表彰状・感謝状贈呈式の開催 

○開催日  １０月７日（金）午後１時３０分～２時３０分 

○会 場   山口県総合保健会館 多目的ホール 

○参加者   ６９名（内被表彰者６５名・感謝状贈呈者４名） 

○内 容 

  表 彰  本会表彰規程に基づき、社会福祉事業関係功労者等の表彰を行い、その功績を讃えた。 

部 門 個人 団体 

被 表 彰 者 １３５名 １３団体 

感謝状贈呈者 ８名 ２団体 

《成果と課題》 

今年度も記念講演は行わず、被表彰者・感謝状贈呈者を対象に「社会福祉功労者等表彰状・感謝状贈呈式」を

開催しその功績を讃えた。今年度は、民生委員・児童委員の一斉改選や福祉員の３年任期最終年にあたり、活動

歴９年目の受賞者が多く、表彰者件数は１４８件(個人・団体)、感謝状贈呈者は１０件(活動者・寄付者)であった。 

 ３年続けて「社会福祉功労者等表彰状・感謝状贈呈式」の形で実施したが、次年度以降も社会状況を鑑み、また、

幅広く意見を聞きながら、時代に合った形ですすめたい。 

 

（２） 機関紙「山口市社協だより（こちら社協です）」の発行 

○事業内容：年６回「山口市社協だより（こちら社協です）」を発行し、各戸及び関係機関へ配付した。 

本会事業や福祉団体の活動紹介、福祉サービスの情報を掲載し、市民から親しまれる紙面づくりに努

力した。また、表紙・裏表紙はカラー刷りとなっている。 

   

 

 

 

《成果と課題》 

 今年度も年６回「山口市社協だより(こちら社協です)」を発行した。 

昨年度から経費削減のため頁数を１２頁から８頁に減らしているため、掲載記事を広報委員会でしっかりと厳選し、

掲載しきれない内容については、ホームページで紹介するなど、広報活動を工夫した。 

 また、本会のイメージキャラクターの「タスくん、ふれっぴー」を積極的に活用し、キャラクターの周知と親しみやす

い紙面づくり及び記事の質の向上に取り組んだ。 

 

２ 福祉団体への支援・協力 
（１） 山口市ボランティア連絡協議会の運営 
   ・加入団体・個人      団体１０１グループ  個人１８名 

   （内新規団体・個人     団体  ３グループ  個人 ０名） 

    ・解散・退会団体・個人  団体  ３グループ  個人 ７名 

 

発行月 発行部数 発行回数（頁） 配布先 

４・６・８・１０・１２・２月 各７４，７００部 ６回（８頁） 各戸、関係機関 
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  〇事業内容 

本年度も、役員会とボランティア相互の連携を深めるため視察研修や交流会を行った。 

開催日 内    容 会  場 参加者数 

４月１８日

（月） 

令和４年度 

山口市ボランティア連絡協議会総会 

山口県総合保健会館 

第１研修室 

７３団体 

個人１４名 

５月１６日

（月） 

第 1 回 

山口市ボランティア連絡協議会役員会 

山口市社会福祉協議会 

南部支所 
１１名 

７月１１日

（月） 

第２回 

山口市ボランティア連絡協議会役員会 

山口市社会福祉協議会 

南部支所 
１１名 

７月２１日

（木） 

視察研修（宇部市ボランティア連絡協議

会と交流） 
宇部市 ２２名 

９月１２日

（月） 

第３回 

山口市ボランティア連絡協議会役員会 

山口市社会福祉協議会 

南部支所 
１４名 

１０月１日

（土） 
赤い羽根共同募金オープニング行事 山口井筒屋前 １名 

１０月１５日

（土） 
赤い羽根共同募金 街頭募金活動① 中市商店街 

２団体 

７名 

１０月２２日

（土） 
赤い羽根共同募金 街頭募金活動② 中市商店街 

４団体 

１１名 

１０月２９日

（土） 
ふれあいレク大会（式典参加） 

山口県身体障害者福祉セ

ンター 
２名 

１１月９日 

（水） 

第４回 

山口市ボランティア連絡協議会役員会 

山口市社会福祉協議会 

南部支所 
１３名 

１１月１０日

(木) 
山口県総合社会福祉大会（動員） KDDI ホール １４名 

１１月２２日

（火） 
山口市ボランティア連絡協議会交流会 

山口県総合保健会館 

多目的ホール 

８７名 

一般 ７名 

計 ９４名 

令和５年 

１月３０日

（月） 

第５回 

山口市ボランティア連絡協議会役員会 

山口市社会福祉協議会 

南部支所 
１４名 

２月２７日

（月） 
山口県ボランティア交流大会 

山口県総合保健会館 

多目的ホール 

オンライン 

山口市  

 ４６名 

全体  

約２５０名 

     

３月２７日

（月） 

第６回 

山口市ボランティア連絡協議会役員会 

山口市社会福祉協議会 

南部支所 
１３ 名 

随時 
山口市ボランティア連絡協議会支援事業 

（メニュー事業） 
２件 ― 

 
 

《成果と課題》  

一本化した山口市ボランティア連絡協議会の運営は８年目に入った。 

今年は本来研修会の年だったが、昨年度新型コロナウイルス感染症拡大により研修会と入れ替えたため視

察研修を開催し、県ボランティア連絡協議会加入市町である宇部市ボランティア連絡協議会との交流を行っ

た。 

１１月に開催した交流会では加入グループである「朗読グループまごころの会」と「たんぽぽ会」から活

動発表を行った。今回のパネルの展示では、加入グループ以外に山口県警察等の外部団体からの出展もあっ



   

- 82 - 

た。また、参加制限を設けず、一般市民に参加の呼びかけを行い数名の参加者が来られた。 

新型コロナウイルスの感染拡大により、活動が減ったりできなくなったという団体の声を多数聞いた。会

員の高齢化や後継者問題等で解散・退会する団体・個人が相次いだ中、新しい団体が３つ加入された。 

独自事業である支援事業（補助金）の利用が近年２団体となっている。今後も周知と利用を増やすことが

課題である。 

感染拡大防止の策を講じるだけでなく、今後も山口市ボランティア連絡協議会への加入促進、発展、交流

につながる取り組みを考え、役員の方と協議し活動の支援を行う。 

 

（２） 山口市民生委員児童委員協議会の運営   ＊受託事業 

〇事業内容 

開 催 日 内  容 会場等 

４月４日(月) 監事会 山口市社会福祉協議会 本所 

４月１２日(火) 会長・副会長会議（第１回） 山口市社会福祉協議会 本所 

４月６日（水）～１５日(金） 春の全国交通安全運動 １２地区民児協実施 

４月１９日(火) 山口市民生委員児童委員協議会総会 山口県健康づくりセンター 

５月５日(木)～１１日(水) 児童福祉週間   

５月１２日(木)～１８日(水) 民生委員児童委員の日 活動強化週間   

５月１５日（日) 民生委員児童委員の日 一斉取組日   

５月２０日(金) 高齢福祉部会研修会（第１回） 山口県健康づくりセンター 

５月２０日(金) 地域福祉部会研修会（第１回） 山口県健康づくりセンター 

５月２４日(火) 主任児童委員連絡会議（第１回） 山口県健康づくりセンター 

５月２６日(木) 児童福祉部会研修会（第１回） 山口県健康づくりセンター 

６月６日(月) 会長・副会長会議（第２回） 山口市社会福祉協議会 本所 

６月７日(火) 現任民生委員・児童委員研修会（県社協主催） 山口県セミナーパーク 

６月１６日(木) 理事会（第１回） 防長苑 

７月１日（金) 青少年健全育成・社会を明るくする運動式典・

パレード            →中止 

  

７月１１日(月)～２０(水) 夏の交通安全県民運動 ９地区民児協実施 

７月２７日(水) ブロック別研修会 中央部・北部 

（大殿・白石・湯田・吉敷・平川・大歳） 

（仁保・小鯖・大内・宮野・徳地・阿東） 

山口県健康づくりセンター 

７月２９日(金) ブロック別研修会 南部 

（陶・鋳銭司・名田島・秋穂二島・嘉川・ 

佐山・小郡・秋穂・阿知須） 

山口南総合センター 

８月２４日(水) 交流研修会 かめ福オンプレイス 

９月１６日(金) 児童福祉部会研修会（第２回） 山口県健康づくりセンター 

９月２０日(火) 会長・副会長会議（第３回） 山口市社会福祉協議会 本所 

９月２１日（水)～３０(金) 秋の全国交通安全運動 ７地区民児協実施 

９月２２日(木) 高齢福祉部会研修会（第２回） 山口県健康づくりセンター 

９月２７日(火) 主任児童委員連絡会議（第２回） 山口県健康づくりセンター 

９月２８日(水) 地区民生委員児童委員協議会 会長・副会長研

修会（県社協主催） 

山口県健康づくりセンター 

９月２９日(木) 地域福祉部会研修会（第２回） 山口県健康づくりセンター 
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開 催 日 内  容 会場等 

１０月５日(水) 平戸市民生委員児童委員協議会生月支部視察研

修受け入れ 

湯田地域交流センター 

１０月７日(金) 山口市社会福祉事業功労者等表彰状・感謝状贈

呈式 

山口県健康づくりセンター 

１０月１４日(金) 常任理事会（第１回） かめ福オンプレイス 

１０月１９日(水) 中堅民生委員・児童委員研修会（県社協主催） 山口県健康づくりセンター 

１０月１９日（水)～２０日(木) 第９１回全国民生委員児童委員大会～愛知大会

～  

愛知県名古屋市 

１０月２１日(金) 理事会（第２回） かめ福オンプレイス  

１１月９日(水) 山口市表彰式 山口市民会館小ホール 

１１月１０日(木) 第７２回山口県総合社会福祉大会 KDDI 維新ホール 

１２月１日(木) 山口市民生委員・児童委員感謝状贈呈式及び委

嘱状伝達式 

KDDI 維新ホール 

１２月１０日(土)～１月３日(火) 年末年始の交通安全県民運動 １１地区民児協実施 

１２月１６日(金) 主任児童委員連絡会議（第３回） 山口市労福協会館 

１２月２０日(火) 山口市新任民生委員児童委員協議会 山口県健康づくりセンター 

１２月２２日(木) 理事会（第３回） 防長苑 

令和４年 

１月１０日(火)～２月１９日(日） 

全国児童委員・主任児童委員活動研修会 

→不参加 

オンライン形式 

１月２３日(月) 会長・副会長会議（第４回） かめ福オンプレイス 

１月２３日(月) 地区会長会議（第１回） かめ福オンプレイス 

１月２７日(金) 高齢福祉部会役員会 山口市社会福祉協議会 本所 

１月２７日(金) 児童福祉部会役員会 山口市社会福祉協議会 本所 

１月３０日(月) 山口県新任民生委員児童委員研修会 山口県健康づくりセンター 

２月６日(月) 主任児童委員連絡会議役員会 山口市社会福祉協議会 本所 

２月７日(火) 地域福祉部会役員会 山口市社会福祉協議会 本所 

２月２７日(月) 常任理事会（第２回） 防長苑 

３月１６日(木) 理事会（第４回） セントコア山口 

○地区民児協定例会 毎月１回各地区にて実施  

○県民児協 

活動強化方策推進事業 

吉敷・阿東地区民児協  

○市民児協 

活動支援児協 

大殿・大内・大歳・陶・秋穂二島・嘉川・佐山

地区民児協 
 

○山口市民生委員・児童委員ガイドブック第７版 発行 

 

《成果と課題》 

昨年度に引き続き、コロナ禍での活動となった。研修会においては、感染対策を十分に行うことで概ね予定どおり

の研修会を実施することができた。過去２年開催できなかった交流研修会を全委員対象の講演会という形で開催し、

大変好評であった。 

１２月には一斉改選を迎え、ガイドブック第７版の発行をはじめ、新任研修会や会議を開催した。全委員の半数近

くが新任委員となり、地区民児協会長とも連携しながらフォローを行った。 

昨年度より各地区民児協会長へ配付しているタブレットについては臨時連絡等に活用できたが、会長の交代等も

あり十分な活用はできなかった。幅広い活用に向けて各地区会長とも協議を進めていきたい。 
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（２） 山口市介護者の会の運営 
〇事業内容 

開催日 行 事 内   容 参加人数 会  場 

４月 １４日（木） 役員会 総会及び役員改選他について    １０名 
山口市社協南部

支所 

５月 １９日（木） 総会 

総会 

介護講演会 

「介護予防と食事について」  

総会１７名 

（委任状 

 １８名） 

講演会 

 １７名 

山口市福祉セン

ター 

６月 １０日（金） 役員会 介護実践教室、茶話会他について   ９名 
山口市社協南部

支所 

６月 １０日（金） 
介護実践教

室 

「介護者の気持ちの持ち方、介護への

向き合い方」 

会員１３名 

一般４名 

山口市社協南部

支所 

７月 １日（金） 施設訪問    １２名 白松苑（阿知須） 

８月 １９日（金） 役員会 
介護相談会、介護実践教室、リフレッ

シュ旅行他について 
  ９名 

山口市社協南部

支所 

９月 ８日（木） 介護相談会 
包括支援センター等関係機関との相

談会（吉敷地区） 

 

医療相談者 

  ４名 

福祉相談者 

  ５名 

吉敷地域交流セ

ンター 

１０月 １４日（金） 役員会 
リフレッシュ旅行、介護講演会につい

て 
  ８名 

山口市社協南部

支所 

１０月 １４日（金） 
介護実践教

室 
「食事と口腔ケア」 

会員７名 

一般２名 

山口市小郡保健

福祉センター 

１１月 １１日（金） 
リフレッシュ

旅行 
下関市方面   ２２名 

川棚温泉 

道の駅きくがわ 

１２月 ８日（木） 介護講演会 「在宅介護と在宅医療について」 
会員２０名 

一般１６名 

山口市社協南部

支所 

令和 

１月 

５年 

１２日（木） 
役員会       令和５年度事業計画（案）について     ９名 

山口市社協南部

支所 

２月 ２４日（金） 茶話会 リンパ体操と介護体験発表 

会員１３名 

関係機関等 

   ６名 

嘉川地域交流セ

ンター 

３月 １６日（木） 役員会 令和５年度総会他について   ９名 
山口市社協南部

支所 
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《成果と課題》 

   山口市介護者の会は平成２７年度から一本化されており、山口市全体で実施される研修会の見直しや、市内か

ら参加しやすい場所を選定するなど、会員が参加しやすい方法を協議した。また、会員だけではなく、一般の方も

参加ができる研修会を開催した。 

今後の運営を支援していく上で、広域であること、会員の高齢化が進んでいることなど、在宅介護をしている会

員の増強や会の運営内容などが課題となる。具体的には、介護する人が気軽に行ける場所づくりや、会員同士

の交流を図っていきたいと考えている。 

また、介護者と要介護者が一緒に出かけられる旅行の実施が計画されているが、新型コロナウイルス感染症

により実現がされていない。今後も実施に向けて、継続的に協議していく。旅行の実施については、社会福祉法

人との連携等により、安心安全に旅行ができる環境づくりも検討したい。 

今後も活動の充実と会員の交流を図り、会員確保と会員福祉の増強に努めていく。 

 

３ 施設の管理運営 

（１） 山口市老人福祉館の運営  ＊指定管理事業 
開館日数 

臨時休館    

老人福祉館２９１日・山口児童館２９１日 

老人福祉館２日・山口児童館２日 

９月 ６日（火）  台風接近のため １日 

１２月１７日（土）  館内清掃のため  １日 

 

【山口市福祉センター（老人福祉館・山口児童館）利用状況】 

 利用者（名） 月平均（名） 

老人福祉館   ５，４７２    ４５６    

山口児童館 １４，８３７    １，２３６    

合 計 ２０，３０９        １，６９２    

（定期利用グループ） 

事 業 内 容 回数/月 利用者(名) 事 業 内 容 回数/月 利用者(名) 

民踊等 

（３グループ） 
１１ ５２２    

謡曲・詩吟 

（２グループ） 
５ ２３８ 

ダンス ４ ３７５    
囲碁・将棋 

（３グループ） 
６ ７５６    

人形・手芸 

（２グループ） 
４ １８６    三味線 ３ １２６    

合    計  ２，２０３ 

（不定期利用グループ） 

事 業 内 容 回数/月 利用者(名) 事 業 内 容 回数/月 利用者(名) 

フラダンス 

（３グループ） 
８  ４３２ オカリナ ２      １０４ 

日本画 １      ３２ 華道 ２   ２８６ 

朗読 

※７月より利用終了 
４ １０８ 大正琴 ３ １１２ 

合   計 １，０７４ 
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（新規利用団体） 

・書道研究玄游会紫虹会（書道）（８月６日利用） 

・大殿老連女性委員会（大正琴）（４月より月２～４回不定期利用） 計１１２名（全３２回） 

・としみ（フラダンス）（４月より月１～２回不定期利用） 計４６名（全１３回） 

（大殿地区社会福祉協議会） 

・行くっちゃ！おおどの健康教室（第１～４木曜日実施） 計３４７名（全２５回） 

※新型コロナウイルス感染症対策のため、７月（２回）・９月・１月（２回）は中止 

【山口市福祉センター講座（８回実施）】 

日 付 講座名 参加者（人） 日 付 講座名 参加者（人） 

９月 ９日(金) ヨガ➀ ８ １１月２９日(火) 手芸➀ １５ 

１０月１４日(金) ヨガ➁ ９ １１月３０日(水) 手芸➁ １０ 

１１月１１日(金) ヨガ➂ ８ １２月２６日（月） 小さな門松づくり １５ 

１１月１４日(月) 絵手紙 １０ ２月２５日(土) お花 ４ 

合   計 ７９ 

 

【ボランティアセンター利用状況】 

 利用者（名） 月平均（名） 

ボランティアセンター ６６５ ５５ 

 

《成果と課題》 

〇運営方針 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に配慮しながら、高齢者の安心・安全な施設利用を重点課題にして

運営を行った。玄関の段差には色付きのテープやポップを貼ることによって注意を促すとともに、ソファーの配置を

変えることで、玄関ホールの土足可能なエリアを広げた。 

また、昨年度に引き続き、利用者が居心地の良さを感じながら仲間づくりを行える場を提供するという方針で運営

を行った。そのため、可能な限り柔軟に利用者のニーズに応えるようサービスを提供した。  

〇山口市福祉センター講座 

事後アンケートでは、講師の魅力と丁寧な指導により、利用者の満足度も高い評価が得られた。材料の価格高騰

もある中で、参加者の負担が少ない講座や、高齢者が楽しめる内容の情報収集に努めた。広報活動については、

市社協だよりやホームページの活用に加え、案内チラシや昨年度の講座内容の様子を館内に掲示したことにより、

利用者が興味を持ち参加につながった。 

また、多世代交流を目的として行った冬の特別講座は、親子・孫・祖父母とで楽しく参加できる活動となっているこ

とから、今後も企画していきたい。 

〇駐車場 

同じ利用団体の縦列駐車を呼びかけ、利用者の意識は定着してきている。出席者の多い会議や貸館利用の多い

日は、児童遊園の一部も利用し対応している。高齢者の運転技術に個人差があり、ヒヤッとする場面もあった。前庭

の植木によって自車を傷つけた高齢者もいたことから、剪定にも工夫が必要と思われる。 

〇感染症対策 

スタッフ・利用者を含め、マスクの着用、検温、手指消毒、貸館利用時の消毒セットの使用は定着し、施設内の手

摺・スリッパ等の消毒も実施した。コロナに対する状況も少しずつ変化していく中で、それぞれの利用グループの判

断で、利用を控えたり、マスク・消毒を続ける等対策をとっている現状が見られた。  
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（２） 山口市秋穂コミュニティセンターの運営  ＊指定管理事業 
〇年間来館者数 

  
開館日数

（日） 

総来館者 

人 数（名） 

地域別内訳（名） 

秋穂地域 山口市内  その他 

合 計 ３４３ 

１０，４６６ 

（児童クラブ「秋穂児童にこにこ学

級」通級児童５，９３９名含む） 

８，５２２ １，２１７ ７２７ 

月平均   ８７２．２   ７１０．２ １０１．４ ６０．６ 

一日平均  ３０．５ ２４．８ ３．５ ２．１ 

 

（３） 山口市阿知須健康福祉センター（おげんきかん）の運営  ＊指定管理事業 
○事業内容：平成１５年度に開館した施設（２０年目）の指定管理者として円滑な運営を行っている。 

年間延利用者  １２，９２６名 （前年度比 ８０２名増）  月平均  １，０７７名 の利用 

 
福祉関係 保健関係 

各種 
団体 

定期 
利用 

社協 
関係 

高齢者 
娯楽室 

その他 合 計 

合計（名） １，２９０ ３，３２６ １，８６３ ３，５８８  ９２１ ８１３ １，１２５ １２，９２６ 

％ １０．０ ２５．７ １４．４ ２７．８ ７．１ ６．３ ８．７ １００ 

＊福祉関係 （三者会議、定例民児協、情報交換会、福祉相談、視察研修、各種講習会など） 

＊保健関係 （健康相談、健診事業、子育て支援事業、各種健康教室など） 

＊各種団体 （母子保健推進協議会、食生活改善推進協議会、身体障害者福祉更生会、老人クラブ、手話友の会、

シルバー人材センターなど） 

＊定期利用 （きんもくせい、３Ｂ、さわやかコーラス、民児協、ヨガ、子育てセンター、ブックスタート、囲碁同好会な 

ど） 

＊社協関係 （社協の各種事業、地区社協事業、研修会など）  

＊高齢者娯楽室 （囲碁など）  

＊その他 （日赤献血、コープ委員会など） 

＊コロナ禍３年目として、利用者が増加した。 
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             山口市の福祉概要               （令和５年３月３１日現在） 

人 口 
１８７，６７４人 

（住民基本台帳による） 

世 帯 数 ９０，５２６世帯 

高齢化率 ３０．２８％ 
６５歳以上高齢者数 ５６，８２６人 
 ひとり暮らし高齢者数  (R5.5.１)            ７，５１６人 

   ７５歳以上二人暮らし世帯数 (R5.5.1)   ２，８８４世帯 
民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 数 ４３８人 
主 任 児 童 委 員 数 ４３人 
身 体 障 害 者 手 帳 保 持 者            ７，００９人 
療 育 手 帳 保 持 者 １，６５６人 
精神障害者保健福祉手帳保持者 ２，０７１人 
児童扶養手当受給資格者数 １，６０６世帯 
被 保 護 世 帯 数 １，１８１世帯 

保

健

福

祉

施

設

数 

養護老人ホーム ３箇所 

特別養護老人ホーム ２０箇所 

軽費老人ホーム(ケアハウス含む) ６箇所 

老人福祉センター ３箇所 

老人福祉施設福祉作業所 １箇所 

老人短期入所施設 ２３箇所 

デイサービスセンター（通所介護） １０３箇所 

デイケアセンター（通所リハ）        ９箇所 

地域包括支援センター １０箇所 

在宅介護支援センター ３箇所 

生活支援ハウス 1箇所 

介護老人保健施設 ９箇所 

介護療養型医療施設 ２箇所 

訪問看護ステーション ２９箇所 

グループホーム（認知症） ２２箇所 

宅  老  所 ０箇所 

保  育  所 ３９箇所（うち１箇所休園を含む） 

地域型保育事業所 ７箇所 

へき地保育所 ４箇所（うち２箇所休園を含む） 

認定こども園 ６箇所 

生活介護事業所 ２３箇所 

自立訓練（生活訓練・宿泊型自立訓練）事業所 ３箇所 

就労移行支援事業所 ７箇所 

就労継続支援事業所 A型 ５箇所 

就労継続支援事業所 B型 ２８箇所 

共同生活援助事業所 １８箇所 

相談支援事業所 １２箇所 

障害者支援施設（施設入所支援） ６箇所 

地域活動支援センター ５箇所 

児童養護施設 ３箇所 
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児童心理治療施設 １箇所 

児童家庭支援センター １箇所 

福祉障害児発達支援センター  １箇所 

障害児通所支援事業所  ５４箇所 

児童自立支援施設 １箇所 

母子生活支援施設 １箇所  
 


